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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、 予告なしに変更される こ とがあ り ます。 このマニュアルに記載されている表現、 情報、 お

よび推奨事項は、 すべて正確である と考えていますが、 明示的であれ黙示的であれ、 一切の保証の責任を負わないものと します。 このマニュアルに記載され

ている製品の使用は、 すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、 製品に添付された 『Information Packet』 に記載されています。 添付されていない場合には、 代理店に

ご連絡ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス A デジタル装置の制限に準拠している こ

とが確認済みです。 これらの制限は、 商業環境で装置を使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 この装置は、 無線周波エネルギーを

生成、 使用、 または放射する可能性があ り、 この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、 ラジオおよびテレビの受信障

害が起こ る こ とがあ り ます。 住宅地でこの装置を使用する と、 干渉を引き起こす可能性があ り ます。 その場合には、 ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる

必要があ り ます。

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス B デジタル装置の制限に準拠している こ

とが確認済みです。 これらの制限は、 住宅地で使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 本機器は、 無線周波数エネルギーを生成、 使

用、 または放射する可能性があ り、 指示に従って設置および使用しなかった場合、 無線通信障害を引き起こす場合があ り ます。 ただし、 特定の設置条件にお

いて干渉が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。 装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、 次の方法で干渉が起きないよ うにして くださ

い。 干渉しているかど うかは、 装置の電源のオン /オフによって判断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、 場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセン ト に機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビに詳しい技術者に連絡します。

シスコでは、 この製品の変更または改造を認めていません。 変更または改造した場合には、 FCC 認定が無効にな り、 さ らに製品を操作する権限を失う こ とに

な り ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California. 

こ こに記載されている他のいかなる保証にも よ らず、 各社のすべてのマニュアルおよびソフ ト ウェアは、 障害も含めて 「現状のまま」 と して提供されます。

シスコおよびこれら各社は、 商品性の保証、 特定目的への準拠の保証、 および権利を侵害しないこ とに関する保証、 あるいは取引過程、 使用、 取引慣行に

よって発生する保証をはじめとする、 明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものと します。

いかなる場合においても、 シスコおよびその供給者は、 このマニュアルの使用または使用できないこ とによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめ

とする、 間接的、 派生的、 偶発的、 あるいは特殊な損害について、 あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知ら されていても、 それらに対する責任を一

切負わないものと します。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this 
URL: www.cisco.com/go/trademarks. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a partnership 
relationship between Cisco and any other company. (1110R)

このマニュアルで使用している  IP アド レスおよび電話番号は、 実際のアド レスおよび電話番号を示すものではあ り ません。 マニュアル内の例、 コマン ド出

力、 ネッ ト ワーク  ト ポロジ図、 およびその他の図は、 説明のみを目的と して使用されています。 説明の中に実際のアド レスおよび電話番号が使用されていた

と しても、 それは意図的なものではな く、 偶然の一致による ものです。
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はじめに

こ こでは、 本ガイ ドの目的、 対象読者、 構成、 および表記法について説明し、 本マニュアル 
セッ ト に付属の参考資料について紹介します。 内容は次のとおりです。

• 目的、 vii ページ

• 対象読者、 vii ページ

• マニュアルの構成、 viii ページ

• 表記法、 ix ページ

• 関連資料、 xv ページ

• 製品に関する資料の検索方法、 xvii ページ

目的
このガイ ドでは、 Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ サービス統合型ルータ （ISR）
の設置、 接続、 初期設定の手順を説明します。 ご使用のルータ  モデルによっては、 このガイ ド
の説明が部分的に当てはまらない場合もあ り ます。

（注） 保証、 サービス、 サポート情報については、 ルータ付属の 『Readme First for the Cisco 
1900 Series, 2900 Series, and 3900 Series Integrated Services Routers 』 の 「Cisco Warranty 
Terms」 を参照して ください。

対象読者
このマニュアルは、 技術的な知識を持ち、 Cisco ルータ と  Cisco IOS ソフ ト ウェアおよび機能に
ついて熟知しているシスコ機器プロバイダーおよびサービス技術者を対象にしています。 対象
読者は、 ルータの設置、 構成、 保守方法を理解し、 電気回路および配線作業を熟知している必
要があ り ます。 さ らに、 電子および電気機械技術者と しての経験が必要です。 訓練を受けた相
応の資格がある技術者だけが実行する必要がある手順については、 注記しています。
vii
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マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、 次のとおりです。

章 Title 説明

1 ルータの概要 ルータ  シャーシの外観、 およびシ リ アル番
号、 PID1、 UDI 2 の場所を説明します。

さ らに、 ハードウェアの一般的な特徴、 ス
ロ ッ ト、 ポート、 インターフェイス情報、 お
よび、 LED インジケータについて説明します。

2 ルータ設置の準備 ルータの設置に必要な設置環境の条件および
機器について説明します。

3 ルータの設置と接続 ルータの設置、 および、 LAN、 WAN、 音声
インターネッ ト ワークへの接続手順について
説明します。

4 ルータの設定 ルータの電源投入、 および初期設定の実行手
順について説明します。

5 内部モジュールおよび FRU の装
着とアップグレード

ルータの内部モジュールおよび現場交換可能
ユニッ ト 3 の装着およびアップグレードの方
法について説明します。

6 ルータのソフ ト ウェア  ラ イセンス
の取得

PAK の購入、 およびルータのソフ ト ウェア  
ラ イセンスのアクテ ィベーシ ョ ン方法につい
て説明します。

7 活性挿抜およびホッ ト スワ ップ データ  モジュールおよび音声モジュールを
活性挿抜4 手順を使用して取り外す方法、 お
よび交換する方法を説明します。

1. PID = Product ID （製品 ID）

2. UDI = Universal Device Identifier （一意のデバイス  ID）

3. FRU = Field Replaceable Unit （現場交換可能ユニッ ト ）

4. OIR = Online Insertion and Removal （活性挿抜）
viii
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表記法
このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」 です。

ヒン ト 「問題解決に役立つ情報」 です。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

ワンポイント  アドバイス 「時間の節約に役立つ操作」 です。 記述されている操作を実行する と時間を節約できます。

表記法 説明

太字 コマンド、 キーワード、 およびユーザが入力するテキス トは太字で記載
されます。

イ タ リ ッ ク体 文書のタイ トル、 新規用語、 強調する用語、 およびユーザが値を指定す
る引数は、 イ タ リ ッ ク体で示しています。

[   ] 角カッ コの中の要素は、 省略可能です。

{x | y | z } 必ずいずれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、 波カッ
コで囲み、 縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] いずれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、
縦棒で区切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しません。
引用符を使用する と、 その引用符も含めて string とみなされます。

courier フォン ト システムが表示する端末セッシ ョ ンおよび情報は、 courier フォン ト で示
しています。

<   > パスワードのよ うに出力されない文字は、 山カッコで囲んで示しています。

[   ] システム  プロンプ ト に対するデフォル ト の応答は、 角カッ コで囲んで示
しています。

!、 # コードの先頭に感嘆符 （!） またはポン ド記号 （#） がある場合には、 コ
メ ン ト行である こ と を示します。
ix
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Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. Statement 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS

Waarschuwing BELANGRIJKE VEILIGHEIDSINSTRUCTIES

Dit waarschuwingssymbool betekent gevaar. U verkeert in een situatie die lichamelijk letsel kan 
veroorzaken. Voordat u aan enige apparatuur gaat werken, dient u zich bewust te zijn van de bij 
elektrische schakelingen betrokken risico's en dient u op de hoogte te zijn van de standaard 
praktijken om ongelukken te voorkomen. Gebruik het nummer van de verklaring onderaan de 
waarschuwing als u een vertaling van de waarschuwing die bij het apparaat wordt geleverd, wilt 
raadplegen. 

BEWAAR DEZE INSTRUCTIES

Varoitus TÄRKEITÄ TURVALLISUUSOHJEITA

Tämä varoitusmerkki merkitsee vaaraa. Tilanne voi aiheuttaa ruumiillisia vammoja. Ennen kuin 
käsittelet laitteistoa, huomioi sähköpiirien käsittelemiseen liittyvät riskit ja tutustu 
onnettomuuksien yleisiin ehkäisytapoihin. Turvallisuusvaroitusten käännökset löytyvät laitteen 
mukana toimitettujen käännettyjen turvallisuusvaroitusten joukosta varoitusten lopussa näkyvien 
lausuntonumeroiden avulla. 

SÄILYTÄ NÄMÄ OHJEET

Attention IMPORTANTES INFORMATIONS DE SÉCURITÉ 

Ce symbole d'avertissement indique un danger. Vous vous trouvez dans une situation pouvant 
entraîner des blessures ou des dommages corporels. Avant de travailler sur un équipement, soyez 
conscient des dangers liés aux circuits électriques et familiarisez-vous avec les procédures 
couramment utilisées pour éviter les accidents. Pour prendre connaissance des traductions des 
avertissements figurant dans les consignes de sécurité traduites qui accompagnent cet appareil, 
référez-vous au numéro de l'instruction situé à la fin de chaque avertissement. 

CONSERVEZ CES INFORMATIONS

Warnung WICHTIGE SICHERHEITSHINWEISE

Dieses Warnsymbol bedeutet Gefahr. Sie befinden sich in einer Situation, die zu Verletzungen führen 
kann. Machen Sie sich vor der Arbeit mit Geräten mit den Gefahren elektrischer Schaltungen und 
den üblichen Verfahren zur Vorbeugung vor Unfällen vertraut. Suchen Sie mit der am Ende jeder 
Warnung angegebenen Anweisungsnummer nach der jeweiligen Übersetzung in den übersetzten 
Sicherheitshinweisen, die zusammen mit diesem Gerät ausgeliefert wurden. 

BEWAHREN SIE DIESE HINWEISE GUT AUF. 
x
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Avvertenza IMPORTANTI ISTRUZIONI SULLA SICUREZZA 

Questo simbolo di avvertenza indica un pericolo. La situazione potrebbe causare infortuni alle 
persone. Prima di intervenire su qualsiasi apparecchiatura, occorre essere al corrente dei pericoli 
relativi ai circuiti elettrici e conoscere le procedure standard per la prevenzione di incidenti. 
Utilizzare il numero di istruzione presente alla fine di ciascuna avvertenza  per individuare le 
traduzioni delle avvertenze riportate in questo documento.  

CONSERVARE QUESTE ISTRUZIONI

Advarsel VIKTIGE SIKKERHETSINSTRUKSJONER

Dette advarselssymbolet betyr fare. Du er i en situasjon som kan føre til skade på person. Før du 
begynner å arbeide med noe av utstyret, må du være oppmerksom på farene forbundet med 
elektriske kretser, og kjenne til standardprosedyrer for å forhindre ulykker. Bruk nummeret i slutten 
av hver advarsel for å finne oversettelsen i de oversatte sikkerhetsadvarslene som fulgte med denne 
enheten. 

TA VARE PÅ DISSE INSTRUKSJONENE

Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA 

Este símbolo de aviso significa perigo. Você está em uma situação que poderá ser causadora de 
lesões corporais. Antes de iniciar a utilização de qualquer equipamento, tenha conhecimento dos 
perigos envolvidos no manuseio de circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas habituais de 
prevenção de acidentes. Utilize o número da instrução fornecido ao final de cada aviso para 
localizar sua tradução nos avisos de segurança traduzidos que acompanham este dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES 

¡Advertencia! INSTRUCCIONES IMPORTANTES DE SEGURIDAD

Este símbolo de aviso indica peligro. Existe riesgo para su integridad física. Antes de manipular 
cualquier equipo, considere los riesgos de la corriente eléctrica y familiarícese con los 
procedimientos estándar de prevención de accidentes. Al final de cada advertencia encontrará el 
número que le ayudará a encontrar el texto traducido en el apartado de traducciones que acompaña 
a este dispositivo.  

GUARDE ESTAS INSTRUCCIONES

Varning! VIKTIGA SÄKERHETSANVISNINGAR

Denna varningssignal signalerar fara. Du befinner dig i en situation som kan leda till personskada. 
Innan du utför arbete på någon utrustning måste du vara medveten om farorna med elkretsar och 
känna till vanliga förfaranden för att förebygga olyckor. Använd det nummer som finns i slutet av 
varje varning för att hitta dess översättning i de översatta säkerhetsvarningar som medföljer denna 
anordning. 

SPARA DESSA ANVISNINGAR
xi
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Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA

Este símbolo de aviso significa perigo. Você se encontra em uma situação em que há risco de lesões 
corporais. Antes de trabalhar com qualquer equipamento, esteja ciente dos riscos que envolvem os 
circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas padrão de prevenção de acidentes. Use o 
número da declaração fornecido ao final de cada aviso para localizar sua tradução nos avisos de 
segurança traduzidos que acompanham o dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES

Advarsel VIGTIGE SIKKERHEDSANVISNINGER

Dette advarselssymbol betyder fare. Du befinder dig i en situation med risiko for 
legemesbeskadigelse. Før du begynder arbejde på udstyr, skal du være opmærksom på de 
involverede risici, der er ved elektriske kredsløb, og du skal sætte dig ind i standardprocedurer til 
undgåelse af ulykker. Brug erklæringsnummeret efter hver advarsel for at finde oversættelsen i de 
oversatte advarsler, der fulgte med denne enhed. 

GEM DISSE ANVISNINGER
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警告 When installing the product, please use the provided or designated connection cables/power 
cables/AC adaptors. Using any other cables/adaptors could cause a malfunction or a fire. Electrical 
Appliance and Material Safety Law prohibits the use of UL-certified cables (that have the “UL” shown 
on the code) for any other electrical devices than products designated by CISCO. 電気用品安全法で
認定されたケーブル （コードに 「PSE」 と記載） の使用については、 シスコ指定の製品に限定
されません。 ステート メン ト  371

警告 バッテリが適正に交換されなかった場合、 爆発の危険があります。 交換用バッテリは元のバッ
テリ と同じものか、 製造元が推奨する同等のタイプのものを使用して く ださい。 Dispose of 
used batteries according to the manufacturer’s instructions. ステート メン ト  1015

警告 バスタブ、 洗面台、 台所のシンク、 洗濯機の周辺や、 湿度の高い地下室、 スイ ミング プール
の近く など、 水のある場所の近く では、 この製品を使用しないで く ださい。
ステート メン ト  1035

警告 防水設計されていない電話ジャックは、 湿気の多い場所に取り付けないで く ださい。
ステート メン ト  1036

警告 電話回線がネッ トワーク  インターフェイスから切り離されている場合以外、 絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、 触れないで く ださい。 ステート メン ト  1037

雷雨時には電話 （コードレス型を除く ） を使用しないで く ださい。 雷によって感電する危険性
があります。 ステート メン ト  1038

関連資料
本マニュアル セッ ト には、 『Cisco 2900 シ リーズおよび 3900 シ リーズ ハード ウェア  インス ト
レーシ ョ ン  ガイ ド』 （本マニュアル） の他に、 次の参考資料が含まれています。
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表 1 その他の参考資料

マニュアルの種類 リンク

ハード ウェア • 『Cisco Modular Access Router Cable Specifications』

• 『Installing, Replacing, and Upgrading Components in Cisco Modular 
Access Routers and Integrated Services Routers』

• 『Overview of Cisco Network Modules for Cisco Access Routers』

• 『Cisco Interface Cards for Cisco Access Routers』

• 『Installing Cisco Network Modules in Cisco Access Routers』

• Cisco アクセス  ルータへの Cisco インターフェイス  カードの取
り付け

適合規格 • 『Declarations of Conformity and Regulatory Information for Cisco 
Access Products with 802.11a/b/g and 802.11b/g Radios』

• 『Regulatory Compliance and Safety Information for Cisco 2900 
Series Integrated Services Routers』

• 『Regulatory Compliance and Safety Information for Cisco 3900 
Series Integrated Services Routers』

ソ フ ト ウェア  アクテ ィ
ベーシ ョ ン

• 『Software Activation for Cisco Integrated Services Routers』

• 『Cisco IOS Software Activation Configuration Guide』

設定 （Configuration） • 『Cisco CP Express User’s Guide』

Cisco Internet Operating 
System Software

• 『New Features in Cisco 15.0(1)M』

注 Cisco IOS Software Release 15.0(1)M は、 Cisco IOS 12.4(24)T 
Release の次の IOS リ リースです。

ワ イヤレス • 『Cisco IOS Command Reference for Cisco Aironet Access Points and 
Bridges, versions 12.4(10b) JA and 12.3(8) JEC』

• ワイヤレス  LAN コン ト ローラ

• 『Unified Wireless LAN Access Points』

音声 • 『Cisco IOS Voice Port Configuration Guide』

• 『SCCP Controlled Analog (FXS) Ports with Supplementary Features 
in Cisco IOS Gateway』
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http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/access/acs_mod/cis3600/hw_inst/cabling/marcabl.htm
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http://www.cisco.com/en/US/products/ps6366/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6973/tsd_products_support_install_and_upgrade.html
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios123/123cgcr/vvfax_c/int_c/vpcg/index.htm
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_4t/12_4t2/ht1vg224.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_4t/12_4t2/ht1vg224.html


 

      
  
製品に関する資料の検索方法
Web ブラウザで HTML 文書を検索する場合は、 キーボードで Ctrl+F （Windows） または 
Cmd+F （Apple） のキーを押します。 ほとんどのブラウザでは、 完全一致、 大文字と小文字を
区別、 順方向検索、 逆方向検索の検索オプシ ョ ンを使用できます。

Adobe Reader で PDF 文書を検索する場合は、 [Find] ツールバー （Ctrl+F） か、 [Full Reader 
Search] ウ ィ ン ド ウ （Shift+Ctrl+F） を使用します。 [Find] ツールバーは、 1 つの文書内の語句
を検索する と きに使用します。 [Full Reader Search] ウ ィ ン ド ウでは、 複数の PDF ファ イルを同
時に検索し、 大文字と小文字を区別するなど、 検索オプシ ョ ンを変更できます。 PDF 文書の検
索に関する詳細は、 Adobe Reader 付属のオンラ イン  ヘルプを参照して ください。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新される 『What’s New in Cisco Product Documentation』 を参照して ください。 シスコの
新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は Really Simple Syndication （RSS） フ ィード と して
購読できます。 また、 リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用してコンテンツがデスク ト ップに直接配
信されるよ うに設定するこ と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。 シスコでは現
在、 RSS バージ ョ ン  2.0 をサポート しています。
xvii
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Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリ
C H A P T E R 1

ルータの概要

第 2 世代シスコ  サービス統合型ルータ （ISR G2） は、 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート による
データ機能、 およびマザーボード上のバーチャル プラ イベート  ネッ ト ワーク （VPN） アクセ
ラレータによるセキュ リ テ ィ機能を提供します。 アドオンのハード ウェアと ソフ ト ウェアに
よって、 その他のセキュ リ テ ィ機能も使用できます。

Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ルータは、Digital Signal Processor （DSP; デジタ
ル シグナル プロセッサ） 機能による音声 IP テレフォニー、 およびボイス  ゲート ウェイ、 DSP 
ファーム、 IP-to-IP Gateway、 Cisco IOS による  Cisco Unified Communications Manager Express
（CUCME） も提供します。 Cisco Unity Express （CUE） は、 アドオン  ハード ウェアを使用する
こ とで提供されます。

これらの ISR シ リーズには、 次世代の Enhanced High-speed WAN Interface Card （EHWIC; 拡張
高速 WAN インターフェイス  カード）、 Internal Services Module （ISM; 内部サービス  モジュー
ル）、 Packet Voice Data Module （PVDM3; パケッ ト音声データ  モジュール）、 Service Module
（SM; サービス  モジュール）、 および Services Performance Engine （SPE） をサポー トする新しい
スロ ッ ト があ り ます。

Cisco Multi-Gigabit Fabric （MGF; マルチギガビッ ト  ファブ リ ッ ク） にアクセスする と、 すべて
の外部ポート を使う こ とな く、 ISR 上のスイ ッチ ポート間を接続しやすくな り ます。 ISR 上の
論理 GE インターフェイスを  MSF を介して外部モジュールおよび内部モジュールに接続する こ
とで、 LAN および WAN のスイ ッチングが改善されます。

表 1-1 ISR G2 モデル

シリーズ ルータ

Cisco 2900 • 2901

• 2911

• 2911-T

• 2921

• 2951

Cisco 3900 • 3925

• 3925E

• 3945

• 3945E
1-1
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
この章の内容は次のとおりです。

• シャーシの外観 （1-2 ページ） 

• シ リ アル番号、 PID、 VID、 および CLEI の位置 （1-12 ページ） 

• ハード ウェアの機能 （1-17 ページ） 

• スロ ッ ト 、 ポー ト 、 およびインターフェイスの情報 （1-28 ページ） 

• LED インジケータ （1-31 ページ）

• 仕様 （1-33 ページ）

シャーシの外観
こ こでは、 Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ルータの前面パネルおよび背面パネ
ルの外観について、 電源および信号のインターフェイス、 モジュール スロ ッ ト 、 ステータス  
インジケータ、 およびシャーシ  ID ラベルの位置を示しながら説明します。

（注） スロ ッ トは、 Service Module （SM; サービス  モジュール）、 EHWIC、 HWIC、 Voice WAN 
Interface Card （VWIC; 音声 WAN インターフェイス  カード）、 WAN Interface Card （WIC; WAN 
インターフェイス  カード）、 ISM、 PVDM3 をサポート しています。 ただし、 これらのメディア  
タ イプのすべてをサポート していないモデルもあ り ます。 詳細については、 各モデルの説明を
参照して ください。

Cisco 2900 シリーズ ISR

• Cisco 2901 シャーシ （1-2 ページ）

• Cisco 2911 シャーシ （1-4 ページ）

• Cisco 2921 および Cisco 2951 のシャーシ （1-6 ページ）

Cisco 3900 シリーズ ISR

• Cisco 3900 シ リーズのシャーシ （1-8 ページ）

Cisco 2901 シャーシ

図 1-1 ： 前面パネル

図 1-2 （1-3 ページ） ： 背面パネル

図 1-3 （1-4 ページ） ： 背面パネルの LED

図 1-1 Cisco 2901 ルータの前面パネル

SYS ACT POE

Cisco 2900 Series

4 5 6

25
09

57
 

1 2 3 
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-2 Cisco 2901 ルータの背面パネルのスロッ トおよびコネクタ

1 SYS1

1. システム

2 ACT2

2. アクティブな状態

3 PoE3

3. PoE = Power over Ethernet

4 AC OK4 （AC-POE PS ではな く  AC PS だけ）

4. AC 電源が故障している場合、 または接続されていない場合、 LED は消灯します。 電源スイ ッチで点灯/消灯は切り替
わり ません。

5 オン /オフ  スイ ッチ 6 AC 電源コネク タ

1 EHWIC スロ ッ ト 1 0、 1、 2、 および 3
（0 が右端）

1. DW-EHWIC はスロ ッ ト  0 と  1、およびスロ ッ ト  2 と  3 に装着できます。 EHWIC スロ ッ トは HWIC、 VIC、および WIC 
をサポート しています。

2 USB2 シ リ アル ポート  

2. USB = Universal Serial Bus （ユニバーサル シ リ アル バス）

3 AUX ポー ト 4 RJ-45 シ リ アル コンソール ポート

5 10/100/1000 イーサネッ ト  ポー ト
（GE0/1）

6 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート （GE0/0）

7 地面 8 USB0 および USB1 （1 が上）

9 CompactFlash3 0 および 1

3. Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR に使用できるのは、 シスコから購入した Advanced Capability 
CompactFlash （CF） だけです。 レガシー CF では、 各ルータのパフォーマンスに影響があ り、 パフォーマンスが大幅
に低下する可能性があ り ます。 「メモ リ 」 セクシ ョ ン （1-22 ページ） を参照してください。 レガシー CF を挿入する
と、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

WARNING: Unsupported compact flash detected.Use of this card during normal operation 
can impact and severely degrade performance of the system.Please use supported compact 
flash cards only.

ISM PVDM1 PVDM0 EN EN 

S L 

USB 

1 

0

CONSOLE

AUX G
E
0
/
0 

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION

2901

S L

GE 0/1

25
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3 62 

7

1 

899

4

EHWIC 3 EHWIC 2 EHWIC 1 EHWIC 0

CF 1 CF 0

5

1-3
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-3 Cisco 2901 ルータの背面パネルの LED

Cisco 2911 シャーシ

図 1-4 ： 前面パネル 

図 1-5 （1-5 ページ） ： 背面パネル 

図 1-6 （1-6 ページ） ： 背面パネルの LED 

図 1-4 Cisco 2911 ルータの前面パネル

1 CompactFlash 0 および 1 （0 が右） 2 ISM1

1. ISM = 内部サービス  モジュール

3 PVDM3 0 および 1 （0 が右） 4 EN （Enable USB コンソール）

5 EN （Enable RJ-45 コンソール） 6 S （スピード）

7 L （ リ ン ク）

ISM PVDM1 PVDM0 EN EN 

S L 

USB 

CONSOLE

AUX G
E
0
/
0 

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION

CF 1 CF 0

1 

0

25
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4 5

6 7

1 

EHWIC 3 EHWIC 2 EHWIC 1 EHWIC 0

S L

GE 0/1
2901

32
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-5 Cisco 2911 ルータの背面パネル 

1. AC 電源が故障している場合、 または接続されていない場合、 LED は消灯します。 電源スイ ッチで点灯/消灯は切り替わり ません。

2. RPS = Redundant Power Supply （冗長電源）

3. PS = Power Supply （電源装置）

1 EHWIC スロ ッ ト 1 0、 1、 2、 および 3 （0 が
右端）

1. ダブルワイ ド  EHWIC はスロ ッ ト  0 と  1、およびスロ ッ ト  2 と  3 に装着できます。 EHWIC スロ ッ トは HWIC、 VIC、および WIC をサポート して
います。

2 USB シ リ アル ポート

3 AUX 4 RJ-45 シ リ アル コンソール ポート

5 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート （GE0/0） 6 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート （GE0/1）

7 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート （GE0/2） 8 USB 0

9 USB 1 10 地面

11 AC、 DC、 AC-POE、 または DC-POE 電源モ
ジュール

12 CompactFlash2 0 および 1 （0 が右）

2. Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR に使用できるのは、 シスコから購入した Advanced Capability CompactFlash （CF） だけで
す。 レガシー CF では、 各ルータのパフォーマンスに影響があ り、 パフォーマンスが低下する可能性があ り ます。 「メモ リ 」 セクシ ョ ン
（1-22 ページ） を参照して ください。 レガシー CF を挿入する と、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

WARNING: Unsupported compact flash detected.Use of this card during normal operation can impact and 
severely degrade performance of the system.Please use supported compact flash cards only.

13 サービス  モジュール3 スロ ッ ト  1

3. アダプタを使用して挿入する場合、 サービス  モジュール スロ ッ トはレガシー ネッ ト ワーク  モジュールをサポート します。 サポート されるモ
ジュールのリ ス トについては、 Cisco.com のルータ製品のページを参照してください。
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-6 Cisco 2911 ルータの背面パネルの LED 

Cisco 2921 および Cisco 2951 のシャーシ

図 1-7 （1-6 ページ） ： 前面パネル

図 1-8 （1-7 ページ） ： 背面パネル

図 1-9 （1-8 ページ） ： 背面パネルの LED

図 1-7 Cisco 2921 および 2951 ルータの前面パネル

1 CompactFlash 0 および 1 （0 が右端） 2 ISM1

1. 総合サービス  モジュール

3 PVDM3

PVDM 0、 1 （0 が右端の LED）

4 EN （Enable USB コンソール）

5 EN （Enable RJ-45 コンソール） 6 S （スピード）

7 L （ リ ン ク）
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1 AC OK1 2 電源のオン /オフ  スイ ッチ
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-8 Cisco 2921 および 2951 ルータの背面パネル スロッ トおよびコネクタ

5 SYS 6 ACT

7 PoE 8 RPS

9 PS2

1. AC 電源が故障している場合、 または接続されていない場合、 LED は消灯します。 電源スイ ッチで点灯/消灯は切り替わり ません。

2. 電源

1 EHWIC スロ ッ ト 1 0、 1、 2、 および 3 （0 が右端）

1. ダブルワイ ド  EHWIC はスロ ッ ト  0 と  1、 およびスロ ッ ト  2 と  3 に装着できます。 EHWIC スロ ッ トは HWIC、 VIC、 および WIC をサポート し
ています。

2 USB シ リ アル コンソール ポート

3 AUX ポート 4 RJ-45 シ リ アル コンソール ポー ト

5 SFP 6 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート  GE 0/1 および GE 0/2 
（GE 0/2 が上）

7 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート  GE0/0 8 地面

9 USB0 および USB1 （1 が上） 10 サービス  モジュール スロ ッ ト 2 SM1 および SM2
（2951 では 1 が右）、 （2921 では 1 が左）

2. アダプタを使用して挿入する場合、 サービス  モジュール スロ ッ トはレガシー ネッ ト ワーク  モジュールをサポート します。 サポート されるモ
ジュールのリ ス トについては、 Cisco.com のルータ製品のページを参照してください。 Cisco 2921 は左側のスロ ッ トに唯一のサービス  モジュー
ルをサポート しています。

11 CompactFlash3 0 および 1 （0 が右）

3. Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR に使用できるのは、 シスコから購入した Advanced Capability CF だけです。 これらのルータ
ではレガシー CF は機能しません。 レガシー CF を挿入する と、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

WARNING: Unsupported compact flash detected.Use of this card during normal operation can impact and 
severely degrade performance of the system.Please use supported compact flash cards only.
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-9 Cisco 2921 および 2951 ルータの背面パネルの LED

Cisco 3900 シリーズのシャーシ

Cisco 3900 シ リーズ ISR は、 Services Performance Engine （SPE） がルータに事前に装着された
状態で出荷されます。 モデルとサポート情報については、 「Services Performance Engine」 セク
シ ョ ン （1-21 ページ） を参照して ください。

図 1-10 に、 Cisco 3925 および Cisco 3945 の前面パネルを示します。

Cisco 3925 および Cisco 3945 （SPE 100 および SPE 150）

• 背面パネルのスロ ッ トおよびコネク タ ： 図 1-11

• 背面パネルの LED ： 図 1-12 

Cisco 3925E および Cisco 3945E （SPE 200 または SPE 250）

• 背面パネルのスロ ッ トおよびコネク タ ： 図 1-13

• 背面パネルの LED ： 図 1-14

1 CompactFlash 0 および 1 （0 が右） 2 ISM1

1. ISM = 内部サービス  モジュール

3 PVDM3 0、 1、 および 2 （0 が右） 4 EN （Enable USB コンソール）

5 EN （Enable RJ-45 コンソール） 6 SFP2 EN

2. SFP = Small Form-Factor Pluggable

7 SFP S 8 S （スピード）

9 L （ リ ン ク）

EHWIC 3 EHWIC 2 EHWIC 1 EHWIC 0
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表 1-2 Services Performance Engine

ルータ Services Performance Engine

Cisco 3925 Services Performance Engine 100

Cisco 3945 Services Performance Engine 150

Cisco 3925E Services Performance Engine 200

Cisco 3945E Services Performance Engine 250
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-10 Cisco 3900 シリーズ ISR の前面パネル

1 AC OK1

1. AC 電源が故障している場合、 または接続されていない場合、 LED は消灯します。 電源スイ ッチで点灯/消灯は切り替わり ません。

2 オン /オフ  スイ ッチ

3 電源コネク タ 4 SYS ステータス  LED

5 ACT ステータス  LED 6 PoE

7 BOOST 8 PS1 （右）、 PS2 （左）

Cisco 3900 Series SYS ACT POE BOOST PS2 PS1

PS1PS2
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4 5 6 7 8
1-9
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-11 Cisco 3925 および 3945 （SPE 100 および 150） の背面パネルのスロッ トおよびコネクタ

1 EHWIC スロ ッ ト 1 0、 1、 2、 および 3 （0 が右端）

1. ダブルワイ ド  EHWIC はスロ ッ ト  0 と  1、 およびスロ ッ ト  2 と  3 に装着できます。 EHWIC スロ ッ トは HWIC、 VIC、 および WIC をサポート し
ています。

2 USB シ リ アル コンソール ポート

3 AUX ポート 4 RJ-45 シ リ アル コンソール ポー ト

5 SFP1 および SFP2 （2 が上） 6 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート  GE 0/1 および GE 0/2 
（GE 0/2 が上）

7 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート  GE0/0 8 USB0 および USB1 （1 が上）

9 地面 10 Cisco 3945 サービス  モジュール スロ ッ ト 2、
1 （右下）、 2 （左下）、 3 （右上）、 4 （左上）

Cisco 3925 サービス  モジュール スロ ッ ト 3、
1 （左下）4、 2 （左上）

2. アダプタを使用して挿入する場合、 サービス  モジュール スロ ッ トはレガシー ネッ ト ワーク  モジュールをサポート します。 サポート されるモ
ジュールのリ ス トについては、 Cisco.com のルータ製品のページを参照してください。 ルータのスロ ッ トおよびモジュール構成の詳細につい
ては、 表 1-5 を参照してください。

3. アダプタを使用して挿入する場合、 サービス  モジュール スロ ッ トはレガシー ネッ ト ワーク  モジュールをサポート します。 サポート されるモ
ジュールのリ ス トについては、 Cisco.com のルータ製品のページを参照してください。 倍幅サービスモジュールが上のスロ ッ トに設置されて
います。 ルータのスロ ッ トおよびモジュール構成の詳細については、 表 1-5 を参照して ください。

4. 1 個のシングル幅がスロ ッ ト  1 に （左下）。 右下のパネルは取り外せません。 ルータのスロ ッ トおよびモジュール構成の詳細については、
表 1-5 を参照してください。

11 CompactFlash5 0 および 1 （0 が右端）

5. Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR に使用できるのは、 シスコから購入した Advanced Capability CompactFlash （CF） だけです。
レガシー CF では、 各ルータのパフォーマンスに影響があ り、 パフォーマンスが大幅に低下する可能性があ り ます。 「メモ リ 」 セクシ ョ ン
（1-22 ページ） を参照して ください。 レガシー CF を挿入する と、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

WARNING: Unsupported compact flash detected.Use of this card during normal operation can impact and 
severely degrade performance of the system.Please use supported compact flash cards only.
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第 1 章      ルータの概要

  シャーシの外観
図 1-12 Services Performance Engine 100 および SPE 150 の背面パネルの LED

図 1-13 Cisco 3925E および 3945E （SPE 200 または SPE 250） の背面パネルのスロッ トおよびコネクタ

1 CompactFlash 0 および 1 （0 が右端） 2 ISM1

1. ISM = 内部サービス  モジュール

3 PVDM3 0、 1、 2、 および 3 （0 が右端の LED） 4 EN （Enable USB コンソール）

5 EN （Enable RJ-45 コンソール） 6 SFP S

7 SFP EN 8 S （スピード）

9 L （ リ ン ク）

1 EHWIC スロ ッ ト 1 0、 1、 および 2 （0 が右端） 2 USB シ リ アル コンソール ポート

3 AUX ポート 4 RJ-45 シ リ アル コンソール ポー ト

5 10/100/1000 イーサネッ ト  ポー ト （GE 0/3 が上、
および GE 0/2 が下）

6 10/100/1000 イーサネッ ト  ポー ト （GE 0/1 が上、
および GE 0/0 が下）

ISM EN EN

SFP
S

E
N

S L

S L

USB

1

0

CONSOLE

AUX

GE 0/1

GE 0/2 G
E
0
/
0

SFP

S

E
N

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION C3900-SPE100/K9

PVDM3 PVDM2 PVDM1 PVDM0

EHWIC 3 EHWIC 2 EHWIC 1 EHWIC 0

CF1 CF0

25
09

18

32 4 5 6 7 

7 6 

8 9 

1 

2 1

EHWIC 2 EHWIC 1 EHWIC 0

CF 1 CF 0 PVDM2 PVDM1 PVDM0

4 3

3945/3925
SM SLOTS

SPE

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION

DO NOT REMOVE DURING
NETWORKING OPERATION

24
71

33

9

1

1111 1010

3 5

C3900-SPE200/K9 

2 764 8
1-11
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



第 1 章      ルータの概要

  シリアル番号、 PID、 VID、 および CLEI の位置
図 1-14 Services Performance Engine 200 および 250 の背面パネルの LED

シリアル番号、 PID、 VID、 および CLEI の位置

ソフ トウェア ライセンス

ソフ ト ウェア  ラ イセンスを取得するには、 ラ イセンスをインス トールするデバイスの Product 
Authorization Key （PAK） および Unique Device Identifier （UDI） が必要です。

7 SFP 1 および SFP 2 （1 が上） 8 USB 0 および USB 1 （1 が左）

9 地面 10 Cisco 3945 サービス  モジュール スロ ッ ト 2、 1 （右下）、
2 （左下）、 3 （右上）、 4 （左上）

Cisco 3925 サービス  モジュール スロッ ト 3、 1 （左下）4、
2 （左上）

11 CompactFlash5 1、 0 （0 が右端）

1. スロ ッ ト  0 は WIC/VIC、 HWIC、 および EHWIC をサポート します。
スロ ッ ト  1 は WIC/VIC、 HWIC、 EHWIC、 DWHIC、 および EDHWIC をサポート します。
スロ ッ ト  2 は WIC/VIC、 HWIC、 および EHWIC をサポート します。

2. アダプタを使用して挿入する場合、 サービス  モジュール スロ ッ トはレガシー ネッ ト ワーク  モジュールをサポート します。 サポート されるモ
ジュールのリ ス トについては、 Cisco.com のルータ製品のページを参照してください。 ルータのスロ ッ トおよびモジュール構成の詳細につい
ては、 表 1-5 を参照してください。

3. アダプタを使用して挿入する場合、 サービス  モジュール スロ ッ トはレガシー ネッ ト ワーク  モジュールをサポート します。 サポート されるモ
ジュールのリ ス トについては、 Cisco.com のルータ製品のページを参照してください。 ルータのスロ ッ トおよびモジュール構成の詳細につい
ては、 表 1-5 を参照してください。

4. 1 個のシングル幅がスロ ッ ト  1 に （左下）。 右下のパネルは取り外せません。 ルータのスロ ッ トおよびモジュール構成の詳細については、
表 1-5 を参照してください。

5. Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR に使用できるのは、 シスコから購入した Advanced Capability CF だけです。 これらのルータ
ではレガシー CF は機能しません。 レガシー CF を挿入する と、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

WARNING: Unsupported compact flash detected.Use of this card during normal operation can impact and 
severely degrade performance of the system.Please use supported compact flash cards only.

1 CompactFlash 0 および 1 （0 が右端） 2 PVDM3 0、 1、 および 2 （0 が右端の LED）

3 EN （Enable USB コンソール） 4 EN （Enable RJ-45 コンソール）

5 SFP S 6 SFP EN

7 S （スピード） 8 L （ リ ン ク）

EHWIC 2 EHWIC 1 EHWIC 0
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第 1 章      ルータの概要

  シリアル番号、 PID、 VID、 および CLEI の位置
シ リ アル番号 （SN）、 製品 ID （PID）、 バージ ョ ン  ID （VID）、 および Common Language 
Equipment Identifier （CLEI） は、 ルータの背面上のラベル、 またはルータのシャーシまたはマ
ザーボード上にある ラベル ト レイに印刷されています。 Cisco Internet Operating System （IOS）
ソ フ ト ウェアの特権 EXEC モードで show license udi コマン ドを使用する と、 UDI を表示でき
ます。 UDI および PAK の取得方法の詳細については、 Cisco.com の 『Cisco Software Activation 
on Integrated Services Routers』 を参照して ください。

UDI には 2 つの主要コンポーネン ト があ り ます。

• 製品 ID （PID） 

• シ リ アル番号 （SN） 

Cisco 2900 シ リーズおよび 3900 シ リーズ ISRG2 ルータのラベルの位置については、 次の項を
参照して ください。

Cisco 2900 シリーズ

• Cisco 2901 のラベル （1-13 ページ）

• Cisco 2911 のラベル （1-14 ページ）

• Cisco 2921 および Cisco 2951 のラベル （1-15 ページ）

Cisco 3900 シリーズ

• Cisco 3925 および Cisco 3945 のラベル （1-15 ページ）

Cisco 2901 のラベル 
図 1-15 は、 Cisco 2901 ルータのラベル位置を示しています。

図 1-15 Cisco 2901 ルータのラベル位置
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Label 説明

1 Product ID 

2 Serial Number 

3 製品 ID/バージ ョ ン  ID 

4 共通言語機器 ID 
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  シリアル番号、 PID、 VID、 および CLEI の位置
Cisco 2911 のラベル

図 1-16 は、 Cisco 2911 ルータのラベル位置を示しています。

図 1-16 Cisco 2911 ルータのラベル位置

Label 説明
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2 Serial Number

3 PID/VID

4 CLEI
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第 1 章      ルータの概要

  シリアル番号、 PID、 VID、 および CLEI の位置
Cisco 2921 および Cisco 2951 のラベル

図 1-17 は、 Cisco 2921 および Cisco 2951 ルータのラベル位置を示しています。

図 1-17 Cisco 2921 および Cisco 2951 ルータのラベル位置

Cisco 3925 および Cisco 3945 のラベル

図 1-18 は、 Cisco 3900 ISR のラベルがある  2 箇所を示しています。 ルータのシャーシと  
Services Performance Engine （SPE） にラベルがあ り ます。

（注） PAK を取得するには、 SPE ラベルに記載されているシ リ アル番号を使用します。

DO NOT REMOVE DURINGNETWORK OPERATION 
DO NOT REMOVE DURINGNETWORK OPERATION 
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Label 説明

1 Product ID 

2 Serial Number

3 PID/VID

4 CLEI
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  シリアル番号、 PID、 VID、 および CLEI の位置
図 1-18 Cisco 3900 ISR のラベル位置

表 1-3 Cisco 3900 ルータおよび SPE のラベル

ルータのラベル位置に関する追加情報

ルータのラベルを見つけるには、 Cisco Product Identification （CPI） ツールを使用します。 この
ツールで、 シスコ製品のラベル位置について詳細な図と説明を参照できます。 このツールには
次の機能があ り ます。

• ツ リー構造の製品階層を使用してモデルを参照できる検索オプシ ョ ン

• 複数製品を確認しやすい 終的な結果ページの検索フ ィールド

• 結果リ ス ト の販売終了製品はわかりやすく表示されます

このツールを使用する と、 シ リ アル番号ラベルを見つけ、 製品を特定するプロセスが簡単にな
り ます。 シ リ アル番号情報がある と認定プロセスが迅速にな り ます。 また、 サポート  サービス
にアクセスする際に重要です。

Cisco Product Identification ツールには次の URL でアクセスできます。

http://tools.cisco.com/Support/CPI/index.do

DO NOT REMOVE DURINGNETWORK OPERATION 
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Label 説明

1 SPE PID

2 SPE シ リ アル番号

3 SPE PID/VID

4 SPE CLEI

5 シャーシの CLEI

6 シャーシのシ リ アル番号

7 シャーシの PID/VID
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第 1 章      ルータの概要

  ハードウェアの機能
ハードウェアの機能
こ こでは、 Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ルータのハード ウェア機能について
説明します。

• 組み込みのインターフェイス  ポート （1-17 ページ）

• 着脱式および交換式のモジュールおよびカード （1-19 ページ）

• パケッ ト音声データ  モジュール （1-22 ページ）

• 電源 （1-24 ページ）

• モジュールおよびルータの電力消費 （1-25 ページ）

• ファン、 通気、 およびエアーフロー （1-26 ページ）

• リ アルタイム  ク ロ ッ ク （1-28 ページ）

• セキュア  キー （1-28 ページ）

• 暗号化アクセラレータ （1-28 ページ）

組み込みのインターフェイス ポート

表 1-4 は、 ルータのシャーシに組み込まれているインターフェイス  ポート の概要です。

表 1-4 Cisco 2900 シリーズおよび Cisco 3900 シリーズの組み込みインターフェイスの概要

Data Ports 管理ポート

ルータ
モデル

10/100/1000
GE RJ-45

10/100/1000 
SFP USB タイプ  A 

コンソール シ
リアル、 RJ-45

コンソール シリ
アル、 ミニ USB
（タイプ  B）

補助、
RJ-45

Cisco 2901 2 — 2 1 1 1

Cisco 2911 3 — 2 1 1 1

Cisco 2921 3 1 2 1 1 1

Cisco 2951 3 1 2 1 1 1

SPE 100 を搭載した 
Cisco 3925

31

1. 2 つの GE SFP または 3 つの RJ-45 GE を搭載した 1 つの RJ-45

2 2 1 1 1

SPE 150 を搭載した 
Cisco 3945

32

2. 2 つの GE SFP または 3 つの RJ-45 GE を搭載した 1 つの RJ-45

2 2 1 1 1

SPE 200 を搭載した 
Cisco 3925E

43

3. 4 つの RJ-45、 1 つの GE SFP を搭載した 3 つの RJ-45、 または 2 つの GE SFP を搭載した 2 つの RJ-45

2 2 1 1 1

SPE 250 を搭載した 
Cisco 3945E

44

4. 4 つの RJ-45、 1 つの GE SFP を搭載した 3 つの RJ-45、 または 2 つの GE SFP を搭載した 2 つの RJ-45

2 2 1 1 1
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  ハードウェアの機能
ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート

Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR で使用できるギガビッ ト  イーサネッ ト
（GE） ポー ト には 2 種類あ り ます。

GE ポート

GE RJ-45 銅線インターフェイス  ポートは、 10BASE-T、 100BASE-TX、 および 1000BASE-T を
サポート しています。

SFP ポート

Small Form-Factor Pluggable （SFP） ポー トは、 100Mbs SFP モジュールだけでな く、
1000BASE-LX/LH、 1000BASE-SX、 1000BASE-ZX、 および Coarse Wavelength-Division 
Multiplexing （CWDM-8） モジュールをサポー ト しています。

SFP ポートは RJ-45 GE ポート と同じ物理ポート を共有します。 表 1-4 （1-17 ページ） は SFP の
装着をサポー トするモデルの リ ス ト です。 SFP ポー ト は、 IEEE 802.3ah 仕様に記載されてい
る  auto-media-detection、 auto-failover、 および remote fault indication （RFI） をサポー ト してい
ます。

auto-media-detection 機能および auto-failover 機能をイネーブルにするには、
media-type {rj45{auto-failover}} | {sfp{auto-failover}} コマン ドを使用します。 このコマン ドの
詳細については、 コマン ド検索ツールを使用して ください。

次の動作のために、 SFP ポート を設定できます。

• 常に RJ-45 ポー ト を使用します。

• 常に SFP ポート を使用します。

• 常に RJ-45 ポー ト を使用しますが、 RJ-45 ポート を使用できない場合、 SFP ポート にフェー
ルオーバーします。 これはデフォル ト の設定です。

• 常に SFP ポート を使用しますが、 SFP ポート を使用できない場合、 RJ-45 ポート にフェー
ルオーバーします。

USB シリアル コンソール ポート

ルータ上で管理タス クを実行するために、 ミ ニ USB タ イプ B シ リ アル ポー ト がイネーブルに
されます。 このポート を使用するには、 Windows USB デバイス  ド ラ イバをインス トールして
から、 パーソナル コンピュータ とルータの間に物理的な接続を確立する必要があ り ます。 ド ラ
イバのインス トール手順については、 「Cisco Microsoft Windows USB デバイス  ド ラ イバのイン
ス トール」 セクシ ョ ン （3-34 ページ） を参照して ください。
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第 1 章      ルータの概要

  ハードウェアの機能
着脱式および交換式のモジュールおよびカード

表 1-5 （1-20 ページ） は、 特定の機能を実現するためにルータに装着できる着脱式モジュール
およびカードの種類の概要です。 Services Performance Engine （SPE）、 サービス  モジュール
（SM）、 および拡張高速 WAN インターフェイス  カード （EHWIC） は外部スロ ッ ト に装着でき
ます。 また、 シャーシを開かずに取り外しおよび交換を行う こ とができます。

ISM、 拡張 DRAM メモ リ  モジュール、 および次世代の PVDM3 は、 シャーシ内部の内部コネク
タに接続します。 これらのモジュールの取り外しおよび装着を行うには、 Cisco 3900 シ リーズ
のシャーシを開ける必要があ り ます。 Cisco 3900 シ リーズの場合は、 マザーボードをスラ イ ド
する必要があ り ます。

外部スロッ ト

• Services Performance Engine （1-21 ページ）

• サービス  モジュール （1-21 ページ）

• 拡張高速 WAN インターフェイス  カード （1-22 ページ）

内部スロッ ト  

• 総合サービス  モジュール （1-22 ページ）

• パケッ ト音声データ  モジュール （1-22 ページ）

• メモ リ （1-22 ページ）

新しいスロ ッ ト 、 レガシー ネッ ト ワーク  モジュール、 およびレガシー サービス  モジュールに
は物理的な違いがあるため、 装着にはアダプタが必要です。

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

警告 この装置の設置および保守は、 保守担当者 （AS/NZS 3260 で定義） が行って く ださい。 この装
置を誤って汎用コンセン トに接続すると危険な場合があります。 主電源コネクタの電源を抜く
前、 ハウジングが開いている間、 または主電源コネクタの電源を抜く前でハウジングが開いて
いる間に、 通信回線を切断する必要があります。 ステート メン ト  1043 

一般的な情報とシングル幅および倍幅スロ ッ ト のナンバ リ ングについては、 『Overview of 
Cisco Network Modules and Service Modules for Cisco Access Routers』 を参照して ください。

SM、 レガシー ネッ ト ワーク  モジュール、 およびレガシー サービス  モジュールをルータに
装着する手順については、 『Installing Cisco Network Modules in Cisco Access Routers』 を参照
して ください。

一般的なインターフェイス  カード情報については、 『Overview of Cisco Interface Cards for 
Cisco Access Routers』 を参照して ください。

EHWIC およびインターフェイス  カードをルータに装着する手順については、 『Installing 
Cisco Interface Cards in Cisco Access Routers』 を参照して ください。

（注） Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズの ISR でサポート されるネッ ト ワーク  モジュー
ルおよびインターフェイス  カードの リ ス ト については、 Cisco.com のルータ製品のページを参
照して ください。
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表 1-5 は Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR の内部スロ ッ トおよび外部スロ ッ
ト の数の リ ス ト です。 また、 常にルータ  スロ ッ ト でサポート されている  EHWIC および SM の
数も示しています。 表 1-8 （1-23 ページ） に、 ルータご とのメモ リ仕様を示します。

表 1-5 Cisco 2900 シリーズおよび Cisco 3900 シリーズのスロッ トおよびモジュールの構成

ルータ

 モジュールおよびカード 内部モジュール

SPE SM1

1. サービス  モジュール スロ ッ トは、 適切なアダプタを使用してのレガシー ネッ ト ワーク  モジュールおよび拡張音声モジュール （EVM） の装着
をサポート しています。 ルータの 『Hardware Installation Guide』 を参照してください。

EHWIC2

2. EHWIC スロ ッ トは HWIC、 WIC、 および VIC をサポート しています。

ISM3

3. AIM はサポート されません。

PVDM34

4. PVDM3 スロ ッ トは適切なアダプタを使用しての PVDM2 モジュールの装着をサポート しています。 PVDM2 は PVDM3 と混載できません。
ルータの 『Hardware Installation Guide』 を参照して ください。

2901

— — 4 個のシングル幅 （EHWIC） 
または 
2 個の倍幅 （DW-EHWIC）

1 2

2911

— 1 個のシングルワイ ド 4 個のシングル幅 （EHWIC） 
または 
2 個の倍幅 （DW-EHWIC） 

1 2

2921

— 1 個のシングルワイ ド

または

1 個のダブルワイ ド

4 個のシングル幅 （EHWIC） 
または 
2 個の倍幅 （DW-EHWIC）

1 3

2951

— 2 個のシングルワイ ド

または

1 個のダブルワイ ド

4 個のシングル幅 （EHWIC） 
または
2 個の倍幅 （DW-EHWIC）

1 3

3925
Services Performance 
Engine 100

2 個のシングルワイ ド

または

1 個のシングルワイ ド  + 
1 個のダブルワイ ド

4 個のシングル幅 （EHWIC） 
または 
2 個の倍幅 （DW-EHWIC）

1 4

3945
Services Performance 
Engine 150

4 個のシングルワイ ド

または

1 個のダブルワイ ド  + 
2 個のシングルワイ ド

4 個のシングル幅 （EHWIC） 
または
2 個の倍幅 （DW-EHWIC）

1 4

3925E
Services Performance 
Engine 200

2 個のシングルワイ ド
または
1 個のシングルワイ ド  + 
1 個のダブルワイ ド

3 個のシングル幅 （EHWIC） 
または
1 個の倍幅 + 1 個のシングル幅

0 3

3945E
Services Performance 
Engine 250

4 個のシングルワイ ド
または
1 個のダブルワイ ド  + 
2 個のシングルワイ ド

3 個のシングル幅 （EHWIC） 
または
1 個の倍幅 + 1 個のシングル幅

0 3
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Services Performance Engine

SPE は Cisco 3900 シ リーズ ISR のモジュラ  マザーボードです。 SPE には、 PVDM3 スロ ッ ト 、
システム  メモ リ  スロ ッ ト 、および ISM スロ ッ ト があ り ます。Services Performance Engine には、
システム  アップグレードのためのモジュラ  アプローチが用意されています。 ルータのパ
フォーマンスを改善するには、 ルータから  SPE をスラ イ ド して取り出し、 内部モジュールを交
換するか、 SPE をアップグレード します。

装着情報については、 「Services Performance Engine の取り外し と交換」 の手順 （5-6 ページ） を
参照して ください。

表 1-6 に、 Cisco 3900 シ リーズ ルータでサポート される  4 個の SPE モジュールの一覧を示しま
す。 SPE の図は、 「シャーシの外観」 セクシ ョ ン （1-2 ページ） に示されています。 SPE は、
3900 シ リーズ ルータに設置された状態で出荷されるか、 または別に購入されて  3900 シ リーズ 
ルータに設置されます。 詳細については、 サポート の表を参照して ください。

（注） SPE 200 および SPE 250 には、 セキュ リ テ ィ  パフォーマンスを向上させる暗号化アクセ
ラレータが搭載されています。 詳細については、 「暗号化アクセラレータ」 セクシ ョ ン
（1-28 ページ） を参照して ください。

サービス モジュール

サービス  モジュール （SM） は Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR で 大のモ
ジュールです。 大のフォーム  ファ ク タ と電力容量があるため、 これらのモジュールで高性能
のサービス  アプ リ ケーシ ョ ンに対応できます。 SM はレガシー ネッ ト ワーク  モジュールよ り も
物理的に大きいため、 結果と してネッ ト ワーク  モジュールを装着するにはアダプタが必要で
す。 装着手順については、 『Installing Cisco Network Modules and Service Modules in Cisco Access 
Routers』 ガイ ド
（http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/access/interfaces/nm/hardware/installation/guide/InstNet
M.html ） を参照して ください。

表 1-6 Services Performance Engine のサポート

Services Performance Engine Cisco 3925 Cisco 3945

SPE 100 サポート —

SPE 150 — サポート

SPE 200 サポート —

SPE 250 — サポート
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拡張高速 WAN インターフェイス カード

EHWIC は 新世代のインターフェイス  カードです。 EHWIC はルータの EHWIC スロ ッ ト に装
着します。 WAN インターフェイス  カード （WIC）、 音声インターフェイス  カード （VIC）、 高
速 WAN インターフェイス  カード （HWIC）、 および倍幅高速 WAN インターフェイス  カード
（DHWIC） などのレガシー インターフェイス  カード も、 ルータの EHWIC スロ ッ ト でサポート
されています。

Services Performance Engine 200 および Services Performance Engine 250 は、 次のレガシー イン
ターフェイス  カードを  EHWIC スロ ッ ト でサポー ト します （表 1-7 を参照）。

表 1-7 SPE 200 および SPE 250 の EHWIC サポート

総合サービス モジュール

ISM は、 Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR で Advanced Integration Module
（AIM） よ り優先されます。 ISM は AIM よ り も大きなサイズです。 このよ う な物理的な違いが
あるため、 AIM は ISM スロ ッ ト に装着できません。 また Cisco 2900 シ リーズおよび 
Cisco 3900 シ リーズ ISR ではサポート されな く な り ました。

パケッ ト音声データ  モジュール

PVDM3 は 新世代の PVDM です。 第 1 世代の PVDM-I カードは PVDM3 スロ ッ トでサポート さ
れていません。 物理的な違いがあるため、 PVDM2 を  PVDM3 スロ ッ トに装着するにはアダプタ
が必要です。 装着手順については、 「PVDM2 の装着と取り外し」 セクシ ョ ン （5-23 ページ） を
参照して ください。

（注） PVDM2 カードは PVDM3 と混載できません。

メモリ

Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ルータには次の種類のメモ リが含まれます。

• DRAM ： 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンおよびルーテ ィ ング  テーブルを保存します。 ネッ ト
ワーク  インターフェイスによるパケッ ト  バッファ リ ングに使用されます。 Cisco IOS ソフ
ト ウェアは DRAM メモ リから実行されます。 サポート されるモジュールの種類は 
Unregistered Dual In-Line Memory Module （UDIMM） および Very Low Profile Registered 
DIMM （VLP RDIMM） です。

（注） UDIMM と  VLP RDIMM は交換できません。

• Boot/NVRAM ： 256K の内部不揮発性メモ リブー ト ス ト ラ ップ プログラム （ROM モニタ）、
コンフ ィギュレーシ ョ ン  レジスタ、 およびスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンを保存
します。

スロッ ト  0 スロッ ト  1 スロッ ト  2

WIC/VIC および HWIC WIC/VIC、 HWIC、
EHWIC、 DHWIC、
EDHWIC

WIC/VIC および HWIC
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• フラ ッシュ  メモ リ ： 外部フラ ッシュ  メモ リオペレーテ ィ ング  システム  ソフ ト ウェアのイ
メージを保存します。 各モデルは 2 個の外部 CompactFlash 4 GB メモ リ  カードをサポート
しているため、 大で 8 GB の CompactFlash に対応します。

（注） CompactFlash Association の 『CompactFlash Specification Revision 4.1』 の定義に従
い、 True IDE PIO Mode 6 および True IDE Multiword DMA Mode 4 をサポートするシ
スコ認定の CompactFlash カードを使用する必要があ り ます。 通常のネッ ト ワーク操
作中に他のカードを使用する と、 システム  パフォーマンスに影響する可能性があ り
ます。

表 1-8 は、Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ルータのメモ リ  オプシ ョ ンの概要で
す。 デフォル ト  メモ リ とは使用できる 小の RAM です。 大サイズまで追加の RAM を装着
できます。

拡張メモ リ  モジュールは、 Error Correction Code （ECC） 付きの UDIMM または VLP RDIMM で
す。 すべてのオンボード  RAM は ECC を使用します。

（注） 現在の IOS は 2 GB の DRAM だけをサポート していますが、 ハード ウェアはよ り大きなサイズ
をサポート しています。 今後の IOS バージ ョ ンは 2 GB を超える  DRAM をサポートする可能性
があ り ます。

表 1-8  ルータ  メモリの仕様

ルータ  プラ ッ ト
フォーム DRAM

Cisco 2901 拡張タイプ ： ECC 付き  UDIMM

UDIMM サイズ ： 512 MB、 1 GB、 2 GB

UDIMM 拡張スロ ッ ト ： 1

固定オンボード  ECC メモ リ ： 512 MB

大メモ リ ： 2 GB

Cisco 2911 拡張タイプ ： ECC 付き  UDIMM

UDIMM サイズ ： 512 MB、 1 GB、 2 GB

UDIMM 拡張スロ ッ ト ： 1

固定オンボード  ECC メモ リ ： 512 MB

大メモ リ ： 2 GB

Cisco 2921 拡張タイプ ： ECC 付き  UDIMM

UDIMM サイズ ： 512 MB、 1 GB、 2 GB

UDIMM 拡張スロ ッ ト ： 1

固定オンボード  ECC メモ リ ： 512 MB

大メモ リ ： 2 GB
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電源

Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR は多様な電源構成をサポート しています。
Cisco 2901 ISR を除き、 すべての電源は現場で交換可能で外部からアクセス可能です。
Cisco 2901 ISR には内部電源があ り、 交換にはカバーを取り外す必要があ り ます。

二重化電源または冗長電源 （RPS） を使用して構成する場合、 電源はホッ ト スワ ップ可能です。
RPS には RPS アダプタが必要です。 RPS アダプタには 2 つのバージ ョ ンがあ り、 1 つは 
Cisco 2911 用、 も う  1 つは Cisco 2921 および 2951 用です。 どちら も  Cisco Redundant Power 
System 2300 を使用しています。

Cisco 2951 拡張タイプ ： ECC 付き  VLP RDIMM

VLP RDIMM サイズ ： 512 MB、 1 GB、 2 GB

VLP RDIMM スロ ッ ト ： 2

デフォル ト  VLP RDIMM メモ リ  モジュール： 1 個の 512 MB モジュール
（スロ ッ ト  0）

大メモ リ ： 2 GB

Cisco 3925 タ イプ ： ECC 付き  VLP RDIMM

VLP RDIMM サイズ ： 512 MB および 1 GB

VLP RDIMM 拡張スロッ ト ： 2 （両方と も同じ密度にする必要があり ます）

デフォル ト  VLP RDIMM メモ リ  モジュール：2 個の 512-MB モジュール
で 大 1 GB

大メモ リ ： 2.0 GB。 各スロ ッ ト に 1.0 GB

Cisco 3945 タ イプ ： ECC 付き  VLP RDIMM

VLP RDIMM サイズ ： 512 MB および 1 GB

VLP RDIMM 拡張スロッ ト ： 2 （両方と も同じ密度にする必要があり ます）

デフォル ト  VLP RDIMM メモ リ  モジュール：2 個の 512-MB モジュール
で 大 1 GB

大メモ リ ： 2.0 GB。 各スロ ッ ト に 1.0 GB

Cisco 3925E タ イプ ： ECC 付き  VLP RDIMM

VLP RDIMM サイズ ： 512 MB、 1 GB

VLP RDIMM 拡張スロッ ト ： 2 （両方と も同じ密度にする必要があり ます）

デフォル ト  ECC メモ リ  モジュール ： 2 個の 512-MB モジュールで 1 GB

大メモ リ ： 2.0 GB。 各スロ ッ ト に 1.0 GB

Cisco 3945E タ イプ ： ECC 付き  VLP RDIMM

VLP RDIMM サイズ ： 512 MB、 1 GB

VLP RDIMM 拡張スロッ ト ： 2 （両方と も同じ密度にする必要があり ます）

デフォル ト  ECC メモ リ  モジュール ： 2 個の 512-MB モジュールで 1 GB

大メモ リ ： 2.0 GB。 各スロ ッ ト に 1.0 GB

表 1-8  ルータ  メモリの仕様 （続き）

ルータ  プラ ッ ト
フォーム DRAM
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構成には、 AC および DC （IP あ り となし）、 デュアル DC、 内部 POE、 および POE ブース ト が
含まれます。

• 表 1-9 は、 電源オプシ ョ ンの概要です。

• 表 1-10 は、 POE 電力定格を示しています。

モジュールおよびルータの電力消費

Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR には、 電力消費を減らす省エネルギー機能
があ り ます。 ハード ウェアによって制御する省エネルギー機能と、 ソフ ト ウェアで制御する省
エネルギー機能があ り ます。

ハードウェアの機能

• 高効率の AC 電源。

表 1-9 Cisco 2900 シリーズおよび Cisco 3900 シリーズの現場交換可能ユニッ トの電源オプシ ョ ン

ルー
タ  モ
デル AC

AC + 
POE DC

ホッ トス
ワップ1

1. RPS または POE ブース トが装着されている必要があ り ます。

内部
RPS2

2. 内部 RPS は、 それと追加の電源を  PS2 スロ ッ トに追加できるこ とを意味します。

External
RPS3

3. 外部 Cisco Redundant Power System 2300 はアダプタをシャーシに挿入して使用します。

デュ
アル 
DC4

4. デュアル DC は 2 個の DC を同じ電源に挿入するこ とを意味します。

内部 
POE

内部
POE ブー
スト

External
POE ブー
ス ト 5

5. Cisco Redundant Power System 2300 を 100% 電力ブース ト と して使用します。内部電源にブース ト機能はあ り ません。 この構成では、
POE 冗長機能はあ り ません。

内部 
DC + 
POE

2901 X X — — — — X — — —

2911 X X X X — X — X — X X

2921 X X X X — X — X — X —

2951 X X X X — X — X — X —

3925 X X X X X — — X X — —

3925E X X X X X — — X X — —

3945 X X X X X — — X X — —

3945E X X X X X — — X X — —

表 1-10 Cisco 2900 シリーズおよび Cisco 3900 シリーズ POE 電力定格

ルータ  モデル

電源モジュール 2901 2911 2921 2951 3925 3925E 3945 3945E

内部 POE 130 W 200 W 280 W 370 W 520 W 520 W 520 W 520 W

内部 POE ブー
ス ト

— — — — 1040 W 1040 W 1040 W 1040 W

内部 DC+POE — 160 W — — — — — —

外部 POE ブー
ス ト

— 750 W 750 W 750 W — — — —
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ソフ トウェア機能

• Cisco.com にある 『Cisco 3900 Series, 2900 Series, and 1900 Series Integrated Services Routers 
Software Configuration Guide』 の 「Configuring Power Efficiency Management」 の章を参照し
て ください。 モジュールおよび周辺機器に提供される電源の設定および管理の方法につい
て説明します。

ファン、 通気、 およびエアーフロー

Cisco 2911 および Cisco 3900 シ リーズ ISR には交換しやすいオプシ ョ ンのファン  フ ィルタがあ
り ます。 Network Equipment Building System （NEBS） の要件に適合するため、 または埃の多い
環境で使用するために、 このよ う なフ ィルタを使用できます。 フ ィルタが汚れた場合は捨て
て、 新しいフ ィルタ と交換します。 「フ ァン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換」 セクシ ョ ン
（5-44 ページ） を参照して ください。

ファンの速度はファン速度のコン ト ローラ回路で制御されます。 ノ イズを 小限に抑えるに
は、 事前に指定された複数の速度のいずれかで動作します。 これは入力の室温に依存します。

• 図 1-19 は、 Cisco 2901 エアーフローを示しています。

• 図 1-20 は、 Cisco 2911 エアーフローを示しています。

• 図 1-21 は、 Cisco 2921 および 2951 のエアーフローを示しています。

• 図 1-22 は、 Cisco 3900 シ リーズの標準 （非 NEBS） のエアーフロー構成を示しています。
NEBS の場合、 エアーフローは逆向きにな り ます。

• 図 1-23 は、 Cisco 3900 シ リーズの標準 NEBS のエアーフロー構成を示しています。

図 1-19 Cisco 2901 ルータのエアーフロー

図 1-20 Cisco 2911 ルータのエアーフロー
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図 1-21 Cisco 2921 および Cisco 2951 ルータのエアーフロー

図 1-22 Cisco 3900 シリーズ （非 NEBS） ルータのエアーフロー

図 1-23 Cisco 3900 シリーズ NEBS ルータのエアーフロー
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リアルタイム クロック

システムの電源を投入する と、 バッテ リ  バッ クアップ付きの内部リ アルタ イム  ク ロ ッ クから
システム  ソフ ト ウェアに現在の時刻が提供されます。 これによって、 システムは認証局 （CA）
の証明書の有効性を検証できます。Cisco 2900 および Cisco 3900 シ リーズ ルータには リチウム  
バッテ リが搭載されています。 このバッテ リは、 ルータに指定されている動作環境条件下で、
ルータの寿命の間は使用できます。 また、 このバッテ リは現場交換可能ではあ り ません。

（注） Cisco 2900 または Cisco 3900 シ リーズ ISR の リチウム  バッテ リが使用できない場合、 修理のた
めにルータをシスコに返送していただく必要があ り ます。

バッテ リは現場交換できるよ うに設計されていませんが、 次の警告を留意して ください。

警告 バッテリが適正に交換されなかった場合、 爆発の危険があります。 交換用バッテリは元のバッ
テリ と同じものか、 製造元が推奨する同等のタイプのものを使用して く ださい。 使用済みの
バッテリは、 製造元の指示に従って廃棄して く ださい。 ステート メン ト  1015 

セキュア キー

Cisco 3925 および Cisco 3945 ルータには、 パスワード と クレデンシャルを安全に保存できる
ハード ウェア  セキュア  キー ス ト レージ ユニッ ト が用意されています。セキュア  キー ス ト レー
ジ ユニッ トは完全独立式改ざん対応コンピュータ  キース ト アです。 受け入れたクレデンシャ
ルを外部に返さないこ とでクレデンシャルを保存できるブラ ッ ク  ボッ ク ス と して動作します。

暗号化アクセラレータ

Cisco 3925E および Cisco 3945E ISR は、 オンボードの暗号化アクセラレータを備えた  Services 
Performance Engine を装着された状態で出荷されます。 暗号アクセラレータは、 SSLVPN およ
び IPSec のセキュ リ テ ィ処理を共有します。 デフォル ト で、 IPSec のパフォーマンスを 大化
するために SSL の加速は無効になっています。

SSLVPN ゲート ウェイ と してルータを設定する場合は、 crypto engine accelerator 
bandwidth-allocation ssl fair コマン ドを使用して、 SSLVPN 機能を有効にします。 暗号化アク
セラレータの詳細については、 Cisco.com にある 『Cisco 3900 series, 2900 series, and 1900 series 
Integrated Services Routers Software Configuration Guide』 の 「Configuring the Security Features」
の章を参照して ください。

スロッ ト、 ポート、 およびインターフェイスの情報
表 1-11 および表 1-12 は、 スロ ッ ト 、 ポー ト 、 およびインターフェイスのナンバ リ ングの範囲
を示しています。

Cisco 2901 ルータのスロ ッ トおよびポート のナンバ リ ング形式は、 インターフェイス  タ イプ 0/
スロ ッ ト /ポート  のよ うに定義されています。 “0” はルータのシャーシに組み込まれているス
ロ ッ ト を示します。 Cisco 2901 ルータでは、 すべてのスロ ッ ト がシャーシに組み込まれている
ため、 すべてのスロ ッ トは “0” で始ま り ます。 Cisco 2911、 2921、 2951、 および Cisco 3900 シ
リーズ ルータでは、 シャーシに組み込まれているスロ ッ ト と外部スロ ッ ト があ り ます。
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ネッ ト ワーク  モジュールまたは拡張音声モジュールの一部であるスロ ッ ト には、 それぞれ “1” 
または “2” で始まる番号が付けられています。 詳細については、 モジュールのマニュアルを参
照して ください。

表 1-11 スロッ ト、 ポート、 およびインターフェイス

スロッ ト、 ポート、 イン
ターフ ェイス 29011

1. Cisco 2901 ルータでは、 非同期インターフェイスを構成するナンバリ ング形式は 0/スロ ッ ト /ポートです。 非同期インターフェイス と関連付け
られた回線を構成するには、 インターフェイス番号を指定して非同期回線を指定します。 たとえば、 回線 0/1/0 は、 スロ ッ ト  1 の WIC-2A/S 上
のインターフェイス  シ リ アル 0/1/0 と関連付けられた回線を示します。 同様に、 回線 0/2/1 は、 スロ ッ ト  2 の WIC-2AM 上のインターフェイス
非同期 0/2/1 と関連付けられた回線を示します。

2911 & 2921 2951 & 3925 & 3945 3925E & 3945E

GE Gi0/0、 Gi0/1 Gi0/0、 Gi0/1、 GI0/2 Gi0/0、 Gi0/1、
GI0/2

Gi0/0、 Gi0/1、
GI0/2、 GI0/3

USB usbflash0、 usbflash1

usbtoken0、 usbtoken1

usbflash0、 usbflash1

usbtoken0、 usbtoken1

usbflash0、 usbflash1

usbtoken0、
usbtoken1

usbflash0、 usbflash1

usbtoken0、
usbtoken1

PCI 経由のロジカル 
ISM-GE イ ンターフェ
イ ス

interface ISM 0/0 service-module-
name-Gi 0/0

service-module-
name-Gi 0/0

—

MGF 経由のロジカル 
ISM-GE インターフェ
イ ス

interface ISM 0/1 service-module-
name-Gi 0/1

service-module-
name-Gi 0/1

—

HWIC および  VWIC 
イ ン ターフ ェ イ ス

interface0/0/port
interface0/1/port
interface0/2/port
interface0/3/port

interface0/0/port
interface0/1/port
interface0/2/port
interface0/3/port

interface0/0/port
interface0/1/port
interface0/2/port
interface0/3/port

interface0/0/port
interface0/1/port
interface0/2/port

倍幅
HWIC インターフェイス

interface0/1/port

interface0/3/port

interface0/1/port

interface0/3/port

interface0/1/port
interface0/3/port

interface0/1/port

SM インターフェイス 未サポート interface1/port interface1-2/port2 
interface1-4/port3

2. Cisco 2951、 Cisco 3925、 Cisco 3925E ルータにだけ適用されます。

3. Cisco 3945 および Cisco 3945E ルータにだけ適用されます。

interface1-2/port
interface1-4/port

倍幅 
SM インターフェイス

未サポート interface1/port4

4. Cisco 2921 ルータにだけ適用されます。

interface2/port5 
interface4/port6

5. Cisco 2951、 Cisco 3925、 Cisco 3925E ルータにだけ適用されます。

6. Cisco 3945 および Cisco 3945E ルータにだけ適用されます。

interface2/port
interface4/port 

SM インターフェイス上
の HWIC

SM インターフェイス上
の VWIC

未サポート interface1wic-slot/port interface1-2/wic-
slot/port7

interface1-4/wic-
slot/port8

7. Cisco 2951、 Cisco 3925、 Cisco 3925E ルータにだけ適用されます。

8. Cisco 3945 および 3945E ルータにだけ適用されます。

interface1-2/wic-
slot/port
interface1-4/wic-
slot/port
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第 1 章      ルータの概要

  スロッ ト、 ポート、 およびインターフェイスの情報
（注） Cisco 2911、 2921、 2951 ルータ、 および Cisco 3900 シリーズ ルータでは、 インターフェイスのナン
バリ ング スキームは、 他の種類のインターフェイスに関する非同期インターフェイスと同じです。
非同期インターフェイスと関連付けられた回線を構成するには、 インターフェイス番号を指定して
非同期回線を指定します。 たとえば、回線 0/3/0 は、 スロッ ト  3 の WIC-2A/S 上のインターフェイス 
シ リアル 0/3/0 と関連付けられた回線を示します。 同様に、 回線 1/22 は、 ネッ ト ワーク  モジュール 
スロッ ト  1 の NM-32A 上でインターフェイス非同期 1/22 と関連付けられている回線を示します。

表 1-12 Cisco 2911、 2921、 2951 ISR、 および Cisco 3900 ISR のインターフェイス ナンバリング

ポートの位置 IOS コマンド ライン  インターフ ェイス 例1、 2

EHWIC スロ ッ ト に直接接続さ
れているインターフェイス  
カード （DW-EHWIC、
EHWIC,HWIC、 HWIC-D、
WIC、 VWIC、 VIC）

Interface-type 0 / interface-card-slot3 / port interface serial 0/x/y
interface async 0/x/y
line 0/x/y4

interface fa 0/x/y
voice-port 0/x/y

サービスまたはネッ ト ワーク  
モジュールに接続されている
インターフェイス  カード
（WIC、 VWIC、 VIC）

Interface-type 15 / interface-card-slot / port controller t1 1/x/y
voice-port 1/x/y
interface serial 1/x/y
interface async 1/x/y
line 1/x/y4

サービスまたはネッ ト ワーク  
モジュール （NME、 NME-X、
NMD、 NME-XD） に組み込み

Interface-type 15 / port interface gi 1/x
interface serial 1/x
interface async 1/x
line 1/x4

拡張音声モジュール （EVM）
の FXS または FXO ポート

Interface-type 2 / 0 / port

FXS/DID ポー ト番号 0 ～ 7 は EVM に組み込まれています。

FXS/FXO ポート番号 8 ～ 15 は拡張モジュール 0 に組み込ま
れています。

FXS/FXO ポート番号 16 ～ 23 は拡張モジュール 1 に組み込
まれています。

voice-port 2/0/x

拡張音声モジュール （EVM）
の BRI 拡張モジュール （内部
スロ ッ ト ） の音声ポート

Interface-type 2 / 0 / port

拡張モジュール 0 のポート番号は 8 ～ 11 です。

拡張モジュール 1 のポート番号は 16 ～ 19 です。

voice-port 2/0/x

拡張音声モジュールの BRI 拡
張モジュール （内部スロ ッ ト ）
の BRI インターフェイス

Interface-type 2 / port

1 つの拡張モジュールが装着されている場合、 ポー ト番号
は 0 ～ 3 です。

2 つの拡張モジュールが装着されている場合、 ポー ト番号
は 0 ～ 7 です。

interface bri 2/x

1. インターフェイスの短縮形 ： fa = Fast Ethernet （ファス ト  イーサネッ ト ）、 gi = Gigabit Ethernet （ギガビッ ト  イーサネッ ト ）、 USB = Universal 
Serial Bus （ユニバーサル シ リ アル バス）、 BRI = ISDN Basic Rate Interface （基本速度インターフェイス）。

2. リ ス トのインターフェイスは一例です。 他の使用できるインターフェイス  タイプは記載されていません。

3. 倍幅 （HWIC-D） にはインターフェイス  カード  スロ ッ ト番号 1 および 3 だけを使用できます。

4. Cisco IOS コマンド ライン インターフェイス （CLI） で、 関連付けられている非同期シ リアル インターフェイスのインターフェイス番号を指定
して回線番号を指定します。

5. ネッ ト ワーク  モジュール スロ ッ ト番号はすべての Cisco 2900 シ リーズ ルータで 1 です。
1-30
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド



第 1 章      ルータの概要

  LED インジケータ
LED インジケータ
表 1-13 は、ルータのベゼルまたはシャーシにあ り、着脱式モジュールまたはインターフェイス  
カードにはない LED インジケータの概要です。

着脱式モジュールおよびインターフェイス  カードの詳細については、 各製品のマニュアルを参
照して ください。

考えられる ト ラブルの原因および対策など、 LED の ト ラブルシューテ ィ ング情報については、
表 1-13 を参照して ください。

表 1-13 Cisco 2900 および 3900 シリーズ ルータの LED インジケータ

LED 色 説明

Cisco 2900 
ルータ

Cisco 3900 
ルータ

PoE グ リーン IP フォンの電源がオンです。 前面ベゼル 前面ベゼル

オレンジ IP フォンの電源はオンではあ り ま
せん。

POE ブース ト グ リーン IP フォンの電源は POE ブース ト
電源から供給されます。

— —

消灯 外部 POE ブース ト電源はオンでは
あ り ません

— —

PS/PS1 グ リーン システムは動作中です。 前面ベゼル 前面ベゼル

オレンジ システムは動作中ではあ り ません。

電源 2 グ リーン システムは動作中です。 前面ベゼル 前面ベゼル

オレンジ システムは動作中ではあり ません。

AC OK1
グ リーン AC 電源に接続されています。 前面ベゼル、

2901 では使
用できません

前面ベゼル

消灯 AC 電源に接続されていません

RPS グ リーン システムは外部 RPS 電源で動作し
ていません。

前面ベゼル、
2901 では使
用できません

—

SYS グ リーンに
点灯

グ リーンの点灯は通常の動作を示
します。

前面ベゼル 前面ベゼル

緑色に点滅 システムがブー ト中または ROM 
モニタ  モードです。

オレンジ システム  エラー。

消灯 電源がオフか、 システム  ボードに
障害があ り ます。

ACT グ リーンの
点灯または
点滅

点灯または点滅は、 エンジンおよ
び任意の I/O ポー ト の転送および
ルーティ ングの間のパケッ ト  アク
テ ィ ビテ ィ を示します。

前面ベゼル 前面ベゼル

消灯 パケッ ト転送は発生していません。

RJ-45 CON グ リーン シ リ アル コンソールはアクテ ィブ
です。

背面パネル 背面パネル

USB CON グ リーン USB コンソールはアクティブです。 背面パネル 背面パネル
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  LED インジケータ
GE ： リ ン ク グ リーン グ リーンの点灯は、 イーサネッ ト  
ポー ト が リ ンク  パートナーである
こ と を示します。

背面パネル 背面パネル

SFP S 緑色に点滅 点滅の頻度はポー ト の速度を示し
ます。 S LED の定義を参照して く
ださい。

背面パネル 背面パネル

SFP EN 消灯 存在しません。 背面パネル 背面パネル

グ リーン 存在しており、 イネーブルです。

オレンジ 存在しており、 エラーが発生して
います。

CF0/CF1 グ リーン フラ ッシュ  メモ リにアクセス中で
す。 CompactFlash メモ リ  カードを
抜かないでください。

背面パネル 背面パネル

オレンジ CompactFlash エラー。 背面パネル 背面パネル

消灯 フラ ッシュ  メモ リにアクセスして
いません。 CompactFlash メモ リ  
カードを抜く こ とができます。

背面パネル 背面パネル

S （スピード） 1 回の点滅 + 
一時停止

FE または GE ポートは 10 Mb/s で
動作しています。

背面パネル 背面パネル

2 回の点滅 + 
一時停止

FE または GE ポートは 100 Mb/s 
で動作しています。

3 回の点滅 + 
一時停止

GE ポートは 1000 Mb/s で動作して
います。

L （ リ ンク） グ リーン FE または GE リ ン クが確立され
ます。

背面パネル 背面パネル

消灯 FE または GE リ ンクは確立されま
せん。

PVDM 0、 1、
2、 および 3

グ リーン PVDM は初期化されます。 背面パネル 背面パネル

オレンジ PVDM は検出されますが、 初期化
されません。

背面パネル 背面パネル

消灯 PVDM は装着されていません。 背面パネル 背面パネル

ISM グ リーン 初期化済みです。

オレンジ 初期化済みですがエラーが発生し
ました。

消灯 装着されていません。

1. AC 電源が故障している場合、 または接続されていない場合、 LED は消灯します。 スイ ッチで点灯/消灯は切り替わり
ません。

表 1-13 Cisco 2900 および 3900 シリーズ ルータの LED インジケータ  （続き）

LED 色 説明

Cisco 2900 
ルータ

Cisco 3900 
ルータ
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  仕様
仕様
次の表は ISR 仕様の リ ス ト です。

• Cisco 2901 ： 表 1-14 

• Cisco 2911 ： 表 1-15 

• Cisco 2921 ： 表 1-16

• Cisco 2951 ： 表 1-17

• Cisco 3900 シ リーズ ： 表 1-18 

表 1-14 Cisco 2901 ルータの仕様

説明 仕様

物理

サイズ （高さ×幅×奥行） 44.5 X 438.2 X 439.4 mm （1.75 X 17.25 X 17.3 インチ）、 1 RU 
の高さ

重量 （AC PS を搭載し、
モジュールは非搭載）

6.08 kg （13.4 ポンド）

重量 （AC-POE PS を搭載し、
モジュールは非搭載）

6.49 kg （14.3 ポンド）

重量 ： フル構成 7.26 kg （16.0 ポンド）

電源

AC 入力

• Voltage 100 ～ 240 VAC、 オー ト レンジング

• Frequency 47 ～ 63 Hz

• Current 1.5 A ～ 0.3 A （構成に依存します）

• 電流 （AC-POE あ り ） 3.4 A ～ 0.3 A （構成に依存します）

• サージ電流 高 115 VAC 60Hz で 30 A、 高 230 VAC 50 Hz で 60 A

消費電力

• AC 電源モジュール 55 W ～ 145 W、 188 ～ 495 BTU/h （構成に依存します）

• AC-POE 電源 60 W ～ 330 W、 205 ～ 1126 BTU/h （構成に依存します）

ポート

コンソール 1 個の RJ-45 コネク タおよび 1 個の ミ ニ USB タ イプ B、 USB 
2.0 準拠

補助ポート RJ-45 コネク タ

USB ポート 2 個の USB タ イプ A、 USB 2.0 準拠、 高 2.5 W （500 mA）。1

10/100/1000 ギガビッ ト  イー
サネッ ト  

2 個の RJ-45 コネク タ （GE0/0、 GE0/1）、 auto-MDIX2

Environmental

動作湿度 10 ～ 85% RH

動作湿度 （NEBS 当た りの短
期間）

該当なし
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  仕様
高 1,800 m （5,906 フ ィー
ト ） の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

高 3,000 m （9,843 フ ィー
ト ） の高度までの動作温度

32 ～ 77°F （0 ～ 25°C）

高動作高度 3,000 m （10,000 フ ィー ト ）

輸送および保管環境

温度 （非動作時） -40 ～ 158°F （-40 ～ 70°C）

湿度 （非動作時） 5 ～ 95% RH

高度 （非動作時） 4,570 m （15,000 フ ィー ト ）

音響

音圧 （通常/ 高） 41/53 

音響出力 （通常/ 高） 49/61 dBA

規制

安全性準拠 IEC 60950-1、 Safety of information technology equipment

EN 60950-1、 Safety of information technology equipment

UL 60950-1、 Standard for safety for information technology 
equipment [米国]

CAN/CSA C22.2 No. 60950-1, Safety of information technology 
equipment including electrical business equipment [カナダ]

AS/NZS 60950.1 2003

IEC60950 3rd edition [中国]

IEC60950 2nd Edition [メ キシコ ] 

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

表 1-14 Cisco 2901 ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
耐性準拠 CISPR24 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 55024 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN50082-1 Electromagnetic compatibility - Generic immunity 
standard - Part 1

EN300-386 Electromagnetic compatibility for TNE 

SD/EMI

EN61000-6-1             

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Routers』 を参照して ください。

EMC 準拠 EN 55022、 ク ラス  A

CISPR22、 ク ラス  A

CFR47、 Part 15、 Subpart B、 ク ラス  A 

EN300386、 ク ラ ス  A

AS/NZS CISPR22、 ク ラス  A

VCCI、 ク ラ ス  A

SD/EMI、 ク ラ ス  A

高調波電流エ ミ ッシ ョ ン  
EN61000-3-2 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-12 の EUT 所要電力 >16A

電圧変動およびフ リ ッカ
EN61000-3-3 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-11 の EUT 所要電力 >16A

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

1. それぞれ 480 Mb/s。 両方を使用する場合、 帯域幅は共有されます。

2. Auto-MDIX=Auto Media-Dependent Interface Crossover

表 1-14 Cisco 2901 ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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  仕様
表 1-15 Cisco 2911 （2911-T を含む） ルータの仕様

説明 仕様

サイズ （高さ×幅×奥行） 88.9 X 438.2 X 304.8mm （3.5 X 17.25 X 12.0 インチ）、 2 RU の
高さ

重量 （AC 電源搭載時）
（モジュールなし）

8.2 kg （18.0 ポンド）

重量 （AC-POE 電源搭載時）
（モジュールなし）

8.6 kg （19.0 ポンド）

重量 （DC-POE 電源搭載時）
（モジュールなし）

8.5 kg （18.8 ポンド）

DC 電源
（モジュールなし）

使用不可

重量 ： フル構成 21 ポンド （9.5 kg）

電源

AC 入力

• Voltage 100 ～ 240 VAC、 オー ト レンジング

• Frequency 47 ～ 63 Hz

• Current 2.3 A ～ 0.35 A （構成に依存します）

• 電流 （AC-POE あ り ） 3.5 A ～ 0.4 A （構成に依存します）

• サージ電流 115 VAC 60 Hz で 大 30 A、 230 VAC 50 Hz で 大 60 A

DC 入力 （DC-POE 電源用）

• Voltage -40 ～ -60 VDC

• Current 9 A ～ 1 A （構成に依存します）

電力消費

• AC 電源モジュール 65 W ～ 220 W、 221 ～ 751 BTU/h （構成に依存します）

• AC-POE 電源 70 W ～ 330 W、 239 ～ 1126 BTU/h （構成に依存します）

• DC-POE 電源 60 ～ 320 W （構成に依存します）

ポート

コンソール ポート  1 個の RJ-45 コネク タおよび 1 個の ミ ニ USB タ イプ B、 USB 
2.0 準拠

補助ポート RJ-45 コネク タ

USB ポート  2 個の USB タ イプ A、 USB 2.0 準拠、 高 2.5 W （500 mA）。1

10/100/1000 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  

3 個の RJ-45 コネク タ （GE0/0、 GE0/1、 GE0/2）、 auto-MDIX2

Environmental

動作湿度 5 ～ 85% RH

動作湿度 （NEBS 当た りの短
期間）

5 ～ 90%、 ただし、 0.024 kg の水分/kg の乾燥した空気を超え
ません

高 1,800 m （5,906 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

Cisco 2911 モデル ： 0 ～ 40°C （32 ～ 104°F）

Cisco 2911-T モデル ： 0 ～ 60°C （32 ～ 140°F）
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高 1,800 m （5,906 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度、 フ ィ
ルタあ り

Cisco 2911 モデル ： 0 ～ 40°C （32 ～ 104°F）

Cisco 2911-T モデル ： 0 ～ 50°C （32 ～ 122°F）

高 3,000 m （9,843 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度、 フ ィ
ルタあ り /なし

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

高 4,000 m （13,123 フ ィー
ト ） の高度までの動作温度

32 ～ 86°F （0 ～ 30°C）

温度 ： （NEBS/1,800m 高高
度当た りの短期間）

23 ～ 122°F （-5 ～ 50°C）

高動作高度 4,000 m （13,123 フ ィー ト ）

輸送および保管

非動作時温度 -40 ～ 176°F （-40 ～ 80°C）

非動作時湿度 5 ～ 95% RH

非動作時高度 4,570 m （15,000 フ ィー ト ）

音響

音響 ： 音圧 （通常/ 大） 51.8/62.9 dBA

音響 ： 音響出力 （通常/ 大） 58.5/70.3 dBA

規制

安全性準拠 IEC 60950-1、 Safety of information technology equipment

EN 60950-1、 Safety of information technology equipment

UL 60950-1、 Standard for safety for information technology 
equipment [米国]

CAN/CSA C22.2 No. 60950-1, Safety of information technology 
equipment including electrical business equipment [カナダ]

AS/NZS 60950.1 2003

IEC60950 3rd edition [中国]

IEC60950 2nd Edition [メ キシコ ] 

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

表 1-15 Cisco 2911 （2911-T を含む） ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
耐性準拠 CISPR24 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 55024 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 50082-1 Electromagnetic compatibility - Generic immunity 
standard - Part 1

EN 300-386 Electromagnetic compatibility for TNE 

SD/EMI

EN 61000-6-1             

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

EMC 準拠 EN 55022、 ク ラス  A

CISPR22、 ク ラス  A

CFR47、 Part 15、 Subpart B、 ク ラ ス  A 

EN300386、 ク ラ ス  A

AS/NZS CISPR22、 ク ラス  A

VCCI、 ク ラ ス  A

SD/EMI、 ク ラス  A

高調波電流エ ミ ッシ ョ ン  
EN61000-3-2 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-12 の EUT 所要電力 >16A

電圧変動およびフ リ ッカ
EN61000-3-3 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-11 の EUT 所要電力 >16A

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

1. それぞれ 480 Mb/s。 両方を使用する場合、 帯域幅は共有されます。

2. Auto-MDIX=Auto Media-Dependent Interface Crossover

表 1-15 Cisco 2911 （2911-T を含む） ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
表 1-16 Cisco 2921 ルータの仕様

説明 仕様

物理

サイズ （高さ×幅×奥行） 88.9 X 438.2 X 469.9 mm （3.5 X 17.25 X 18.5 インチ）、2 RU の
高さ

重量 ： AC PS あ り
（モジュールなし）

13.15 kg （29.0 ポンド）

重量 ： AC-POE PS あ り
（モジュールなし）

13.6 kg （30.0 ポンド）

DC PS あ り （モジュールなし） 該当なし

重量 ： フル構成 14.42 kg （34 ポンド）

電源

AC 入力電源

• 入力電圧 100 ～ 240 VAC、 オー ト レンジング

• Frequency 47 ～ 63 Hz

• 入力電流 0.4 A ～ 3.3 A （構成に依存します）

• 入力電流 （AC-POE あ り ） 0.4 A ～ 7.6 A （構成に依存します）

• サージ電流 高 60 A、 12 Arm/ハーフ  サイ クル未満

消費電力 75 W ～ 320 W、 256 ～ 1092 BTU/h （構成に依存します）

• AC-POE あ り 80 W ～ 750 W、 273 ～ 753 BTU/h （構成に依存します）

ポート

コンソール ポート 1 個の RJ-45 コネクタおよび 1 個のミニ USB タイプ B、USB 2.0 
準拠

補助ポート RJ-45 コネク タ

USB ポート 2 個の USB タ イプ A、 USB 2.0 準拠、 高 2.5 W （500 mA）。1

10/100/1000 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  

3 個の RJ-45 コネク タ （GE0/0、 GE0/1、 GE0/2）、 auto-MDIX

SFP 1 個の RJ-45 コネク タは 1 個の SFP モジュールをサポート し
ます。 SFP モジュールを装着する と、 隣接する  RJ-45 GE コネ
ク タはディセーブルにな り ます。

Environmental

動作湿度 10 ～ 85% RH

高 1,800 m （5,906 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

高 3,000 m （9,843 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

動作時の高度 高 3,000 m （9,842 フ ィー ト ）

輸送および保管

温度 （非動作時） -40 ～ 158°F （-40 ～ 70°C）

湿度 （非動作時） 5 ～ 95% RH

高度 （非動作時） 4,570 m （15,000 フ ィー ト ）
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
音響

音響 ： 音圧 （通常/ 大） 54.4 ～ 67.4 dBA

音響 ： 音響出力 （通常/ 大） 62.6 ～ 74.5 dBA

規制

安全性準拠 IEC 60950-1、 Safety of information technology equipment

EN 60950-1、 Safety of information technology equipment

UL 60950-1、 Standard for safety for information technology 
equipment [米国]

CAN/CSA C22.2 No. 60950-1, Safety of information technology 
equipment including electrical business equipment [カナダ]

AS/NZS 60950.1 2003

IEC60950 3rd edition [中国]

IEC60950 2nd Edition [メ キシコ ] 

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

耐性準拠 CISPR24 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 55024 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 50082-1 Electromagnetic compatibility - Generic immunity 
standard - Part 1

EN 300-386 Electromagnetic compatibility for TNE 

SD/EMI

EN 61000-6-1             

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Routers 』 を参照して ください。

表 1-16 Cisco 2921 ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
EMC 準拠 EN 55022、 ク ラス  A

CISPR22、 ク ラス  A

CFR47、 Part 15、 Subpart B、 ク ラ ス  A 

EN 300386、 ク ラ ス  A

AS/NZS CISPR22、 ク ラス  A

VCCI、 ク ラ ス  A

SD/EMI、 ク ラス  A

高調波電流エ ミ ッシ ョ ン  
EN61000-3-2 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-12 の EUT 所要電力 >16A

電圧変動およびフ リ ッカ
EN61000-3-3 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-11 の EUT 所要電力 >16A

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

1. それぞれ 480 Mb/s。 両方を使用する場合、 帯域幅は共有されます。

表 1-17 Cisco 2951 ルータの仕様

説明 仕様

物理

サイズ （高さ×幅×奥行） 88.9 X 438.2 X 469.9 mm （3.5 X 17.25 X 18.5 インチ）、 2 RU の高さ

重量 （AC 電源搭載時）
（モジュールなし）

13.15 kg （29.0 ポンド）

重量 （AC-POE 電源搭載時） 
（モジュールなし）

13.6 kg （30.0 ポンド）

DC 電源 
（モジュールなし）

該当なし

重量 ： フル構成 14.42 kg （34 ポンド）

電源

AC 入力電源

• 入力電圧 100 ～ 240 VAC、 オー ト レンジング

• Frequency 47 ～ 63 Hz

• 入力電流 0.4 ～ 3.3 A （構成に依存します）

• 入力電流 （AC-POE あ り ） 0.4 ～ 7.6 A （構成に依存します）

• サージ電流 高 60 A、 12 Arm/ハーフ  サイ クル未満

消費電力 75 ～ 320 W、 256 ～ 1092 BTU/h （構成に依存します）

• AC-POE あ り 80 ～ 750 W、 273 ～ 753 BTU/h （構成に依存します）

表 1-16 Cisco 2921 ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
ポート

コンソール ポート  1 個の RJ-45 コネクタおよび 1 個のミニ USB タイプ B、USB 2.0 
準拠

補助ポート RJ-45 コネク タ

USB ポート  2 個の USB タ イプ A、 USB 2.0 準拠、 高 2.5 W （500 mA）。1

10/100/1000 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  

3 個の RJ-45 コネク タ （GE0/0、 GE0/1、 GE0/2）、 auto-MDIX

SFP 1 個の RJ-45 コネク タは 1 個の SFP モジュールをサポー ト し
ます。 SFP モジュールを装着する と、 隣接する  RJ-45 GE コネ
ク タはディセーブルにな り ます。 サポート されるモジュール
の リ ス ト については、 表 1-4 を参照して ください。

Environmental

動作湿度 5 ～ 85% RH

動作湿度 （NEBS 当た りの短
期間）

5 ～ 90%、 ただし、 0.024 kg の水分/kg の乾燥した空気を超え
ません

高 1,800 m （5,906 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

高 3,000 m （9,843 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

高 4,000 m （13,123 フ ィート ）
の高度までの動作温度

32 ～ 86°F （0 ～ 30°C）

温度 ： （NEBS/1,800m 高高
度当た りの短期間）

23 ～ 122°F （-5°C ～ 50°C）

高動作高度 4,000 m （13,123 フ ィー ト ）

輸送および保管

温度 （非動作時） -40 ～ 158°F （-40 ～ 70°C）

湿度 （非動作時） 5 ～ 95% RH

高度 （非動作時） 4,570 m （15,000 フ ィー ト ）

音響

音響 ： 音圧 （通常/ 大） 54.4 ～ 67.4 dBA

音響 ： 音響出力 （通常/ 大） 62.6 ～ 74.5 dBA

表 1-17 Cisco 2951 ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
規制

安全性準拠 IEC 60950-1、 Safety of information technology equipment

EN 60950-1、 Safety of information technology equipment

UL 60950-1、 Standard for safety for information technology 
equipment [米国]

CAN/CSA C22.2 No. 60950-1, Safety of information technology 
equipment including electrical business equipment [カナダ]

AS/NZS 60950.1 2003

IEC60950 3rd edition [中国]

IEC60950 2nd Edition [メ キシコ ] 

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

耐性準拠 CISPR24 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 55024 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 50082-1 Electromagnetic compatibility - Generic immunity 
standard - Part 1

EN 300-386 Electromagnetic compatibility for TNE 

SD/EMI

EN 61000-6-1             

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

表 1-17 Cisco 2951 ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
EMC 準拠 EN 55022、 ク ラ ス  A

CISPR22、 ク ラ ス  A

CFR47、 Part 15、 Subpart B、 ク ラ ス  A 

EN 300386、 ク ラス  A

AS/NZS CISPR22、 ク ラ ス  A

VCCI、 ク ラス  A

SD/EMI、 ク ラス  A

高調波電流エ ミ ッシ ョ ン  
EN61000-3-2 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-12 の EUT 所要電力 >16A

電圧変動およびフ リ ッカ
EN61000-3-3 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-11 の EUT 所要電力 >16A

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services 
Router』 を参照して ください。

1. それぞれ 480 Mb/s。 両方を使用する場合、 帯域幅は共有されます。

表 1-18 Cisco 3900 シリーズ ルータの仕様

説明 仕様

物理 

サイズ （高さ×幅×奥行） 133.4 X 438.2 X 476.2 mm（5.25 X 17.25 X 18.75 インチ）、3 RU 
の高さ

重量 ： AC PS あ り （モジュー
ルなし）

17.69 kg （39.0 ポンド）

重量 ： AC-POE PS あ り
（モジュールなし）

18.14 kg （40.0 ポンド）

DC PS あ り （モジュールなし） 適用なし

重量 ： フル構成 27.21 kg （60 ポンド）

電源

AC 入力電源 （Cisco 3945）

• 入力電圧 100 ～ 240 VAC、 オー ト レンジング

• Frequency 47 ～ 63 Hz

• 入力電流 0.4 ～ 3.5 A （構成に依存します）

• 入力電流 （AC-POE あ り ） 0.4 ～ 7.0 A （構成に依存します）

• サージ電流 高 115 VAC 60Hz で 30 A、 高 230 VAC 50 Hz で 60 A

電力消費 （Cisco 3945） 85 ～ 400 W、 600 ～ 1370 BTU/h （構成に依存します）

• AC-POE あ り 85 ～ 800 W、 600 ～ 2740 BTU/h （構成に依存します）

表 1-17 Cisco 2951 ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
ポート

コンソール ポート  1 個の RJ-45 コネク タおよび 1 個の ミ ニ USB タ イプ B、 USB 
2.0 準拠

補助ポート RJ-45 コネク タ

USB ポート  2 個の USB タ イプ A、 USB 2.0 準拠、 高 2.5 W （500 mA）。1

10/100/1000 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  

3 または 4 個の RJ-45 コネク タ （GE0/0、 GE0/1、 GE0/2、
GE0/3）、 auto-MDIX2 

注 Cisco 3925E および Cisco 3945E ルータには、 ギガビッ
ト  イーサネッ ト をサポートする  4 個の RJ-45 コネク タ
があ り ます。

SFP 2 個の RJ-45 コネク タは SFP モジュールをサポート します。
SFP モジュールを装着する と、隣接する  RJ-45 GE コネク タは
ディセーブルにな り ます。 サポート されるモジュールの リ ス
ト については、 表 5-3 を参照して ください。

Environmental

動作湿度 5 ～ 85% RH

動作湿度 （NEBS 当た りの短
期間）

5 ～ 90%、 ただし、 0.024 kg の水分/kg の乾燥した空気を超え
ません

高 1,800 m （5,906 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

高 3,000 m （9,843 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

高 4,000 m （13,123 フ ィー
ト ） の高度までの動作温度

32 ～ 86°F （0 ～ 30°C）

温度 ： （NEBS/1,800m 高高
度当た りの短期間）

23 ～ 122°F （-5°C ～ 50°C）

高動作高度 4,000 m （13,123 フ ィー ト ）

輸送および保管

温度 （非動作時） -40 ～ 158°F （-40 ～ 70°C）

湿度 （非動作時） 5 ～ 95% RH

高度 （非動作時） 4,570 m （15,000 フ ィー ト ）

音響

音響 ： 音圧 （通常/ 大） 57.6 ～ 77.6 dBA

音響 ： 音響出力 （通常/ 大） 67.8 ～ 84.7 dBA

表 1-18 Cisco 3900 シリーズ ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
Environmental

動作湿度 5 ～ 85% RH

動作湿度 （NEBS 当た りの短
期間）

5 ～ 90%、 ただし、 0.024 kg の水分/kg の乾燥した空気を超え
ません

高 1,800 m （5,906 フ ィー ト ）
の高度までの動作温度

32 ～ 104°F （0 ～ 40°C）

安全性準拠 IEC 60950-1、 Safety of information technology equipment

EN 60950-1、 Safety of information technology equipment

UL 60950-1、 Standard for safety for information technology 
equipment [米国]

CAN/CSA C22.2 No. 60950-1, Safety of information technology 
equipment including electrical business equipment [カナダ]

AS/NZS 60950.1 2003

IEC60950 3rd edition [中国]

IEC60950 2nd Edition [メ キシコ ] 

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 3900 Series Integrated Services 
Routers』 を参照して ください。

耐性準拠 CISPR24 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 55024 ITE-Immunity characteristics、 Limits and methods of 
measurement

EN 50082-1 Electromagnetic compatibility - Generic immunity 
standard - Part 1

EN 300-386 Electromagnetic compatibility for TNE 

SD/EMI

EN 61000-6-1             

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 3900 Series Integrated Services 
Routers』 を参照して ください。

表 1-18 Cisco 3900 シリーズ ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  仕様
EMC 準拠 EN 55022、 ク ラ ス  A

CISPR22、 ク ラ ス  A

CFR47、 Part 15、 Subpart B、 ク ラ ス  A 

EN300386、 ク ラス  A

AS/NZS CISPR22、 ク ラ ス  A

VCCI、 ク ラス  A

SD/EMI、 ク ラス  A

高調波電流エ ミ ッシ ョ ン  
EN61000-3-2 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-12 の EUT 所要電力 >16A

電圧変動およびフ リ ッカ
EN61000-3-3 の EUT 所要電力 <16A
EN61000-3-11 の EUT 所要電力 >16A

詳細な準拠情報については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 3900 Series Integrated Services 
Routers』 を参照して ください。

1. それぞれ 480 Mb/s。 両方を使用する場合、 帯域幅は共有されます。

2. Auto-MDIX=Auto Media-Dependent Interface Crossover

表 1-18 Cisco 3900 シリーズ ルータの仕様 （続き）

説明 仕様
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第 1 章      ルータの概要

  定期的な検査と清掃
定期的な検査と清掃
周囲の埃や塵の悪影響を 小限に抑えるために、 ルータの外面の定期的な検査と清掃を推奨し
ます。 検査と清掃の頻度は環境条件の厳し さによって変わり ますが、 低でも  6 か月に 1 回を
推奨します。 清掃には、 ルータの吸気口と排気口を掃除機で掃除する こ と、 およびエアー フ ィ
ルタの交換が必要です。 「フ ァン、 通気、 およびエアーフロー」 セクシ ョ ン （1-26 ページ） お
よび 「ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換」 セクシ ョ ン （5-44 ページ） を参照して く
ださい。

注意 常時 25 °C （77 °F） を超える室温の場所、 および埃や塵が大量になる可能性がある場所は、 定
期的に予防手段と しての保守清掃を行う必要が出て く る可能性もあ り ます。
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Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリ
C H A P T E R 2

ルータ設置の準備

こ こでは、 ルータの設置前に満たす必要がある推奨事項や要件など、 設置前の情報について説
明します。 設置の準備については、 次の項を参照して ください。

• 警告 （2-1 ページ）

• 安全に関する推奨事項 （2-3 ページ）

• 一般的な設置場所の要件 （2-5 ページ）

• ラ ッ クに関する要件 （2-5 ページ）

• ルータの環境要件 （2-5 ページ）

• ネッ ト ワーク  ケーブル接続の仕様 （2-6 ページ）

• インス ト レーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト （2-13 ページ）

• サイ ト  ログの作成 （2-14 ページ）

このマニュアルに記載されている警告の各国語版については、 『Cisco 2900 and 3900 Series 
Integrated Services Routers Regulatory Compliance and Safety Information』 を参照して ください。

警告

警告文

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

警告 この装置の設置および保守は、 保守担当者 （AS/NZS 3260 で定義） が行って く ださい。 この装
置を誤って汎用コンセン トに接続すると危険な場合があります。 主電源コネクタの電源を抜く
前、 ハウジングが開いている間、 または主電源コネクタの電源を抜く前でハウジングが開いて
いる間に、 通信回線を切断する必要があります。 ステート メン ト  1043 

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028
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第 2 章      ルータ設置の準備

  警告
警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

警告 ユニッ トの電源がオフかオンかに関係な く 、 WAN ポートには危険なネッ トワーク間電圧があ
ります。 感電を防ぐため、 WAN ポートの近く で作業するときは注意して く ださい。 ケーブル
の接続を外すときは、 ユニッ ト側ではない方から先に取り外して く ださい。
ステート メン ト  1026

警告 この装置は、 アースさせる必要があります。 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正
し く取り付けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かどうかはっ
きり しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。
ステート メン ト  1024

警告 TNV に接触しないように、 シャーシを開く前に電話線を取り外して く ださい。
ステート メン ト  1041

警告 バスタブ、 洗面台、 台所のシンク、 洗濯機の周辺や、 湿度の高い地下室、 スイ ミング プール
の近く など、 水のある場所の近く では、 この製品を使用しないで く ださい。
ステート メン ト  1035

警告 防水設計されていない電話ジャックは、 湿気の多い場所に取り付けないで く ださい。
ステート メン ト  1036

警告 電話回線がネッ トワーク  インターフェイスから切り離されている場合以外、 絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、 触れないで く ださい。 ステート メン ト  1037

警告 雷雨時には電話 （コードレス型を除く ） を使用しないで く ださい。 雷によって感電する危険性
があります。 ステート メン ト  1038

警告 ガス漏れを報告するには、 ガス漏れの近く で電話を使用しないで く ださい。
ステート メン ト  1039

警告 この装置は、 出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。 立ち入りが制限さ
れた場所とは、 特殊なツール、 ロックおよびキー、 または他のセキュリテ ィ手段を使用しない
と入室できない場所を意味します。 ステート メン ト 1017
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第 2 章      ルータ設置の準備

  安全に関する推奨事項
空気中の汚染物質からの保護

Cisco ISR プラ ッ ト フォームは、 環境が制御されている場所に導入および設置する こ とを前提と
して設計されています。 このよ う な場所では、 装置のマニュアルで規定されている環境パラ
メータを満たすよ うに周囲の条件が管理されている必要があ り ます。 自動車や他の車両の通
行、 工業用地、 または汚染物質が生じるその他のソースから発生する空気中の汚染物質に装置
が直接さ ら される設置場所はサポート されていません。 そのよ う な場所では腐食性の物質にさ
ら される可能性があ り、 装置が早期に故障する原因となる こ とがあ り ます。

安全に関する推奨事項
全般的な安全を確保するために、 次の注意事項に従って ください。

• 設置中および設置後は、 シャーシ付近を清潔で埃がない状態に保って ください。

• シャーシ カバーを取り外す場合は、 安全な場所に置いて ください。

• 工具およびシャーシ部品が通行の妨げにならないよ うにして ください。

• シャーシに引っかかる可能性がある緩い服は着ないでください。 ネク タ イまたはスカーフ
はしっかり と締め、 袖はま く り上げて ください。

• 目を負傷する可能性がある状況で作業する場合は、 保護眼鏡を着用して ください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす作業は行わないでください。

電気製品を扱う場合の注意

警告 このユニッ トには複数の電源接続が存在する可能性があります。 すべての接続を取り外し、 装
置の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

警告 雷が発生しているときには、 システムに手を加えたり、 ケーブルの接続や取り外しを行わない
で く ださい。 ステート メン ト  1001

警告 インスト レーシ ョ ン手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。
ステート メン ト  1004

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。
ステート メン ト  1029

警告 カバーは製品の安全設計のために不可欠な部品です。 カバーを装着しない状態でユニッ ト を操
作しないで く ださい。 ステート メン ト  1077
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第 2 章      ルータ設置の準備

  安全に関する推奨事項
電気機器を取り扱う際には、 次の注意事項に従って ください。

• 作業する室内の緊急電源遮断スイ ッチの場所を確認して ください。 電気事故発生した場合、
迅速に電源をオフにする こ とができます。

• 次の作業を行う前に、 すべての電源をオフにして ください。

– シャーシの設置または取り外し

– 電源の近くでの作業

• 床が濡れていないか、 アースされていない電源延長コード、 すり減った電源コード、 保護
アースの不備などがないかど うか、 作業場所の安全を十分に確認して ください。

• 危険を伴う作業は、 一人では行わないでください。

• 回路の電源が切断されている と思い込まず、 必ず確認して ください。

• 内部電源の格納場所を開かないでください。

• 電気事故が発生した場合は、 次の手順に従って ください。

– 負傷しないよ うに注意して ください。

– デバイスに対する電源をオフにして ください。

– 可能であれば、 医療を受けるために別の人を呼びます。 それができないと きは、 被害
者の状態を見極めてから助けを呼んでください。

– 負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かど うかを判断し、 適切な処置を施し
て ください。

さ らに、 電源から切断されていても、 電話回線またはネッ ト ワーク配線に接続されている装置
を扱う場合には、 次の注意事項に従って ください。

• 雷が発生している と きには、 電話線の接続を行わないでください。

• 防水設計されていない電話ジャ ッ クは、 湿気の多い場所に取り付けないでください。

• 電話回線がネッ ト ワーク  インターフェイスから切り離されていない限り、 絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、 触れないでください。

• 電話回線の設置または変更は、 十分注意して行って ください。

静電破壊の防止 
静電放電 （ESD） によって、 装置が損傷を受けた り、 電気回路に障害が発生する こ とがあ り ま
す。 静電破壊は電子プ リ ン ト  サーキッ ト  カードの取り扱いが不適切な場合に発生し、 故障ま
たは間欠的な障害をもたら します。 モジュールの取り外し時および交換時には、 必ず ESD 保護
手順に従って ください。

• ルータのシャーシが電気的にアースに接続されている こ と を確認して ください。

• 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを肌に密着させて着用して ください。 ク リ ップをシャーシ  
フレームの塗装されていない面に接続し、 好まし く ない ESD 電圧を確実にアースに導きま
す。 静電破壊と感電を防ぐために、 リ ス ト  ス ト ラ ップと コードは効果的に使用する必要が
あ り ます。

• リ ス ト  ス ト ラ ップを使用できない場合、 シャーシの金属部分に触れる こ とで自分自身を
アースして ください。

注意 機器の安全のために、 静電気防止用ス ト ラ ップの抵抗値を定期的にチェ ッ ク して ください。 抵
抗値は 1 ～ 10 M Ω （ メガオーム） でなければな り ません。
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第 2 章      ルータ設置の準備

  一般的な設置場所の要件
一般的な設置場所の要件
こ こでは、 ルータの設置と操作を安全にするために設置場所が満たす必要がある要件について
説明します。 設置前に、 設置場所の準備が適切である こ と を確認します。 既存の機器でシャ ッ
ト ダウンや異常に多いエラーが発生している場合、 障害の原因を特定し、 今後の問題を防ぐた
めにも この項は役立ちます。

ラックに関する要件
一部の Cisco ルータには、 19 インチ ラ ッ クで使用する金具が含まれます。 また、 注文で指定し
た場合、 23 インチ ラ ッ クに使用するオプシ ョ ンの大きな金具が含まれます。

次の情報は、 機器のラ ッ ク構成を計画する と きに役立ちます。

• メ ンテナンスのために、 ラ ッ クの周囲にスペースを確保して ください。

• ルータ間に少な く と も  1 個のラ ッ ク  ユニッ ト の垂直のスペースを確保して ください。

• 閉鎖型ラ ッ クには、 適切な通気が必要です。 各ルータから放熱されるため、 ラ ッ クに詰め
込みすぎないよ うにして ください。 冷気が回るよ うに、 閉鎖型ラ ッ クにはルーバーが付い
た側面とファンが必要です。 ラ ッ クの下部近くにある機器による放熱は、 上部にある機器
の吸気口に流れ込む可能性があ り ます。

• オープンラ ッ クにシャーシを設置する場合、 ラ ッ ク  フレームが吸気口または排気口をふさ
がないよ うにして ください。 シャーシをスラ イ ドに設置する場合、 ラ ッ クに設置する と き
にシャーシの位置を確認して ください。

ルータの環境要件
Cisco 2900 シ リーズ ルータはデス ク ト ップに置くか、 ラ ッ クに設置できます。 Cisco 2901 ルー
タは壁面に設置する こ と もできます。 ルータの位置と機器ラ ッ ク または配線室のレイアウ ト
は、 適切な動作のために非常に重要な考慮事項です。 配置が近すぎる機器、 不適切な通気、 お
よびアクセスできないパネルによって、 誤動作やシャ ッ ト ダウンが生じ、 メ ンテナンスが困難
になる可能性があ り ます。 ルータの前面パネルおよび背面パネルの両方にアクセスできるよ う
に計画して ください。

設置場所のレイアウ トおよび機器の位置を計画する と きは、 「一般的な設置場所の要件」 セク
シ ョ ン （2-5 ページ） を参照して ください。 現在、 既存の機器にシャ ッ ト ダウンや異常に多い
エラー数が発生している場合、 障害の原因を分離し、 今後の問題を回避するためにこれらの注
意事項と推奨事項が役に立つ可能性があ り ます。

• ルータが動作する室内に適切な空気循環を確保します。 電子機器は放熱します。 適切な空
気循環がなければ、 室温では許容可能な動作温度まで機器が冷えない可能性があ り ます。

• 機器の損傷を防ぐために、 必ず 「静電破壊の防止」 セクシ ョ ン （2-4 ページ） に書かれてい
る静電気防止の手順に従って ください。 静電放電による損傷によって、 即時または断続的
な機器障害が発生する可能性があ り ます。

• シャーシ カバーとモジュールの背面パネルは必ず閉じて ください。 すべての空のネッ ト
ワーク  モジュール スロ ッ ト 、 インターフェイス  カード  スロ ッ ト 、 および電源ベイには、
フ ィ ラー パネルを装着する必要があ り ます。 シャーシは、 特別に設計された冷却スロ ッ ト
を通じて冷気が流れ込むよ うに設計されています。 カバーを付けていないシャーシは空気
が漏れ、 内部コンポーネン ト の空気循環が妨げられ、 減る可能性があ り ます。
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第 2 章      ルータ設置の準備

  電力に関する注意事項と要件
• バッフルは吸気から排気を分離する と きに役立ちます。 また、 シャーシ内に冷気を取り込
むためにも役立ちます。 バッフルの 適な配置は、 ラ ッ クのエアーフロー パターンによっ
て異な り ます。 適な配置はさまざまな構成で実験する こ とで見つける こ とができます。

• ラ ッ ク （特に閉鎖型ラ ッ ク） に設置された機器に障害が発生した場合、 可能であれば、 そ
の機器を操作してみて ください。 そのラ ッ ク （および隣接する ラ ッ ク） 内にある他の機器
の電源を切る こ とで、 大の冷気と ク リーン電力でルータをテス ト できます。

電力に関する注意事項と要件
設置場所の電源を調べ、 ク リーンな電力 （スパイ クやノ イズのない電力） が供給されている こ
と を確認して ください。 必要に応じて、 電力調整器を取り付けて ください。

AC 電源には次の機能があ り ます。

• 110 V または 220 V の動作を自動選択します。

• すべてのユニッ ト には 1.8 m （6 フ ィー ト ） の電源コードが含まれます （コンセン ト付近の
ラベルに、 ユニッ ト の正確な電圧、 周波数 （AC 電源システムのみ）、 電流引き込み、 消費
電力が記載されています）。

Cisco 2900 および 3900 シ リーズ ルータの電源要件については、 次の リ ンクで入手できる各
ルータ  モデルの仕様表を参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/access/2900/hardware/installation/guide/Overview.html#wp
1207121

ネッ トワーク  ケーブル接続の仕様
こ こでは、 Cisco 2900 および 3900 シ リーズ ISR の設置に必要なケーブルについて説明します。

• コンソールおよび補助ポート の考慮事項 （2-6 ページ）

• ネッ ト ワーク接続の準備 （2-8 ページ）

コンソールおよび補助ポートの考慮事項

ルータには非同期シ リ アル コンソール ポート と補助ポート が含まれます。 コンソールと補助
ポート によって、 コンソール ポート に接続されたコンソール端末を使用してルータにその場で
アクセスする こ とや、 補助ポート に接続されたモデムを使用して リモー ト  アクセスする こ とが
できます。 こ こでは、 ルータをコンソール端末またはモデムに接続する前に考慮する必要があ
る、 重要なケーブル接続情報について説明します。

コンソールと補助ポート の主な違いは、 補助ポートはハード ウェアのフロー制御をサポート
し、 コンソール ポートはサポート しない点です。 フロー制御によって、 送信側デバイス と受信
側デバイス間のデータ伝送のペースが調整されます。 フロー制御によって、 送信側デバイスが
追加データを送信する前に、 受信側デバイスは送信されたデータを取り込むこ とができます。
受信側デバイスのバッファに空きがない場合、 メ ッセージが送信側デバイスに送信され、 バッ
ファ内のデータが処理されるまで伝送は一時停止されます。 補助ポートはフロー制御をサポー
ト しているため、 高速伝送のモデム との併用に 適です。 コンソール端末は、 モデムよ り も
低速でデータを送信します。 そのため、 コンソール ポー ト はコンソール端末との併用に 適
です。
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第 2 章      ルータ設置の準備

  ネッ トワーク  ケーブル接続の仕様
コンソール ポートの接続

ルータには EIA/TIA-232 非同期 （RJ-45） および USB 5 ピン  ミ ニ タ イプ B、 2.0 準拠シ リ アル 
コンソール ポート の両方があ り ます。 コンソール ポート にはハード ウェア  フロー制御があ り
ません。 適切な終端のシールド  USB ケーブルが推奨されます。

EIA/TIA-232

使用されているケーブルとアダプタによって、 このポートはケーブルの終端で DTE または 
DCE デバイス と見なされます。 同時に 1 個のポート だけを使用できます。

コンソール ポート のデフォル ト  パラ メータは、 9600 ボー、 8 データ  ビッ ト 、 1 ス ト ップ ス
ロ ッ ト 、 およびパ リ テ ィなしです。 コンソール ポートはハード ウェア フロー制御をサポート
していません。 コンソール端末のインス トールの詳細については、 「コンソール端末またはモ
デムへの接続」 セクシ ョ ン （3-29 ページ） を参照して ください。

ケーブルとポート のピン配置については、 Cisco.com の 『Cisco Modular Access Router Cable 
Specifications』 を参照して ください。

USB シリアル コンソール

USB シ リ アル コンソール ポートは、 USB タ イプ A to 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B ケーブルを使
用して、 PC の USB コネク タに直接接続します。 USB コンソールはフル スピード （12Mb/s） の
動作をサポート しています。 コンソール ポートはハード ウェア フロー制御をサポート してい
ません。

（注） 必ず適切な終端のシールド  USB ケーブルを使用して ください。

コンソール ポート のデフォル ト  パラ メータは、 9600 ボー、 8 データ  ビッ ト 、 パ リ テ ィなし、
および 1 ス ト ップ スロ ッ ト です。 コンソール ポー ト はモード制御をサポー ト していません。
コンソール端末のインス トールの詳細については、 「コンソール端末またはモデムへの接続」
セクシ ョ ン （3-29 ページ） を参照して ください。

Microsoft Windows で操作する場合、 コンソール ポート に接続するすべての PC に、 Cisco 
Windows USB Console Driver をインス トールする必要があ り ます。 ド ラ イバがインス トールさ
れていない場合、 簡単なインス トール プロセスが案内されます。 Cisco Windows USB Console 
Driver のインス トールの詳細については、 「Cisco Microsoft Windows USB デバイス  ド ラ イバの
インス トール」 セクシ ョ ン （3-34 ページ） を参照して ください。

Cisco Windows USB Console Driver を使用する と、 Windows HyperTerminal の操作に影響を与え
る こ とな く、 コンソール ポート の USB を着脱できます。 Mac OS X または Linux の場合、 特別
なド ラ イバは必要あ り ません。

同時にアクテ ィブにできるのは 1 個のコンソール ポート だけです。 ケーブルを  USB コンソー
ル ポート に接続する と、 RJ-45 ポートは非アクテ ィブにな り ます。 反対に、 USB ケーブルを  
USB ポート から外すと、 RJ-45 ポートはアクテ ィブにな り ます。

USB コンソール ポート のボー レー トは、 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、
115200 bps です。

（注） 4 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コネク タは、5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コネク タ と混同しやす
いコネク タです。 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B だけがサポート されます。
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第 2 章      ルータ設置の準備

  ネッ トワーク  ケーブル接続の仕様
USB コンソール OS の互換性

• Windows 2000、 Window XP 32 ビッ ト 、 Windows Vista 32 ビッ ト

• Mac OS X Version 10.5.4 

• Redhat / Fedora Core 10 with kernel 2.6.27.5-117

• Ubuntu 8.10 with kernel 2.6.27-11 

• Debian 5.0 with kernel 2.6 

• Suse 11.1 with kernel 2.6.27.7-9

補助ポートの接続

ルータには、 フロー制御をサポートする  EIA/TIA-232 非同期シ リ アル ポート （RJ-45） があ り
ます。 使用されているケーブルとアダプタによって、 このポートはケーブルの終端で DTE ま
たは DCE デバイス と見なされます。

モデムに接続できるよ うに、 ルータには RJ-45-to-DB-25 アダプタ  ケーブルが付属しています
（Cisco 2901 ルータには、 DB-9-to-DB-25 アダプタ も付属しています）。

デバイスを補助ポート に接続する方法の詳細については、 「コンソール端末またはモデムへの
接続」 セクシ ョ ン （3-29 ページ） を参照して ください。

ケーブルとポート のピン配置については、 Cisco.com の 『Cisco Modular Access Router Cable 
Specifications』 を参照して ください。

ネッ トワーク接続の準備

ルータを設置する と きは、 その地域および国際的に適用される規制の内容に従って、 距離制限
と電磁干渉 （EMI） の可能性を考慮して ください。

ネッ ト ワーク接続の考慮事項は、 いくつかの種類のネッ ト ワーク  インターフェイスに合わせて
用意されています。 また、 次の項で説明されています。

• イーサネッ ト接続 （2-9 ページ）

• シ リ アル接続 （2-9 ページ）

• ISDN BRI 接続 （2-11 ページ）

• CSU/DSU 接続 （2-11 ページ）

ネッ ト ワーク接続およびインターフェイスの詳細については、 次のオンラ イン  ドキュ メ ン ト を
参照して ください。

• 『Cisco Modular Access Router Cable Specifications』

警告 感電を防ぐために、 安全超低電圧 （SELV） 回路を電話網電圧 （TNV） 回路に接続しないで く だ
さい。 LAN ポートには SELV 回路が、 WAN ポートには TNV 回路が組み込まれています。一部の 
LAN ポートおよび WAN ポートは RJ-45 コネクタを使用しています。 ステート メン ト  1021
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  ネッ トワーク  ケーブル接続の仕様
イーサネッ ト接続

IEEE は規格 IEEE 802.3 と して イーサネッ ト を規定しました。 Cisco 2900 シ リーズ ルータは次
のイーサネッ ト実装をサポート しています。

• 1000BASE-T ： カテゴ リ 5 以上のシールドなしツイス トペア （UTP） ケーブル上の 1000 
Mb/s 全二重方式伝送。 長 100 m （328 フ ィー ト ） のイーサネッ ト をサポー ト しています。

• 100BASE-T ： カテゴ リ 5 以上のシールドなしツイス トペア （UTP） ケーブル上の 100 Mb/s 
全二重方式伝送。 長 100 m （328 フ ィー ト ） のイーサネッ ト をサポート しています。

• 10BASE-T ： カテゴ リ 5 以上のシールドなしツイス トペア （UTP） ケーブル上の 10 Mb/s 全
二重方式伝送。 長 100 m （328 フ ィー ト ） のイーサネッ ト をサポート しています。

イーサネッ ト  ケーブル、 コネク タ、 およびピン配置については、 Cisco.com の 『Cisco Modular 
Access Router Cable Specifications』 を参照して ください。

シリアル接続

シ リ アル接続は WAN インターフェイス  カードおよびネッ ト ワーク  モジュールによって提供さ
れます。 デバイスをシ リ アル ポート に接続する前に、 次の情報を知っておく必要があ り ます。

• 同期シ リ アル インターフェイスに接続しているデバイスの種類 （Data Terminal Equipment
（DTE; データ端末装置） または Data Communications Equipment （DCE; データ通信装置））

• デバイスへの接続に必要なコネク タの種類 （オス型またはメ ス型）

• デバイスに必要な信号規格

シリアル接続の設定

非同期/同期シ リ アル ネッ ト ワーク  モジュールおよびシ リ アル WAN インターフェイス  カード
上のシ リ アル ポートは、 DB-60 コネク タを使用します。 使用しているシ リ アル ケーブルに
従って、 シ リ アル ポートは DTE または DCE と設定できます。

シリアル DTE または DCE デバイス

同期シ リ アル インターフェイス上で通信するデバイスは、 DTE または DCE デバイスです。
DCE デバイスには、 デバイス とルータ間の通信のペースを調整する ク ロ ッ ク信号が備わってい
ます。 DTE デバイスにはク ロ ッ ク信号があ り ません。 通常、 DTE デバイスは DCE デバイスに
接続します。 デバイスが DTE か DCE かについては、 デバイスに付属するマニュアルを参照し
て ください （一部のデバイスには、 DTE または DCE モードを選択するジャンパがあ り ます）。
表 2-1 は、 一般的な DTE および DCE デバイスの リ ス ト です。

表 2-1 一般的な DTE および DCE デバイス

Device Type 性別 一般的なデバイス

DTE オス型1

1. コネク タの基盤からピンが突き出ている場合、 そのコネク タはオス型です。

Terminal

PC

DCE メ ス型2

2. コネク タにピンを受け入れる穴がある場合、 そのコネク タはメ ス型です。

Modem

CSU/DSU

マルチプレクサ
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  ネッ トワーク  ケーブル接続の仕様
サポート される信号規格

ルータの同期シ リ アル ポートは、 EIA/TIA-232、 EIA/TIA-449、 V.35、 X.21、 および EIA-530 の
信号規格をサポート しています。 指定する規格に適したコネク タを備える  Cisco DB-60 シール
ド付きシ リ アル ト ランジシ ョ ン  ケーブルを注文できます。 接続するデバイスに使用する規格
については、 そのデバイスのマニュアルを参照して ください。 シールド付きシ リ アル ト ランジ
シ ョ ン  ケーブルのルータ側には DB-60 コネク タがあ り ます。 このコネク タは、 シ リ アル WAN 
インターフェイス  カード上の DB-60 ポート に接続します。 シ リ アル ト ランジシ ョ ン  ケーブル
のも う一方は、 指定する規格に適したコネク タに使用できます。

同期シ リ アル ポートは、 接続するケーブルに応じて、 DTE または DCE と設定できます （ただ
し、 EIA-530 は例外で、 DTE だけです）。

DTE と設定するすべてのシ リ アル ポート には、 CSU/DSU または他の DCE デバイスの外部ク
ロ ッキングが必要です。

独自のシ リ アル ケーブルを作成する こ とは推奨されませんが （DB-60 シ リ アル コネク タのピ
ン  サイズは小さいため）、 ケーブルのピン配置については、 『Cisco Modular Access Router Cable 
Specifications』 を参照して ください。

距離制限

シ リ アル信号は、 どのビッ ト  レー ト でも、 限られた距離を移動できます。 一般的に、 データ  
レー ト が遅く なるほど、 距離は長くな り ます。 すべてのシ リ アル信号は距離制限の影響を受け
ます。 距離制限を超える と、 信号は大幅に低下するか、 まった く届きません。

（注） シ リ アル WAN インターフェイス  カードだけが 128 Kbps を超えるビッ ト  レー ト をサポート で
きます。

表 2-2 は、 各シ リ アル インターフェイスの種類で推奨される 大速度と距離です。 ただし、 発
生する電気的な問題を理解し、 それを補正できる場合は、 記載されている値よ り も大きい速度
および距離で良好な結果が得られる こ と もあ り ます。 たとえば、 V.35 の推奨される 大レー ト
は 2 Mb/s ですが、 一般的に 4 Mb/s が使用されます。

バランスがとれたド ラ イバであれば、 EIA/TIA-449 信号は EIA/TIA-232 信号よ り も長距離を移
動します。 表 2-2 に示される  EIA/TIA-449 の推奨される距離制限は、 V.35、 X.21、 および 
EIA-530 にも有効です。 通常、 EIA/TIA-449 および EIA-530 は 2-Mb/s レー ト をサポート できま
す。 また、 V.35 は 4-Mb/s レー ト をサポー ト できます。

表 2-2 シリアル信号の伝送速度および距離

EIA/TIA-232 の場合の
距離 

EIA/TIA-449、 X.21、 V.35、 お
よび EIA-530 の場合の距離 USB の場合の距離

速度 （bps） フ ィート メートル フ ィート メートル フ ィート メートル

2400 200 60 4100 1250 16.4 5

4800 100 30 2050 625 16.4 5

9600 50 15 1025 312 16.4 5

19200 25 7.6 513 156 16.4 5

38400 12 3.7 256 78 16.4 5

56000 8.6 2.6 102 31 16.4 5

1544000 （T1） — — 50 15 16.4 5
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  ネッ トワーク  ケーブル接続の仕様
非同期 / 同期シリアル モジュール ボー レート

次のボー レー ト  リ ミ ッ ト は、 同期/非同期シ リ アル モジュールで見つかった低速のシ リ アル イ
ンターフェイスに適用されます。

• 非同期インターフェイス ： 大ボー レー トは 115.2 kbps です。

• 同期インターフェイス ： 大ボー レー トは 128-kbps 全二重です。

ISDN BRI 接続

BRI WAN インターフェイス  カードは ISDN BRI 接続を提供します。BRI モジュールおよび BRI 
WAN インターフェイス  カードは、 外部のネッ ト ワーク  ターミ ネータ  1 （NT1） を必要とする  
S/T インターフェイス、 または組み込みの NT1 がある  U インターフェイスで使用できます。

シャーシの任意の空きスロ ッ ト に BRI モジュールを装着できます。

警告 ユニッ トの電源がオフかオンかに関係な く 、 WAN ポートには危険なネッ トワーク間電圧があ
ります。 感電を防ぐため、 WAN ポートの近く で作業するときは注意して く ださい。 ケーブル
の接続を外すときは、 ユニッ ト側ではない方から先に取り外して く ださい。
ステート メン ト  1026

BRI WAN インターフェイス  カードを  ISDN に直接接続するには、 BRI ケーブル （付属していま
せん） を使用します。 表 2-3 は、 ISDN BRI ケーブルの仕様リ ス ト です。 また、 ピン配置につい
ては、 Cisco.com の 『Cisco Modular Access Router Cable Specifications』 を参照して ください。

CSU/DSU 接続

CSU/DSU WAN インターフェイス  カード （WIC） は、 switched-56-kbps 接続、 またはフル T1 ま
たは Fractionalized T1 接続のために使用できます。

CSU/DSU WIC の詳細については、 Cisco.com のオンラ イン  ドキュ メ ン ト を参照して ください。

表 2-3 ISDN BRI のケーブル仕様

仕様
High-Capacitance ケー
ブル

Low-Capacitance ケー
ブル

抵抗 （96 kHz の場合） 160 オーム /km 160 オーム /km

キャパシタンス
（1 kHz の場合）

120 nF1 /km

1. nF = nano Farad

30 nF/km

インピーダンス
（96 kHz の場合）

75 オーム 150 オーム

ケーブルの直径 0.6 mm （0.024 インチ） 0.6 mm （0.024 インチ）

距離制限 10 m （32.8 フ ィー ト ） 10 m （32.8 フ ィー ト ）
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第 2 章      ルータ設置の準備

  設置およびメンテナンスに必要な道具および機器
設置およびメンテナンスに必要な道具および機器

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030 

警告 この装置の設置および保守は、 保守担当者 （AS/NZS 3260 で定義） が行って く ださい。 この装
置を誤って汎用コンセン トに接続すると危険な場合があります。 主電源コネクタの電源を抜く
前、 ハウジングが開いている間、 または主電源コネクタの電源を抜く前でハウジングが開いて
いる間に、 通信回線を切断する必要があります。 ステート メン ト  1043 

ルータおよびそのコンポーネン ト の設置およびアップグレードには、 次の道具と機器が必要
です。

• 静電気防止用のコード と リ ス ト  ス ト ラ ップ

• No.2 プラス  ド ラ イバ

• Torx T-15 ド ラ イバ

• Phillips ド ラ イバ ： 小型 4 ～ 5 mm （3/16 インチ）、 中型 6 ～ 7 mm （1/4 インチ） 

– モジュールの装着または取り外しのため

– メモ リや他のコンポーネン ト をアップグレードする場合、 カバーを取り外すため

• ラ ッ クに合う ネジ

• ワイヤ ク リ ンパ

• シャーシに接続するアース線

– AWG 6 （13 mm2） のアース線 （NEBS 準拠シャーシ アースの場合）

– AWG 14 （2 mm2） 以上のアース線 （NEC 準拠シャーシ アースの場合）

– AWG 18 （1 mm2） 以上のアース線 （EN/IEC 60950 準拠シャーシ アースの場合）

• NEC 準拠アースについては、 ユーザが準備する適切な内径 5 ～ 7 mm （1/4 インチ） の リ ン
グ端子

さ らに、 使用する予定のモジュールの種類によっては、 外部ネッ ト ワークにポート を接続する
ために次の機器が必要です。

• WAN および LAN ポー ト （構成によって異な り ます） に接続するためのケーブル

（注） ケーブルの仕様の詳細については、Cisco.com の 『Cisco Modular Access Router Cable 
Specifications』 を参照して ください。

• イーサネッ ト （LAN） ポー ト に接続するために、 イーサネッ ト  ハブまたはネッ ト ワーク  イ
ンターフェイス  カードを搭載した PC。

• 9600 ボー、 8 データ  ビッ ト 、 1 ス ト ップ ビッ ト 、 フロー制御なし、 およびパリ テ ィなしに
設定されているコンソール端末 （ASCII 端末、 または HyperTerminal や同様の端末エ ミ ュ
レーシ ョ ン  ソフ ト ウェアを実行する  PC）。

• 管理者による リ モー ト  アクセスのために補助ポート に接続するモデム （任意）。

• シ リ アル インターフェイスに適したデータ  サービス  ユニッ ト （DSU） またはチャネル 
サービス  ユニッ ト （CSU） /データ  サービス  ユニッ ト （DSU）。
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第 2 章      ルータ設置の準備

  インス ト レーシ ョ ン  チェ ック リス ト
• 組み込みの CSU がない CT1/PRI モジュールの場合、 外部 CSU。

• ISDN BRI S/T インターフェイスの場合、 NT1 デバイス （サービス  プロバイダーが提供して
いない場合）。

インストレーショ ン チェ ックリスト
サンプルのインス ト レーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト には、 新しいルータの設置に必要な項目と手順
が記載されています。 このチェ ッ ク リ ス ト をコピーし、 完了したと きにエン ト リにマークを付
けて ください。 サイ ト  ログ （次の項 「サイ ト  ログの作成」 を参照） に、 各ルータのチェ ッ ク
リ ス ト のコピーを含めます。

サイ ト のインス ト レーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト _______________________________________

ルータ名_______________________________________________________

タスク 確認者 日付

インス ト レーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト をコピーする

サイ ト  ログに背景説明を記録しました

設置場所の電源電圧の確認

設置場所の電源チェ ッ ク完了

必要な道具を用意しました

追加の機器を用意しました

ルータを受け取り ました

ルータのク イ ッ ク  スター ト  ガイ ドを受け取り ました

『Regulatory Compliance and Safety Information for Cisco 
2900 Series Integrated Services Routers』 または
『Regulatory Compliance and Safety Information for Cisco 
3900 Series Integrated Services Routers』 を受け取り
ました

製品登録カードを受け取り ました

Cisco.com の連絡先情報のラベルを受け取り ました

シャーシの部品を確認しました

初の電源投入成功

ASCII 端末 （ローカル設定の場合） またはモデム
（ リ モー ト設定の場合） を使用できます

信号の距離制限を確認する

起動シーケンス手順完了

初期動作を確認する

ソフ ト ウェア  イ メージを確認しました
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第 2 章      ルータ設置の準備

  サイ ト  ログの作成
サイ ト  ログの作成
サイ ト  ログは、 ルータに関連するすべての動作の記録と して役立ちます。 タス クを実行する誰
でも利用できるよ うに、 シャーシ周辺の使いやすい場所に保管して ください。 ルータの設置お
よびメ ンテナンスの手順を確認するには、 インス ト レーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト を使用します。
サイ ト  ログには次のよ う な情報を記載できます。

• 設置の進捗 ： インス ト レーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト のコピーを作成し、 サイ ト  ログに挿入し
ます。 各手順が完了したと きにエン ト リ を作成します。

• アップグレードおよびメ ンテナンス手順 ： 進行中のルータのメ ンテナンスおよび拡張履歴
の記録と してサイ ト  ログを使用します。 サイ ト  ログには次のよ う なイベン ト を含める こ と
もできます。

– ネッ ト ワーク  モジュールの装着

– ネッ ト ワーク  モジュールおよび他のアップグレードの取り外しまたは交換

– 設定変更

– メ ンテナンスのスケジュールと要件

– 実行したメ ンテナンス手順

– 間欠的な問題

– コ メ ン ト と メモ

輸送による損傷についてすべての項目を検査します。 損傷が見つかった場合、 またはルータの
設置や設定に問題がある場合には、 製品を購入された代理店に連絡してください。 保証、 保守、
およびサポート情報は、 ルータに付属のクイ ッ ク  スタート  ガイ ドまたは本マニュアルの 「はじ
めに」 を参照して ください。 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート 」 セクシ ョ ン
（-xvii ページ） を参照して ください。
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Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリ
C H A P T E R 3

ルータの設置と接続

こ こでは、 Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ サービス統合型ルータ （ISR） を  
LAN、 WAN、 および音声ネッ ト ワークに設置および接続する方法について説明します。 こ こ
では、 技術的な詳細情報について説明します。

• 設置に関する要件と警告 （3-1 ページ）

• 必要な知識 （3-3 ページ）

• はじめる前に （3-4 ページ）

• ルータの開梱 （3-5 ページ）

• ルータの設置 （3-5 ページ）

• シャーシのアース接続 （3-15 ページ）

• 電源の接続 （3-18 ページ）

• コンソール端末またはモデムへの接続 （3-29 ページ）

• Cisco Microsoft Windows USB デバイス  ド ラ イバのインス トール （3-34 ページ）

• Cisco Microsoft Windows USB ド ラ イバのインス トール （3-36 ページ）

• 補助ポートへの接続 （3-37 ページ）

• WAN、 LAN、 および音声インターフェイス （3-40 ページ）

設置に関する要件と警告

警告 このマニュアルに記載されている警告の各国語版については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for Cisco 2900 Series Integrated Services Routers』 または 『Regulatory 
Compliance and Safety Information for Cisco 3900 Series Integrated Services Routers』 を参照して く
ださい。 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く
ださい。 ステート メン ト  1030

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028
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第 3 章      ルータの設置と接続

  設置に関する要件と警告
警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

警告 ユニッ トの電源がオフかオンかに関係な く 、 WAN ポートには危険なネッ トワーク間電圧があ
ります。 感電を防ぐため、 WAN ポートの近く で作業するときは注意して く ださい。 ケーブル
の接続を外すときは、 ユニッ ト側ではない方から先に取り外して く ださい。
ステート メン ト  1026

警告 この装置は、 アースさせる必要があります。 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正
し く取り付けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かどうかはっ
きり しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。
ステート メン ト  1024

警告 TNV に接触しないように、 シャーシを開く前に電話線を取り外して く ださい。
ステート メン ト  1041

警告 バスタブ、 洗面台、 台所のシンク、 洗濯機の周辺や、 湿度の高い地下室、 スイ ミング プール
の近く など、 水のある場所の近く では、 この製品を使用しないで く ださい。
ステート メン ト  1035

警告 防水設計されていない電話ジャックは、 湿気の多い場所に取り付けないで く ださい。
ステート メン ト  1036

警告 電話回線がネッ トワーク  インターフェイスから切り離されている場合以外、 絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、 触れないで く ださい。 ステート メン ト  1037

警告 雷雨時には電話 （コードレス型を除く ） を使用しないで く ださい。 雷によって感電する危険性
があります。 ステート メン ト  1038

警告 ガス漏れを報告するには、 ガス漏れの近く で電話を使用しないで く ださい。
ステート メン ト  1039

警告 この装置は、 立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。 立ち入りが制限された
場所とは、 特殊なツール、 ロックおよびキー、 または他のセキュリテ ィ手段を使用しないと入
室できない場所を意味します。 ステート メン ト 1017
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第 3 章      ルータの設置と接続

  必要な知識
警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。
ステート メン ト  1029

警告 カバーは製品の安全設計のために不可欠な部品です。 カバーを装着しない状態でユニッ ト を操
作しないで く ださい。 ステート メン ト  1077

必要な知識

CLI コンソール アクセス

ルータ上の Cisco Internet Operating System （IOS） CLI にアクセスし、 設定タス クを実行する
には、 ルータ上の新しい USB コンソール ポー ト を使用します。 ルータ と  PC 間で通信を確立
するには、 Microsoft Windows HyperTerminal などの端末エ ミ ュレーシ ョ ン  プログラムが必要
です。 手順については、 「コンソール端末またはモデムへの接続」 セクシ ョ ン （3-29 ページ）
を参照して ください。

（注） Microsoft Windows USB ド ラ イバをインス トールしてから、 ルータ と  PC の間に物理的
な接続を確立する必要があ り ます。

スロッ ト番号とポート番号

Cisco 2900 シ リーズおよび 3900 シ リーズ ISR にはポート と新しいスロ ッ ト が組み込まれまし
た。 新しいスロ ッ トは、 拡張高速 WAN インターフェイス  カード （EHWIC）、 内部サービス  モ
ジュール （ISM）、 パケッ ト音声データ  モジュール （PVDM3）、 およびサービス  モジュール
（SM） とい う新しいモジュールと インターフェイス  カードに対応しています。 スロ ッ ト とポー
ト のナンバリ ングについては、 「スロ ッ ト 、 ポー ト 、 およびインターフェイスの情報」 セク
シ ョ ン （1-28 ページ） を参照して ください。

ソフ トウェア ライセンス

シスコのサービス統合型ルータで次の機能を使用するには、 ソフ ト ウェア  パッケージを購入す
る必要があ り ます。

• Gatekeeper

• IPS （サブス ク リプシ ョ ン）

• SSL_VPN （カウン ト済み）

• SNA 切り替え

詳細については、 「ルータのソフ ト ウェア  ラ イセンスの取得」 セクシ ョ ン （6-1 ページ） を参照
して ください。
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  はじめる前に
はじめる前に
シスコのサービス統合型ルータを設置および接続する前に、 安全性に関する警告を読み、 次の
道具と機器を用意します。

• 静電気防止用のコード と リ ス ト  ス ト ラ ップ

• No.2 プラス  ド ラ イバ

• マイナス  ド ラ イバ ： 小型 4 ～ 5 mm （3/16 インチ）、 中型 6 ～ 7 mm （1/4 インチ）

– モジュールの装着または取り外しのため

– メモ リや他のコンポーネン ト をアップグレードする場合、 カバーを取り外すため

• ラ ッ クに合う ネジ

• ワイヤ ク リ ンパ

• シャーシに接続するアース線

– AWG 6 （13 mm2） のアース線 （NEBS 準拠シャーシ アースの場合）

– AWG 14 （2 mm2） 以上のアース線 （NEC 準拠シャーシ アースの場合）

– AWG 18 （1 mm2） 以上のアース線 （EN/IEC 60950 準拠シャーシ アースの場合）

• NEC 準拠アースについては、 ユーザが準備する適切な内径 5 ～ 7 mm （1/4 インチ） の リ ン
グ端子

さ らに、 使用する予定のモジュールの種類によっては、 外部ネッ ト ワークにポート を接続する
ために次の機器が必要です。

• WAN および LAN ポー ト （構成によって異な り ます） に接続するためのケーブル

（注） ケーブルの仕様の詳細については、Cisco.com の 『Cisco Modular Access Router Cable 
Specifications』 を参照して ください。

• イーサネッ ト （LAN） ポー ト に接続するために、 イーサネッ ト  ハブまたはネッ ト ワーク  イ
ンターフェイス  カードを搭載した PC。

• 9600 ボー、 8 データ  ビッ ト 、 1 ス ト ップ ビッ ト 、 フロー制御なし、 およびパリ テ ィなしに
設定されているコンソール端末 （ASCII 端末、 または HyperTerminal や同様の端末エ ミ ュ
レーシ ョ ン  ソフ ト ウェアを実行する  PC）。

• 管理者による リ モー ト  アクセスのために補助ポート に接続するモデム （任意）。

• シ リ アル インターフェイスに適したデータ  サービス  ユニッ ト （DSU） またはチャネル 
サービス  ユニッ ト （CSU） /データ  サービス  ユニッ ト （DSU）。

• 組み込みの CSU がない CT1/PRI モジュールの場合、 外部 CSU。

• ISDN BRI S/T インターフェイスの場合、 NT1 デバイス （サービス  プロバイダーが提供して
いない場合）。
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの開梱
ルータの開梱
ルータを設置する準備が整う まで、 ルータは開梱しないでください。 しばら くの間、 終的な
設置場所の準備が整わない場合、 不慮の損傷を防ぐために、 輸送用の箱にシャーシを保管して
おきます。 ルータを設置する準備が整ったら、 開梱を進めます。

注文したルータ、 アクセサ リ  キッ ト 、 マニュアル、 およびオプシ ョ ンの機器によっては、 複数
の箱で納品される こ とがあ り ます。 開梱する と きは、 納品書を確認して、 リ ス ト のアイテムが
すべて送付されている こ と を確認します。

ルータの設置
サービス  モジュール、 インターフェイス  カード、 および FRU を装着する必要がある場合、
ルータ設置前または設置後にそれらを装着できます。 理想的には、 ルータの背面を操作しやす
いと きにモジュールと インターフェイス  カードを装着します。 内部サービス  モジュール
（ISM） およびパケッ ト音声データ  モジュール （PVDM） などの内部モジュールと  FRU、 およ
びファン  ト レイは、 ラ ッ クの設置前に装着する必要があ り ます。 「内部モジュールおよび FRU 
の装着とアップグレード」 セクシ ョ ン （5-1 ページ） を参照して ください。

ルータのインス トールには 3 つの方法があ り ます。

• ラ ッ クへのシャーシの設置 （3-5 ページ）

• デスク ト ップへのシャーシの設置 （3-12 ページ）

• Cisco 2901 または 2911 ルータの壁面取り付け （3-13 ページ）

警告 オン/オフ  スイッチのあるシステムで作業をするときは、 事前に電源をオフにし、 電源コード
を取り外して く ださい。 ステート メン ト  1

注意 シャーシの損傷を防ぐために、 前面のプラスチッ ク  パネルを持ってシャーシを持ち上げた り、
傾けた り しないでください。 必ずシャーシの金属の本体の側面を持って ください。

ラックへのシャーシの設置

Cisco 2900 シ リーズおよび 3900 シ リーズ ルータは、 19 インチ （48.26 cm） EIA および 23 イン
チ （58.42 cm） の Southwestern Bell Corporation （SBC） ラ ッ クに設置できます。 また、 Cisco 
3900 シ リーズ ルータは 600 mm ETSI ラ ッ クにも設置できます。 19 インチ EIA ラ ッ クにシャー
シを設置するには、 ルータに同梱されている標準の金具を使用します。 19 インチ SBC ラ ッ ク
にシャーシを設置するには、 オプシ ョ ンの大きな金具を注文できます。

ルータは次のよ うに設置できます。

• 中央前面の設置 ： 前面パネルだけを正面に向け、 シャーシの中央前部に金具を取り付け
ます。

• 中央背面の設置 ： 背面パネルだけを正面に向け、 シャーシの中央後部に金具を取り付け
ます。

• 前面の設置 ： 前面パネルを正面に向け、 シャーシの前面に金具を取り付けます。

• 背面の設置 ： 背面パネルを正面に向け、 シャーシの背面に金具を取り付けます。
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの設置
Cisco 2901 ルータへのラック取り付け金具の取り付け

Cisco 2900 シ リーズ ルータの場合、 4 個の No.8 フラ ッ トヘッ ド  ネジを使用して、各金具の長い
側をルータに取り付けます。Cisco 3900 シ リーズ ルータの場合、 4 個の No.6 フラ ッ トヘッ ド  ネ
ジを使用して、 各金具の長い側をルータに取り付けます。

図 3-1 は、 前面パネルを正面に向けて、 ルータの側面に金具を取り付ける方法を示しています。

図 3-1 前面の設置に対応する金具の取り付け

図 3-2 は、 背面パネルを正面に向けて、 ルータの側面に金具を取り付ける方法を示しています。

図 3-2 背面の設置に対応する金具の取り付け

図 3-3 は、 中央の設置で、 ルータの側面に金具を取り付ける方法を示しています。

図 3-3 中央の設置に対応する金具の取り付け
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの設置
Cisco 2911、 Cisco 2921、 および Cisco 2951 ルータへのラック取り付け金具の取り付け

付属のネジを使用し、 図 3-4 から図 3-7 を参照して、 ルータ  シャーシにラ ッ ク取り付け金具を
取り付けます。

注意 ネジは締めすぎないよ うにします。 推奨される トルクは 15 ～ 18 インチ ポンド （1.7 ～ 2.0 N-m）
です。

2 個目の金具をシャーシの反対側に取り付けます。 No.2 プラス  ド ラ イバを使用して No.8 金具
ネジを取り付けます。

注意 シャーシの取り付けには、 シャーシを冷却するために通気をよ くする必要があ り ます。

図 3-4 前面の設置に対応する金具の取り付け

図 3-5 中央前面の設置に対応する金具の取り付け
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの設置
図 3-6 背面の設置に対応する金具の取り付け

図 3-7 中央背面の設置に対応する金具の取り付け

Cisco 3900 シリーズ ルータへのラック取り付け金具の取り付け

付属のネジを使用し、図 3-8 から図 3-11 を参照して、ルータ  シャーシにラ ッ ク取り付け金具を
取り付けます。

注意 ネジは締めすぎないよ うにします。 推奨される トルクは 8 ～ 10 インチ ポンド （0.9 ～ 1.12 
N-m） です。

2 個目の金具をシャーシの反対側に取り付けます。 No.2 プラス  ド ラ イバを使用して No.6 金具
ネジを取り付けます。

注意 シャーシの取り付けには、 シャーシを冷却するために通気をよ くする必要があ り ます。
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの設置
図 3-8 前面の設置に対応する金具の取り付け

図 3-9 中央前面の設置に対応する金具の取り付け

図 3-10 背面の設置に対応する金具の取り付け
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの設置
図 3-11 中央背面の設置に対応する金具の取り付け

ラ ックへのルータの設置

ラ ッ ク取り付け金具をルータのシャーシに取り付けたら、 ラ ッ クに付属するネジを使用して、
シャーシをラ ッ クに設置します （図 3-12 を参照）。

ヒン ト 23 インチ SBC 金具の場合、 下方のネジのペアから始め、 上方のネジのペアを挿入しながら、
下方のネジに金具を取り付けます。

ヒン ト 金具のネジ穴は、 ラ ッ クのネジ穴の 1 個おきのペアに合わせて間隔が開いています。 正しいネ
ジ穴を使用する と、 金具の小さなネジ穴がラ ッ クの未使用のネジ穴とそろいます。 小さな穴が
ラ ッ クの穴とそろわない場合、 次のラ ッ クの穴に合わせて金具を上下する必要があ り ます。
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警告 ラックへのユニッ トの設置や、 ラ ック内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防
ぐため、 システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認して く ださい。 安全を確
保するために、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メン ト  1006
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの設置
警告 怪我またはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 ファン、 またはカードな
ど） のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりすることは絶対に避けて く ださ
い。 これらのハンドルは、 シャーシの重さを支えるようには設計されていません。
ステート メン ト  1032

注意 冷気が回るよ うに、 ラ ッ クの各ルータの上下にスペースを確保して ください。

図 3-12 は、 ラ ッ クの一般的な設置を示しています。

図 3-12 ラックへのシャーシの設置 （一般的）

図 3-13 は、 シャーシの背面を正面に向けた設置を示しています。

図 3-13 ラックへのシャーシの設置 （背面を正面に向ける）
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  ルータの設置
シャーシのアース接続

ルータの設置後は、 シャーシを適切なアースに接続する必要があ り ます。 シャーシのアース接
続手順については、 「シャーシのアース接続」 セクシ ョ ン （3-15 ページ） をご覧ください。

デスク ト ップへのシャーシの設置

Cisco 2901、 Cisco 2911、 および Cisco 3900 シ リーズ ルータは、 デスク ト ップまたはシェルフに
設置できます。

（注） モデル 2921 以降は、 デス ク ト ップへの設置は推奨されません。

Cisco 2901 または 2911 ルータをデス ク ト ップに設置するには、 まずアクセサ リ  キッ ト に同梱
されている  4 個のゴム製の脚を設置します。 これらの脚は、 滑り止めと通気の空間と して役立
ちます。 粘着シー ト からゴム製の脚をはがし、 シャーシの底にある  “+” マークに貼り付けま
す。

警告 怪我またはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 ファン、 またはカードな
ど） のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりすることは絶対に避けて く ださ
い。 これらのハンドルは、 シャーシの重さを支えるようには設計されていません。
ステート メン ト  1032

注意 ルータの上部に 4.5 kg （10 ポンド） 以上のものを置かないでください。 また、 卓上に複数の
ルータを重ねて置かないでください。 10 ポンドを超える過度分散重量、 または上部の 10 ポン
ドの ポンドポイン ト負荷は、 支障をきたす可能性があ り ます。

注意 シャーシの取り付けには、 シャーシを冷却するために通気をよ くする必要があ り ます。 デス
ク ト ップにルータを設置する場合、 冷却気の取入れ口や排気口とは別に、 少な く と も  2.54 cm
（1 インチ） の空間を空けます。

ルータの設置後は、 シャーシを適切なアースに接続する必要があ り ます。 シャーシのアース接
続手順については、 「シャーシのアース接続」 セクシ ョ ン （3-15 ページ） をご覧ください。
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第 3 章      ルータの設置と接続

  ルータの設置
Cisco 2901 または 2911 ルータの壁面取り付け

こ こでは、 Cisco 2901 および Cisco 2911 ルータを壁または他の垂直な面に取り付ける方法につ
いて説明します。 Cisco 2921、 2951、 または Cisco 3900 シ リーズ ルータの壁面取り付けは推奨
されません。

次の警告は Cisco 2901 および 2911 ルータに適用されます。

警告 この装置は壁面に取り付けることができます。 取り付け作業を開始する前に、 壁面取り付け手
順の説明をお読みく ださい。 適切なハードウェアを使用しなかった場合、 または、 正しい手順
に従わなかった場合は、 人体に危険が及んだり、 システムが破損したりする可能性がありま
す。 ステート メン ト  248

ヒン ト 壁面取り付けを選択する場合は、 ケーブルの長さや壁の構造に注意して ください。

（注） Cisco 2901 および Cisco 2911 ルータは、 19 インチ EIA ラ ッ ク取り付け用に設計された金具を使
用します。 金具には部品番号 700-16559-01 が示されています （図 3-15 を参照）。

ルータを壁面に取り付ける場合の金具の取り付け

標準の金具をシャーシに取り付けます。 このと き、 金具に付属している  4 個のネジを使用し
ます。

ルータの壁面取り付け

前に取り付けた金具を使用して、 ルータを壁に取り付けます。 用意した取り付けハード ウェア
を次のよ うに使用します。

• 壁のスタ ッ ドに取り付ける場合、 各金具には 10 番ワ ッシャ付きの 10 番木ネジ （丸ネジま
たは平ネジ） が 2 個、 または 10 番のワ ッシャヘッ ド  ネジが必要です。 ネジは、 支えとなる
木製または金属製のスタ ッ ドに、 38.1 mm （1.5 インチ） 以上差し込めるだけの長さが必要
です。

• 中空壁面に取り付ける場合は、 各金具にワ ッシャ付きの壁アンカーが 2 個必要です。 壁ア
ンカーおよびワ ッシャのサイズは 10 番にする必要があ り ます。

• コネク タまたは取り付けハード ウェアを引っ張らないよ うにケーブルを配線します。

• ルータを壁面取り付けする場合は、 NEBS エアー バッフル （Cisco 2911） を使用しないでく
ださい。

注意 この装置は壁面に取り付ける こ とができます。 取り付け作業を開始する前に、 壁面取り付け手
順の説明をお読みください。 適切なハード ウェアを使用しなかった場合、 または、 正しい手順
に従わなかった場合は、 人体に危険が及んだり、 システムが破損した りする可能性があ り ます。

注意 ルータの電源接続部が下向きになるよ うに取り付ける必要があ り ます。 そ う しないと、 火災の
原因になる可能性があ り ます。
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  ルータの設置
図 3-14 および図 3-15 は一般的な壁面取り付けを示しています。

図 3-14 2901 シャーシの壁面取り付け

図 3-15 2911 シャーシの壁面取り付け

ルータの設置後は、 シャーシを適切なアースに接続する必要があ り ます。 シャーシのアース接
続手順については、 「シャーシのアース接続」 セクシ ョ ン （3-15 ページ） をご覧ください。
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第 3 章      ルータの設置と接続

  シャーシのアース接続
シャーシのアース接続

警告 This equipment must be grounded. 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正し く取り付
けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かどうかはっきり しない
場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。 ステート メン ト  1024

警告 作業中は、 カードの静電破壊を防ぐため、 必ず静電気防止用リスト  スト ラ ップを着用して く
ださい。 感電する危険があるので、 手や金属工具がバックプレーンに直接触れないようにして
く ださい。 ステート メン ト  94

シャーシを適切なアースに接続する必要があ り ます。 アース線は、 地域の安全基準に従って取
り付ける必要があ り ます。

• NEBS 準拠のアースの場合、 アクセサ リ  キッ ト に同梱されているサイズ  6 AWG （13 mm2）
の銅線およびアース  ラグを使用します。

（注） NEBS 準拠のアースは、 Cisco 2901 ルータではサポート されていません。

（注） この機器は、 ネッ ト ワーク  テレコ ミ ュニケーシ ョ ン施設や NEC が適用される場所
での設置に適しています。 また、 Common Bonding Network （CBN; 共通ボンディ ン
グ網） の一部と しての設置にも適しています。

• NEC 準拠アースの場合は、 14 AWG （2 mm2） 以上のサイズの銅線とユーザが準備する適切
な内径 5 ～ 7 mm （1/4 インチ） の リ ング端子を使用して ください。

• EN/IEC 60950 準拠のアースの場合、 サイズ 18 AWG （1 mm2） 以上の大きな銅線と適切な リ
ング端末を用意します。

Cisco 2900 または Cisco 3900 シ リーズ  ルータのアース接続を行 う には、 次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 アース  ラグまたはアース端子に合わせて、 アース線の端の被覆を必要な長さだけ取り除き
ます。

• NEBS アース  ラグの場合 ： 約 20 mm （0.75 インチ）

• ユーザが用意した リ ング端末の場合 ： 必要に応じて

ステップ 2 適切なサイズのク リ ンパを使用して、 アース線をアース  ラグまたは リ ング端末に圧着します。

ステップ 3 アース  ラグまたは リ ング端子をシャーシに取り付けます （図 3-16、 図 3-17、 図 3-18、
図 3-18、 または図 3-19 を参照）。 アース  ラグの場合は、 非脱落型ロ ッキング  ワ ッシャ付きの
ネジを  2 個使います。 リ ング端子の場合は、 付属ネジを  1 個使います。 8 ～ 10 インチ ポンド
（0.9 ～ 1.1 ニュー ト ン  メー トル） の トルクでネジを締めます。
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  シャーシのアース接続
図 3-16 Cisco 2901 シャーシでリング端末を使用したシャーシのアース接続

図 3-17 Cisco 2911 シャーシでの NEBS 準拠シャーシのアース接続
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  シャーシのアース接続
図 3-18 Cisco 2921 または Cisco 2951 シャーシでの NEBS 準拠シャーシのアース接続 

図 3-19 Cisco 3900 シリーズ シャーシでのシャーシのアース接続

ステップ 4 アース線の反対側の端を、 確実にアースできる接地点に接続します。
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  電源の接続
電源の接続
こ こでは、 AC または DC 電源を  Cisco 2900 シ リーズ ルータに接続する方法について説明しま
す内容は次のとおりです。

• AC 電源への接続 （3-18 ページ）

• DC 電源への接続 （3-19 ページ）

• バッ クアップ電源への接続 （3-29 ページ）

警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。 ステート メン ト  1004

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

（注） 設置は、 設置場所に適用される必須の電気工事規格すべてに準拠する必要があ り ます。

AC 電源への接続

ルータが AC 電源を使用する場合、 過電流保護機能付きの 15 A、 120 VAC （10 A、 240 VAC） 回
路に接続します。 バッ クアップ電源が必要な場合、 「バッ クアップ電源への接続」 セクシ ョ ン
（3-29 ページ） を参照して ください。

（注） AC 電源の入力電圧の許容限度は 90 および 264 VAC です。

（注） この製品は、 設置する建物に電力サージ保護機構が備わっている こ と を前提に設計されてい
ます。 電磁適合性と安全性に関する  Telcordia GR-1089 NEBS 標準に準拠するために、 AC 電源
供給装置に外部 Surge Protective Device （SPD; サージ保護デバイス） を取り付ける必要があ り
ます。

警告 AC に接続するユニッ トは、 電源コードのアース線の他に、 永続的なアース接続が必要です。
NEBS 準拠のアース接続はこの要件を満たしています。 ステート メン ト  284

警告 この製品は、 設置する建物に回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。 一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。
ステート メン ト  1045
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警告 この製品は、 設置する建物にシ ョート （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。 保護対象の装置は次の定格を超えないようにします。
15A、 120VAC （16A、 240VAC） ステート メン ト  1005

DC 電源への接続

ルータに DC 入力電源装置が装備されている場合は、 次の手順に従って正しい配線を行って く
ださい。 DC 入力電源装置を装備したルータには、 DC 電源接続のための端子ブロ ッ クがあ り ま
す。 バッ クアップ電源が必要な場合、 「バッ クアップ電源への接続」 の項を参照して ください。

• Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータの DC 配線に関する要件 （3-19 ページ）

• Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータの DC 入力の配線手順 （3-20 ページ）

• Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータでの二重 DC 電源構成に対して承認されるシナ リオ
と承認されないシナ リオ （3-23 ページ）

• Cisco 3900 シ リーズ ルータの DC 配線要件 （3-24 ページ）

注意 DC 戻り線は、 フレームから分離されています。 （NEBS DC-I）

警告 この製品は、 設置する建物に回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。 一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。
ステート メン ト  1045 

警告 この製品は設置する建物に回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計され
ています。 保護対象の装置は次の定格を超えないようにします。
60 VDC、 20 A。
ステート メン ト  1005 

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

警告 必ず銅の導体を使用して く ださい。 ステート メン ト  1025 

Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータの DC 配線に関する要件

DC 入力電源装置を使用する  Cisco 2911、 Cisco 2921、 Cisco 2951 ルータの電源接続には、 銅線
および圧着タイプの端子が必要です。 表 3-1 および表 3-2 に、 配線に関する要件を示します。

DC 電源が 1 つの場合は、 A 入力または B 入力のどちらに電源を接続してもかまいません。 電
源が 2 つある場合は、 一方の電源を  A 入力に、 も う一方の電源を  B 入力に接続して ください。
電源は両方と も同じ極性で、 同じ電圧でなければな り ません。
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Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータの DC 入力の配線手順

ルータを  DC 電源に接続するには次の手順を実行します。

ステップ 1 DC 回路から電源を切断し ます。 DC 回路から確実に電源を切断するには、 DC 回線に対応す
る回路ブレーカーを特定し、 回路ブレーカーを  OFF の位置に切り替えます。

警告 地域および国の法律 （Title 29 CFR Part 1910.147 など） に従って企業で定義された適切なロック
アウト /タグアウトの手順に従って く ださい。

警告 次の手順を実行する前に、 DC 回路に電気が流れていないことを確認して く ださい。
ステート メン ト  1003

警告 必ず銅の導体を使用して く ださい。 ステート メン ト  1025

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

表 3-1 Cisco 2911 ルータの DC 配線に関する要件 

DC 電源入力 
DC 入力線
のサイズ

保護アース線
のサイズ 

導線端子
（ラグ） 過電流保護 

24 ～ 36 VDC、 11 A、
プラスまたはマイナ
ス、 シングル電源ま
たはデュアル電源 

AWG 14
（2.0 mm2） 

AWG 14 （2.0 
mm2） （ 小）

Amp/Tyco 
No. 32957

大 20 A 

36 ～ 60 VDC、 4 A、
プラスまたはマイナ
ス、 シングル電源ま
たはデュアル電源 

表 3-2 Cisco 2921 および Cisco 2951 ルータの DC 配線に関する要件 

DC 電源入力 
DC 入力線
のサイズ

保護アース線
のサイズ 

導線端子
（ラグ） 過電流保護 

24 ～ 36 VDC、 17 A、
プラスまたはマイナ
ス、 シングル電源ま
たはデュアル電源 

AWG 14
（2.0 mm2） 

AWG 14 （2.0 
mm2） （ 小）

Amp/Tyco 
No. 32957

大 20 A

36 ～ 60 VDC、 7 A、
プラスまたはマイナ
ス、 シングル電源ま
たはデュアル電源 
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ヒン ト この装置を設置する と きは、 配線作業の邪魔にならないよ うに、 すべての電源コードを固定し
て ください。

警告 より線が必要な場合は、 認定された導線端子 （閉回路、 くわ型など） および上向きのラグを使
用して く ださい。 これらの端子は導線に適したサイズのものを使用し、 絶縁体と導体の両方に
圧着する必要があります。 ステート メン ト  1002

ステップ 2 導線を端子に適した長さだけ、 むき出しにします。 Amp/Tyco No. 32957 端末の場合、 むき出し
にする長さは 5/64 ～ 1/8 インチ （2 ～ 4 mm） です。

ステップ 3 端子を電源入力および保護アース線に圧着します。

ステップ 4 端子ブロ ッ クからプラスチッ ク  カバーを取り外します。 配線が終わった後、 元どおりに取り付
ける と きに備えて、 カバーを保管しておいて ください。

ステップ 5 端子ブロ ッ クに導線を接続します。 初に保護アース線を接続します。 各導線をそれぞれ適切
な端子に接続して ください （図 1 を参照）。端子ネジを  8.0 ± 0.5 インチ ポンド （0.9 ± 0.05 N-m）
の強さで締めます。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

警告 図は、 DC 電源装置の端子ブロックを示しています。 この図に従って、 DC 電源装置の配線を
行って く ださい。 正しい配線順序は、 アースとアース、 プラスとプラス、 およびマイナスとマ
イナスです。 アース線は常に最初に接続し、 最後に切断する必要があります。
ステート メン ト  239

警告 DC 入力電源装置から伸びる露出したリード線は、 感電を引き起こす可能性があります。 DC 入
力電源線の露出部分が端子ブロック  プラグからはみ出ていないことを確認して く ださい。
ステート メン ト  122

注意 反対の極性のアース付きデュアル電源を使用する と、 装置が損傷します。

注意 端子ブロ ッ クの接続ネジを締めすぎないよ う に注意して ください。 推奨 トルクは、 2911 シ
リーズ  ルータの場合は 5.0 ± 0.5 インチ ポン ド （0.56 ± 0.06 N-m） で、 9 ± 1.0 インチ ポン ド
（1.02 ± 0.11 N-m） です。
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図 3-20 Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータの DC 電源接続 

ステップ 6 端子にプラスチッ ク  カバーを取り付けます （図 3-21 または図 3-22 を参照）。

警告 安全カバーは製品の重要な一部です。 必ず安全カバーを取り付けた状態で装置を操作して く だ
さい。 安全カバーを所定の位置に取り付けずに装置を操作すると、 安全承認が無効になりま
す。 また、 火災や感電事故の原因にもなります。 ステート メン ト  117 

ステップ 7 図 2 または図 3 を参照し、 ケーブル タ イを使用して、 ワ イヤを整理して固定します。 配線が
ルータの前面パネルの上下に張り出さないこ とを確認して ください。

ステップ 8 DC 回路の電源をオンにします。 回路ブレーカー スイ ッチを  OFF の位置に固定していたテープ
をはがします。

図 3-21 Cisco 2911 ルータでの導線の処置
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図 3-22 Cisco 2921 および Cisco 2951 ルータでの導線の処置 

Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータでの二重 DC 電源構成に対して承認されるシナリオ
と承認されないシナリオ 

DC 電源が 1 つの場合は、 A 入力または B 入力のどちらに電源を接続してもかまいません。 電
源が 2 つある場合は、 一方の電源を  A 入力に、 も う一方の電源を  B 入力に接続して ください。
電源は両方と も （アースに関して） 同じ極性で、 同じ電圧 （0.25 ボルト以内） でなければなり ま
せん。 –DC （アース付き） および +DC （アース付き） のデュアル電源を Cisco 2911、 Cisco 2921、
および Cisco 2951 ルータに接続しないでください。

注意 反対の極性のアース付きデュアル電源を使用する と、 装置が損傷します。

図 3-23 では、 電源装置のプラス端子とマイナス端子の一方がアースに接続されています。

図 3-23 1 つの電源に接続する場合 - 電源 A または電源 B 
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図 3-24 では、 電源 A および電源 B が共通のマイナス端子接続を共有しています。

図 3-24 共通のマイナス端子による電源 A および電源 B の接続 

Cisco 3900 シリーズ ルータの DC 配線要件 

ルータに DC 入力電源装置が装備されている場合は、 次の手順に従って正しい配線を行ってくだ
さい。 バッ クアップ電源が必要な場合、 「バッ クアップ電源への接続」 の項を参照してください。

警告 必ず銅の導体を使用して く ださい。 ステート メン ト  1025

警告 この製品は、 設置する建物に回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。 一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。
ステート メン ト  1045

次の警告は、 Cisco 3925 および Cisco 3925-NOVPN ルータだけに適用されます。

警告 この製品は設置する建物に回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計され
ています。 保護対象の装置は次の定格を超えないようにします。
60 VDC、 20 A。
ステート メン ト  1005

次の警告は、 Cisco 3945 および Cisco 3945-NOVPN ルータだけに適用されます。

警告 この製品は設置する建物に回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計され
ています。 保護対象の装置は次の定格を超えないようにします。
60 VDC、 30 A。
ステート メン ト  1005 
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警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

表 3-3 は、 Cisco 3925 および Cisco 3945 のすべてのルータの DC 配線要件をま とめたものです。

（注） Cisco 3945 および Cisco 3945-NOVPN ルータについては、 保護アース線接続の電位が  0 V
（ リ ターン） 接続と同じでなければな り ません。

Cisco 3900 シリーズ ルータの DC 入力配線手順

ルータを  DC 電源に接続する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1 DC 回路から電源を切断し ます。 DC 回路から確実に電源を切断するには、 DC 回線に対応す
る回路ブレーカーを特定し、 回路ブレーカーを  OFF の位置に切り替えます。

警告 地域および国の法律 （Title 29 CFR Part 1910.147 など） に従って企業で定義された適切なロック
アウト /タグアウトの手順に従って く ださい。

警告 次の手順を実行する前に、 DC 回路に電気が流れていないことを確認して く ださい。
ステート メン ト  1003

ヒン ト この装置を設置する と きは、 配線作業の邪魔にならないよ うに、 すべての電源コードを固定し
て ください。

警告 より線が必要な場合は、 認定された導線端子 （閉回路、 くわ型など） および上向きのラグを使
用して く ださい。 これらの端子は導線に適したサイズのものを使用し、 絶縁体と導体の両方に
圧着する必要があります。 ステート メン ト  1002

表 3-3 Cisco 3900 の DC 配線に関する要件

DC 電源入力 
DC 入力線
のサイズ

保護アース線
のサイズ 

導線端子
（ラグ） 過電流保護 

24 ～ 36 VDC、 12 A、
プラスまたはマイナ
ス、 シングル電源ま
たはデュアル電源 

AWG 10 小 AWG 10 Panduit No. 
LCAS8-10F-L

大 30 A 

36 ～ 60 VDC、 8 A、
プラスまたはマイナ
ス、 単一電源または
二重電源 
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ステップ 2 導線を端子に適した長さだけ、 むき出しにします。 長さは、 Panduit No. LCAS8-10F-L 端子の場
合 5 ～ 6 mm （3/16 ～ 1/4 インチ） です。

ステップ 3 端子を  DC 電源入力および保護アース線に圧着します。

ステップ 4 端子ブロ ッ クからプラスチッ ク  カバーを取り外します。 配線が終わった後、 元どおりに取り付
ける と きに備えて、 カバーを保管しておいて ください。

ステップ 5 端子ブロ ッ クに導線を接続します。 初に保護アース線を接続します。 各導線をそれぞれ適切
な端子に接続して ください （図 3-25 を参照）。

警告 図は、 DC 電源装置の端子ブロックを示しています。 この図に従って、 DC 電源装置の配線を行っ
て ください。 正しい配線順序は、 アースとアース、 プラスとプラス、 およびマイナスとマイナス
です。 アース線は常に最初に接続し、 最後に切断する必要があります。 ステート メン ト  239

警告 DC 入力電源装置から伸びる露出したリード線は、 感電を引き起こす可能性があります。 DC 入
力電源線の露出部分が端子ブロック  プラグからはみ出ていないことを確認して く ださい。
ステート メン ト  122

注意 端子ブロ ッ クのネジを締めすぎないよ うに注意して ください。 推奨トルクは 18.0 ～ 20.0 イン
チ ポンド （2.03 ～ 2.26 N-m） です。

図 3-25 Cisco 3925 および Cisco 3925-NOVPN ルータの DC 電源接続 

図 3-26 Cisco 3945 および 3945-NOVPN ルータの DC 電源接続

ステップ 6 端子の上からプラスチッ クの保護カバーを取り付けます （図 3-27 を参照）。

警告 安全カバーは製品の重要な一部です。 必ず安全カバーを取り付けた状態で装置を操作して く だ
さい。 安全カバーを所定の位置に取り付けずに装置を操作すると、 安全承認が無効になりま
す。 また、 火災や感電事故の原因にもなります。 ステート メン ト  117

27
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ステップ 7 図 3-27 または図 3-28 を参照し、 ケーブル タ イを使用して、 ワイヤを整理して固定します。

ステップ 8 別の DC 電源を取り付ける場合は、 ステップ 1 からステップ 7 をも う一度実行して第 2 電源装
置 （入力 B） を取り付けて ください。

ステップ 9 DC 回路の電源をオンにします。 回路ブレーカー スイ ッチを  OFF の位置に固定していたテープ
をはがします。

図 3-27 Cisco 3925 および Cisco 3925-NOVPN ルータでの DC 導線の処置 

図 3-28 Cisco 3945 および Cisco 3945-NOVPN ルータでの DC 導線の処置 

Cisco 3925 および Cisco 3925-NOVPN ルータでの二重 DC 電源構成

DC 電源が 1 つの場合は、 A 入力または B 入力のどちらに電源を接続してもかまいません。 電
源が 2 つある場合は、 一方の電源を  A 入力に、 も う一方の電源を  B 入力に接続して ください。
両方の電源装置の極性 （アースに関する） が同じである こ と と、 電圧が同じである （0.25 V 以
内） こ とが必要です。 –DC アースの電源装置と  +DC アースの電源装置の 2 つを  Cisco 3925 お
よび Cisco 3925-NOVPN ルータに接続しないでください。

注意 反対の極性のアース付きデュアル電源を使用する と、 装置が損傷します。

27
99

96
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図 3-29 では、 電源装置のプラス端子とマイナス端子の一方がアースに接続されています。

図 3-29 1 つの電源に接続する場合 - 電源 A または電源 B

図 3-30 では、 電源 A および電源 B が共通のマイナス端子接続を共有しています。

図 3-30 共通のマイナス端子による電源 A および電源 B の接続 
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バックアップ電源への接続

Cisco 2911、 Cisco 2921、 または Cisco 2951 ルータの冗長電源 （RPS） は外部 Cisco RPS 2300 で
す。 RPS に接続するには、 ルータに RPS を装着する必要があ り ます。 バッ クアップ電源に接続
する前に、 「冗長電源アダプタの装着と取り外し」 セクシ ョ ン （5-41 ページ） を参照して くだ
さい。

ルータで Cisco Redundant Power System （RPS） を使用する場合、 電源接続の手順については、
『Cisco Redundant Power System 2300 Hardware Installation Guide』 を参照して ください。 このマ
ニュアルには次の URL でアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/power_supplies/rps2300/hardware/installation/guide/2300
hig.html

注意 RPS をルータに接続する前に、 RPS がスタンバイ  モードになっているか、 RPS AC 電源の接続
が外されている こ と を確認します。 RPS を  AC 電源に接続する と、 RPS は自動的にアクテ ィブ 
モードにな り ます。

（注） Cisco 2901 ルータは RPS をサポート していません。

コンソール端末またはモデムへの接続
ルータには非同期シ リ アル ポートおよび補助ポート があ り ます。 これらのポート には、 ルータ
に対するローカル （コンソール端末または PC による） または リモー ト （モデムによる） の管
理アクセスが用意されています。 Cisco IOS CLI を使用してルータを設定するには、 ルータ  コ
ンソール ポート と端末または PC との間に接続を確立する必要があ り ます。

ローカルまたはリ モー ト接続を確立するには、 次のケーブルとアダプタを使用します。

表 3-4 ローカルおよびリモート接続

ポート  タイプ ケーブル セクシ ョ ン

シ リ アル （RJ-45） EIA RJ-45 Microsoft Windows によるシ リ ア
ル ポートへの接続シ リ アル （USB） USB 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B to 

USB タ イプ A

補助 （モデム） DB-9-to-DB-25 補助ポートへの接続
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Microsoft Windows によるシリアル ポートへの接続

（注） USB シ リ アル ポート に接続した USB コンソール ケーブルを使用してルータ と  PC の間に物理
接続を確立する前に、 USB デバイス  ド ラ イバをインス トールします。 そ う しないと、 接続は
失敗します。 「Cisco Microsoft Windows USB デバイス  ド ラ イバのインス トール」 セクシ ョ ン
（3-34 ページ） を参照して ください。

ステップ  1 RJ-45 コネク タがある コン ソール ケーブルの端を、 ルータのラ イ ト  ブルーのコン ソール 
ポー ト に接続し ます。

または 

USB 5 ピン  ミ ニ  USB タ イプ  B を  USB コン ソール ポー ト に接続し ます （図 3-31、 図 3-32、
または図 3-33 を参照）。 Windows ベースの  PC で初めて  USB シ リ アル ポー ト を使用する場
合、 次の項の指示に従ってすぐに  USB ド ラ イバをインス ト ールし ます。

• 「Cisco Microsoft Windows XP USB ド ラ イバのインス トール」 セクシ ョ ン （3-34 ページ）

• 「Cisco Microsoft Windows 2000 USB ド ラ イバのインス トール」 セクシ ョ ン （3-35 ページ）

• 「Cisco Microsoft Windows Vista USB ド ラ イバのインス トール」 セクシ ョ ン （3-35 ページ）

（注） USB ポート と  EIA ポー トは同時に使用できません。 「補助ポー トへの接続」 セクシ ョ ン
（3-37 ページ） を参照して ください。 USB ポート を使用する場合、 RJ-45 EIA ポート よ
り も優先されます。

ステップ  2 DB-9 コネク タ （または USB タ イプ A） があるケーブルの端を端末または PC に接続します。
端末または PC に DB-9 コネク タに対応しないコンソール ポート がある場合、 そのポート に適
切なアダプタを装着する必要があ り ます。

ステップ 3 ルータ と通信するには、 Microsoft Windows HyperTerminal などのターミナル エ ミ ュレータ  アプ
リ ケーシ ョ ンを起動します。 次のパラ メータを使用してこのソフ ト ウェアを設定します。

• 9600 ボー

• 8 データ  ビッ ト

• パリ テ ィなし

• 1 ス ト ップ ビッ ト

• フロー制御なし
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図 3-31 USB コンソール ケーブルの Cisco 2901 ルータへの接続

1 USB 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コンソール 
ポート

2 USB 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B to USB タ
イプ A コンソール ケーブル

3 USB タ イプ A

DO NOT REMOVE DURINGNETWORK OPERATION 

DO NOT REMOVE DURINGNETWORK OPERATION 

3

2
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16
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図 3-32 USB コンソール ケーブルの Cisco 2911 ルータへの接続

1 USB 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コンソール 
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2 USB 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B to USB タ
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図 3-33 USB コンソール ケーブルの Cisco 2921、 2951、 3925、 および 3945 ルータへの接続

Mac OS X によるコンソール ポートへの接続

こ こでは、 Mac OS X システム  USB ポート を組み込みの OS X ターミナル ユーテ ィ リ テ ィ を使
用してコンソールに接続する方法について説明します。

ステップ 1 Finder を使用して、 [Applications] > [Utilities] > [Terminal] を選択し ます。

ステップ 2 OS X USB ポート をルータに接続します。

ステップ 3 次のコマン ドを入力して、 OS X USB ポート番号を検索します。

macbook:user$ cd /dev
macbook:user$ ls -ltr /dev/*usb*
crw-rw-rw-  1 root    wheel       9,  66 Apr  1 16:46 tty.usbmodem1a21
DT-macbook:dev user$

1 USB 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コンソール 
ポート

2 USB 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B to USB タ
イプ A コンソール ケーブル

3 USB タ イプ A

DO NOT REMOVE DURINGNETWORK OPERATION 
DO NOT REMOVE DURINGNETWORK OPERATION 

CONSOLE

AUX

25
16

05

3

2

2
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ステップ 4 次のコマン ドに続けてルータの USB ポート速度を指定して、 USB ポート に接続します。

macbook:user$ screen /dev/tty.usbmodem1a21 9600

ターミナル ウィンドウから  OS X USB コンソールの接続を解除するには

Ctrl+A に続けて Ctrl-\ を入力します

Linux によるコンソール ポートへの接続

こ こでは、 Linux システム  USB ポー ト を組み込みの Linux ターミナル ユーテ ィ リ テ ィ を使用し
てコンソールに接続する方法について説明します。

ステップ 1 Linux のター ミ ナル ウ ィ ン ド ウを開きます。

ステップ 2 Linux USB ポー ト をルータに接続します。

ステップ 3 次のコマン ドを入力して、 Linux USB ポート番号を検索します。

root@usb-suse# cd /dev
root@usb-suse /dev# ls -ltr *ACM*
crw-r--r--    1 root     root     188,   0 Jan 14 18:02 ttyACM0
root@usb-suse /dev#

ステップ 4 次のコマン ドに続けてルータの USB ポート速度を指定して、 USB ポート に接続します。

root@usb-suse /dev# screen /dev/ttyACM0 9600

ターミナル ウィンドウから  Linux コンソールの接続を解除するには

Ctrl+A に続けて : を入力し、 それから  quit を入力します

Cisco Microsoft Windows USB デバイス ド ライバのインス
トール

Microsoft Windows ベースの PC を初めてポー ト の USB シ リ アル ポー ト に接続する と きは、
USB デバイス  ド ラ イバをインス トールする必要があ り ます。

こ こでは、 次の内容について説明します。

• 「Cisco Microsoft Windows XP USB ド ラ イバのインス トール」

• 「Cisco Microsoft Windows 2000 USB ド ラ イバのインス トール」

• 「Cisco Microsoft Windows Vista USB ド ラ イバのインス トール」

Cisco Microsoft Windows XP USB ド ライバのインストール

こ こでは、 Microsoft Windows XP USB ド ラ イバをインス トールする方法について説明します。
次の URL の [Tools and Resources Download Software] サイ ト の [USB Console Software] カテゴ リ
から、 ご利用のルータ  モデルのド ラ イバをダウンロード します。

www.cisco.com/cisco/pub/software/portal/select.html?mdfid=268437899&?i=rp
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ステップ 1 Cisco_usbconsole_driver_X_X.zip フ ァ イル （X は リ ビジ ョ ン  ナンバー） を解凍し ます。

ステップ 2 32 ビッ ト  Windows XP を使用している場合、 Windows_32 フォルダのファイル setup.exe をダブル
ク リ ッ ク します。 64 ビッ ト  Windows XP を使用している場合、 Windows_64 フォルダのファ イル 
setup(x64).exe をダブルク リ ッ ク します。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizard が起動します。 [Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 [Ready to Install the Program] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Install] をク リ ッ ク します。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Finish] をク リ ッ ク します。

ステップ 6 USB ケーブルを  PC およびルータ  USB コンソール ポート に接続します。表 3-1 を参照して くだ
さい。 USB コンソール ポート の EN LED がグ リーンに変わり、 少し待つと  Found New 
Hardware Wizard が表示されます。 指示に従ってド ラ イバのインス トールを完了します。

ステップ 7 USB コンソールを使用する準備が整いました。

Cisco Microsoft Windows 2000 USB ド ライバのインストール

こ こでは、 Microsoft Windows 2000 USB ド ラ イバをインス トールする方法について説明します。

ステップ 1 Cisco.com の  Web サイ ト から フ ァ イル Cisco_usbconsole_driver.zip を入手し、 解凍し ます。

ステップ 2 ファ イル setup.exe をダブルク リ ッ ク します。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizard が起動します。 [Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 [Ready to Install the Program] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Install] をク リ ッ ク します。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Finish] をク リ ッ ク します。

ステップ 6 USB ケーブルを  PC およびルータ  USB コンソール ポートに接続します。表 3-1 を参照して くださ
い。 USB コンソール ポート の EN LED がグ リーンに変わり、 少し待つと  [Found New Hardware 
Wizard] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 指示に従ってド ラ イバのインス トールを完了します。

ステップ 7 USB コンソールを使用する準備が整いました。

Cisco Microsoft Windows Vista USB ド ライバのインストール

こ こでは、Microsoft Windows Vista USB ド ラ イバをインス トールする方法について説明します。

ステップ 1 Cisco.com の  Web サイ ト から フ ァ イル Cisco_usbconsole_driver.zip を入手し、 解凍し ます。

ステップ 2 32 ビッ ト  Windows Vista を使用している場合、 Windows_32 フォルダのファ イル setup.exe をダ
ブルク リ ッ ク します。 64 ビッ ト  Windows Vista を使用している場合、 Windows_64 フォルダの
ファ イル setup(x64).exe をダブルク リ ッ ク します。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizard が起動します。 [Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 [Ready to Install the Program] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Install] をク リ ッ ク します。

（注） User Account Control 警告が表示された場合は、[Allow - I trust this program] をク リ ッ ク して先に
進みます。
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ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Finish] をク リ ッ ク します。

ステップ 6 USB ケーブルを  PC およびルータ  USB コンソール ポート に接続します。表 3-1 を参照して くだ
さい。 USB コンソール ポート の EN LED がグ リーンに変わり、 少し待つと、 [Installing device 
driver software] とい う ポップアップ ウ ィ ン ド ウが表示されます。 指示に従ってド ラ イバのイン
ス トールを完了します。

ステップ 7 USB コンソールを使用する準備が整いました。

Cisco Microsoft Windows USB ド ライバのインストール
こ こでは、 Cisco Microsoft Windows USB デバイス  ド ラ イバをインス トールする手順について説
明します。

• 「Cisco Microsoft Windows XP および 2000 USB ド ラ イバのアンインス トール」

• 「Cisco Microsoft Windows Vista USB ド ラ イバのアンインス トール」

Cisco Microsoft Windows XP および 2000 USB ド ライバのアンインス
トール

こ こでは、 Microsoft Windows XP および 2000 両方の USB ド ラ イバをアンインス トールする方
法について説明します。 ド ラ イバは Windows の [Add Remove Programs] ユーテ ィ リ テ ィ または 
setup.exe プログラムを使用して削除できます。

[Add Remove Programs] ユーティ リテ ィの使用

（注） ド ラ イバをアンインス トールする前に、 ルータ  コンソール端末の接続を解除します。

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Add or Remove] を ク リ ッ ク し ます。

ステップ 2 [Cisco Virtual Com] までス ク ロールして [Remove] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [Program Maintenance] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Remove] オプシ ョ ン  ボタンを選択します。
[Next] をク リ ッ ク します。

Setup.exe プログラムの使用

（注） ド ラ イバをアンインス トールする前に、 ルータ  コンソール端末の接続を解除します。

ステップ 1 Windows 32 ビ ッ ト の場合は setup.exe、 Windows 64 ビ ッ ト の場合は setup(x64).exe を実行し
ます。 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

ステップ 2 Cisco Virtual Com の InstallShield Wizard が表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [Program Maintenance] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Remove] オプシ ョ ン  ボタンを選択します。
[Next] をク リ ッ ク します。
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ステップ 4 [Remove the Program] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Remove] をク リ ッ ク します。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Finish] をク リ ッ ク します。

Cisco Microsoft Windows Vista USB ド ライバのアンインストール

こ こでは、 Microsoft Windows Vista USB ド ラ イバをアンインス トールする方法について説明し
ます。

（注） ド ラ イバをアンインス トールする前に、 ルータ  コンソール端末の接続を解除します。

ステップ 1 Windows 32 ビ ッ ト の場合は setup.exe、 Windows 64 ビ ッ ト の場合は setup(x64).exe を実行し
ます。 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

ステップ 2 Cisco Virtual Com の InstallShield Wizard が表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [Program Maintenance] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Remove] オプシ ョ ン  ボタンを選択します。
[Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 [Remove the Program] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Remove] をク リ ッ ク します。

（注） 「User Account Control」 警告が表示された場合は、 [Allow - I trust this program] をク リ ッ ク して
先に進みます。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Finish] をク リ ッ ク します。

補助ポートへの接続
モデムを補助ポート に接続する と、 リ モー ト  ユーザはルータにダイヤルインして設定できま
す。 ルータ  アクセサ リ  キッ ト に付属するラ イ ト  ブルーのコンソール ケーブルと  
DB-9-to-DB-25 コネク タ  アダプタを使用します。

モデムをルータに接続するには、 次の手順を実行します。

ステップ  1 アダプタ  ケーブルの  RJ-45 側をルータの黒い  AUX ポー ト に接続し ます。 （図 3-34、
図 3-35、 または 図 3-36 を参照）。
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図 3-34 モデムの Cisco 2901 ルータへの接続
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図 3-35 モデムの Cisco 2921 ルータへの接続

図 3-36 モデムの Cisco 2921、 2925、 3925、 および 3945 ルータへの接続
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ステップ  2 コンソール ケーブルの DB-9 側をモデム  アダプタの DB-9 側に接続します。

ステップ  3 モデム  アダプタの DB-25 側をモデムに接続します。

ステップ 4 モデム とルータの補助ポート が同じ伝送速度 （ 高 115,200 bps がサポー ト されています） に設
定されているこ と、 また、 データ  キャ リ ア検出 （DCD） およびデータ  ターミナル レディ （DTR）
操作によるモデム制御のために設定されている こ と を確認します。

WAN、 LAN、 および音声インターフェイス
こ こでは、 WAN、 LAN、 および音声インターフェイス  ケーブルを接続する方法について説明
します内容は次のとおりです。

• ポート とケーブル接続 （3-41 ページ）

• 接続手順および注意事項 （3-42 ページ）

（注） 通常、 1 本または 2 本のイーサネッ ト  ケーブルがルータに付属しています。 追加のケーブルと
ト ランシーバはシスコから注文できます。 注文上方については、 カスタマー サービスにご相談
ください。 ケーブルのピン配置については、 『Cisco Modular Access Router Cable Specifications』
を参照して ください。

警告 雷が発生しているときは、 システムに手を加えたりケーブルの接続や取り外しを行わないで く
ださい。 ステート メン ト  1001

警告 感電を防ぐために、 安全超低電圧 （SELV） 回路を電話網電圧 （TNV） 回路に接続しないで く だ
さい。 LAN ポートには SELV 回路が、 WAN ポートには TNV 回路が組み込まれています。一部の 
LAN ポートおよび WAN ポートは RJ-45 コネクタを使用しています。 ケーブルを接続するとき
は、 注意事項をよ くお読みく ださい。 ステート メン ト  1021

警告 ユニッ トの電源がオフかオンかに関係な く 、 WAN ポートには危険なネッ トワーク間電圧があ
ります。 感電を防ぐため、 WAN ポートの近く で作業するときは注意して く ださい。 ケーブル
の接続を外すときは、 ユニッ ト側ではない方から先に取り外して く ださい。
ステート メン ト  1026

注意 電磁適合性と安全性に関する  Telcordia GR-1089 NEBS 標準に準拠するために、ギガビッ ト  イー
サネッ ト  ポートは、 シールド されたツイス ト  ペア  ケーブルの RJ-45 コネク タのみを使用して、
屋内または屋外の配線またはケーブルに接続して ください。 屋内ケーブルは、 シールド した上
で、 シールドを両端でアースに接続する必要があ り ます。 機器またはサブアセンブ リの屋内
ポートは、 OSP またはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続しないでくださ
い。 これらのインターフェイスは、 屋内インターフェイス専用 （GR-1089-CORE Issue 4 に記載
されたタイプ 2 ポー ト またはタ イプ 4 ポート ） に設計されており、 屋外用の OSP ケーブルと区
別する必要があ り ます。 一次保護装置を追加しても、 これらのインターフェイスを  OSP 配線に
金属的に接続するには不十分です。
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警告 防水設計されていない電話ジャックは、 湿気の多い場所に取り付けないで く ださい。
ステート メン ト  1036

警告 電話回線がネッ トワーク  インターフェイスから切り離されている場合以外、 絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、 触れないで く ださい。 ステート メン ト  1037

警告 クラス 1 レーザー製品です。 ステート メン ト  1008

ポート とケーブル接続

表 3-5 は、Cisco 2900 および Cisco 3900 シ リーズ ルータの一般的な WAN、LAN、および音声接
続の概要です。 この接続の概要の詳細については、 Cisco.com の 『Cisco Modular Access Router 
Cable Specifications』 を参照して ください。

表 3-5 WAN、 LAN、 および音声接続

ポートまたは接続 ポートの種類、 色1 接続 ： ケーブル

イーサネッ ト RJ-45、 イエロー イーサネッ ト  ハブまたはイーサ
ネッ ト  スイ ッチ

カテゴ リ  5 以上のイーサネッ ト  

T1/E1 WAN
xCE1T1-PRI

RJ-48C/CA81A
RJ-48S、 黄褐色

T1 または E1 ネッ ト ワーク
外部 T1 CSU または他の T1 機器

RJ-48 T1/E1
RJ-48S to RJ-48S TE
RJ-48S to RJ-48S NT
RJ-48S to RJ-48S T1
RJ-48S to bare
RJ-48S to BNC
RJ-48S to twinaxial ケーブル
RJ-48S to DB-15
RJ-48S to DB-15 null

T3/DS3/E3 WAN BNC コネク タ T3 ネッ ト ワーク、 CSU/DSU、 ま
たは他の T3/DS3 機器

75 Ω同軸ケーブル

Cisco シ リ アル 6 0  ピ ン  D - s u b、
ブルー

CSU/DSU およびシ リ アル ネッ ト
ワークまたは機器

シグナリ ング  プロ ト コル
（EIA/TIA-232、 EIA/TIA-449、 V.35、
X.21、 EIA-530） に一致する  Cisco 
シ リ アル ト ランジシ ョ ン  ケーブル 
およびシ リ アル ポート動作モード
（DTE または DCE）。2 

シスコ  スマート  シ
リ アル

シスコ  スマート  コ
ンパク ト  コネク タ、
ブルー

CSU/DSU およびシ リ アル ネッ ト
ワークまたは機器

ADSL RJ-11C/CA11A、
ラベンダー

サービス  プロバイダーの DSL イ
ンターフェイス用ネッ ト ワーク
境界デバイス

RJ-11 ス ト レー ト型

SHDSL RJ-11C/CA11A、 ラ
ベンダー、 RJ-14

サービス  プロバイダーの DSL イ
ンターフェイス用ネッ ト ワーク
境界デバイス

2 線式用 RJ-11 ス ト レー ト型
4 線式用 RJ-14 ス ト レー ト型
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接続手順および注意事項

• 各 WAN、 LAN、 音声ケーブルをシャーシの適切なコネク タ、 またはネッ ト ワーク  モ
ジュールまたはインターフェイス  カードに接続します。

• コネク タに負担がかからないよ うに、 注意してケーブルを配線します。

• ケーブルが絡まないよ うに、 ケーブルを束にして整理します。

• 経路と曲げ半径が安全な範囲になるよ うにケーブルの配線を確認します。 必要に応じて
ケーブルの配線を調整します。

• サイ ト の要件に従ってケーブル タ イを装着します。

ケーブルのピン配置については、 『Cisco Modular Access Router Cable Specifications』 を参照して
ください。

T1/E1 デジタル音声 RJ-48C/CA81A、 黄
褐色

デジタル PBX、 ISDN ネッ ト
ワーク、 CSU/DSU

RJ-48 T1/E1

アナログ音声 FXS RJ-11、 グレー 電話、 FAX RJ-11、 NM-HDA を使用している場
合は RJ21、 ス ト レー ト型アナログ音声 FXO RJ-11、 ピンク セン ト ラル オフ ィ ス、 アナログ  

PBX

アナログ音声 E&M RJ-45、 茶 アナログ  PBX RJ-45

BRI S/T WAN 
（外部 NT1）

RJ-45/CB-1D、 オレ
ンジ

NT1 デバイスまたは Private 
Integrated Network Exchange
（PINX）

RJ-45 ス ト レー ト型

BRI U WAN 
（組み込み NT1）

RJ-49C/CA-A11、 赤 ISDN ネッ ト ワーク RJ-48 ス ト レー ト型

56/64-kbps 
DSU/CSU

8 ピン  モジュ ラ、
ブルー

サブレート  デバイスまたはネッ
ト ワークの RJ-48S インターフェ
イス

RJ-48 ス ト レー ト型

T1/FT1 DSU/CSU 8 ピン  モジュ ラ、
ブルー

RJ-48C インターフェイス RJ-48 ス ト レー ト型

ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  SFP、 光
ファ イバ

LC、 光の波長に応
じた色

1000BASE-SX、 -LX、 -LH、
-ZX、 -CWDM

適用可能なデータ  シート に指定され
ている光ファ イバ

ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  SFP、 銅線

RJ-45 1000BASE-T カテゴ リ  5、 5e、 6 UTP

1. ケーブルの配色はシスコのケーブルに固有の色です。

2. ケーブルの選択方法については、 『Cisco Modular Access Router Cable Specifications』 を参照して ください。

表 3-5 WAN、 LAN、 および音声接続

ポートまたは接続 ポートの種類、 色1 接続 ： ケーブル
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Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリ
C H A P T E R 4

ルータの設定

このマニュアルの次の項では、 ルータに電源を投入し、 初期設定を行う方法について説明します。

• ルータの電源投入 （4-1 ページ）

• ルータの初期設定の実行 （4-4 ページ）

– シスコの setup コマン ド機能 （4-4 ページ）

– Cisco Configuration Professional Express の使用 （4-8 ページ）

– Cisco IOS CLI の使用 ： 手動設定 （4-8 ページ）

• 初期設定の確認 （4-25 ページ）

ルータの電源投入

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内の
危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への EMI の影響を防ぐこと、 および
シャーシ内の空気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべてのカード、 前
面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して く ださい。 ス
テート メン ト  1029

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• ルータの電源投入 （4-1 ページ）

• ルータの初期設定の実行 （4-4 ページ）

• ネッ ト ワーク接続の確認 （4-21 ページ）

• 初期設定の確認 （4-25 ページ）

電源投入のチェ ックリスト

ルータに電源を投入する前に、 次の項目を確認します。

• シャーシがしっかり と設置され、 アース接続されています。

• 電源およびインターフェイス  ケーブルが接続されています。

• 外部 CompactFlash メモ リ  カードがスロ ッ ト に適切に装着されています。 インス トール手順
については、 「CompactFlash メモ リ  カードの取り外し と装着」 の手順 （ 5-59 ページ） を参
照して ください。
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• 端末エ ミ ュレーシ ョ ン  プログラム （HyperTerminal または同等のもの） がインス トールさ
れた PC を、 コンソール ポート に接続し、 9600 ボー、 8 データ  ビッ ト 、 1 ス ト ップ ビッ ト 、
および 「パ リ テ ィなし」 に設定する と共に、 フロー制御を 「なし」 に設定します。

• 端末エ ミ ュレーシ ョ ン  プログラムで適切な PC COM ポート が選択されています。

• アクセス  コン ト ロールのパスワードが選択されています。

• イーサネッ トおよびシ リ アル インターフェイスの IP アド レスが決まっています。

電源投入手順

Cisco ルータの電源を投入するには、 次の手順を実行して、 ルータが初期化とセルフテス ト を
実行したこ と を確認します。 手順が完了したら、 ルータを選択する準備が整います。

ルータの電源投入時に問題が発生した場合は、 Cisco.com のルータの ト ラブルシューテ ィ ング  
ページを参照して ください。

ROM モニタおよびブー ト ス ト ラ ップ プログラムについては、 ルータのソフ ト ウェア コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ガイ ドの 「Using the ROM Monitor」 を参照して ください。 コンフ ィギュレー
シ ョ ン  レジスタについては、 ルータのソフ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドの
「Changing the Configuration Register Settings 」 を参照して ください。

（注） ブート  シーケンスを表示するには、 Cisco ルータの電源を投入する前に、 ルータへのコンソー
ルの接続を確認する必要があ り ます。

ステップ 1 「電源投入のチェ ッ ク リ ス ト 」 セクシ ョ ン （4-1 ページ） に従って  PC に電源が投入され、 接
続されている こ と を確認し ます。

ステップ 2 電源スイ ッチをオンの位置に動かします。

• シャーシの前面にある  SYS LED はグ リーンの点滅にな り ます。

• ファンが動作し始めます。

• スター ト アップ メ ッセージがコンソール ウ ィ ン ド ウに表示されます。 スター ト アップ 
メ ッセージが停止する と、 SYS LED はグ リーンの点灯にな り ます。

注意 メ ッセージが停止し、 SYS LED がグ リーンの点灯になるまで、 キーボードのキーは押さないで
ください。 このと きに任意のキーを押すと、 メ ッセージが停止したと きに入力された 初のコ
マン ド と解釈されます。 その結果、 ルータの電源がオフにな り、 初からやり直しになる可能
性があ り ます。 メ ッセージが停止するまでは数分かかり ます。

（注） インス トールによっては、 シャーシの背面にある  LED およびインス トール済みモジュールの 
LED の一部が光る可能性があ り ます。

電源投入プロセス中に問題が発生した場合、 Cisco.com の製品ページの 「 ト ラブルシューテ ィ
ング」 を参照して ください。

ステップ 3 初期設定を実行するには、 次のツールのいずれかを使用します。

• Cisco Configuration Professional Express （4-3 ページ）
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（注） ルータで初期設定を実行するには、 Cisco Configuration Professional Express を使用する
こ と を推奨します。 このツールには Web ベースのグラフ ィ カル ユーザ インターフェイ
スがあるためです。 Cisco Configuration Professional Express （4-3 ページ） を参照して く
ださい。

• シスコの setup コマン ド機能 （4-3 ページ）

• Cisco コマン ド ラ イン  インターフェイス （4-3 ページ）

シスコの setup コマンド機能

シスコの setup コマン ド機能を使用する と、 設定ダイアログでルータの初期設定を指定できま
す。 次のメ ッセージが表示される場合、 ルータはブート済みで、 setup コマン ド機能を使用し
て初期設定できる準備が整っています。

--- System Configuration Dialog ---

At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

Would you like to enter the initial configuration dialog?[yes/no]:

追加情報については、 「ルータの初期設定の実行」 セクシ ョ ン （4-4 ページ） を参照して くだ
さい。

（注） システム設定ダイアログ メ ッセージが表示されない場合、 デフォルトの設定ファイルは
出荷前にルータにインス トールされています。 ルータの設定については、 「Cisco 
Configuration Professional Express の使用」 セクシ ョ ン （4-8 ページ） を参照して ください。

Cisco Configuration Professional Express

Cisco Configuration Professional Express Web ベース  アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、 ルータの初
期設定を指定します。 詳細な手順については、 Cisco.com の 『Cisco Configuration Professional 
Express User Guide』
（http://www.cisco.com/en/US/docs/net_mgmt/cisco_configuration_professional_express/version1_1/
online_help/CCPE11.pdf ） を参照して ください。

Cisco コマンド ライン  インターフェイス

Cisco コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） を使用する と、 ルータの初期設定を手動で指
定できます。 次のメ ッセージが表示される場合、 ルータはブート済みで、 CLI を使用して初期
設定できる準備が整っています。 CLI を使用してルータを設定する方法については、 「Cisco 
IOS CLI の使用 ： 手動設定」 セクシ ョ ン （4-8 ページ） を参照して ください。

（注） rommon 1> プロンプ トが表示される場合、 システムは ROM モニタ  モードでブート されています。
ROM モニタについては、 ルータのソフ ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドの 「Using the 
ROM Monitor」 を参照して ください。
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前面パネルの LED インジケータの確認

表 1-13 で説明されている前面パネルの LED インジケータで、 電源投入中に役立つ電源、 アク
テ ィ ビテ ィ、 およびステータス情報がわかり ます。

ルータの初期設定の実行
ルータで初期設定を実行するには、 次のツールを使用します。

• シスコの setup コマン ド機能

• Cisco Configuration Professional Express の使用

• Cisco IOS CLI の使用 ： 手動設定

シスコの setup コマンド機能

setup コマン ド機能を使用する と、 ルータを迅速に設定するために必要な情報を入力するよ う
にプロンプ ト が表示されます。 また、 LAN および WAN インターフェイスなどの初期設定を順
番に実行できます。 setup コマン ド機能の一般的な詳細については、 次のマニュアルを参照し
て ください。

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration Guide, Release 12.4』 の 「Part 2: Cisco IOS 
User Interfaces:Using AutoInstall and Setup」
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/fundamentals/configuration/guide/12_4/cf_12_4_book.html 

こ こでは、 ルータのホス ト名を設定し、 パスワードを設定し、 管理ネッ ト ワーク と通信するた
めのインターフェイスを設定する方法について説明します。

（注） 表示される メ ッセージは、 ルータ  モデル、 装着されているインターフェイス  モジュール、 お
よびソフ ト ウェア  イ メージによって変わり ます。 次の例とユーザ入力 （太字の部分） は、 あ く
までも例です。

（注） setup コマン ド機能を間違って使用した場合は、 setup コマン ド機能を終了し、 再度実行して く
ださい。 Ctrl+C を押し、 特権 EXEC モード （Router#） に setup コマン ドを入力します。

ステップ 1 次の方法のいずれかを使用して、 setup コマン ド機能を入力し ます。

• Cisco IOS CLI から、 特権 EXEC モードで setup コマン ドを入力します。

Router> enable 
Password: <password> 
Router# setup 

         --- System Configuration Dialog ---
Continue with configuration dialog?[yes/no]:

現在、 setup 設定ユーテ ィ リ テ ィの実行中です。

setup コマン ド機能のプロンプ トはルータのモデル、 組み込まれているインターフェイス  モ
ジュール、 さ らにソフ ト ウェア  イ メージによって異な り ます。 次の手順およびユーザ入力
（太字の部分） は、 あ く までも例です。
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（注） setup コマン ド機能を間違って使用した場合は、 setup コマン ド機能を終了し、 再度実行
して ください。 Ctrl+C を押し、 特権 EXEC モードのプロンプ ト （Router#） に setup コマ
ン ドを入力します。 setup コマン ド機能の使用方法の詳細については、 『Cisco IOS 
Configuration Fundamentals Command Reference, Release 12.2T』
（http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2t/fun/command/reference/122tfr.html ） の 「The 
Setup Command」 を参照して ください。

ステップ 2 setup コマン ド機能を引き続き使用する場合は、 yes を入力します。

Continue with configuration dialog?[yes/no]:

At any point you may enter a question mark '?' for help.

Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

ステップ 3 基本的な管理 setup で十分な接続性だけを設定します

Would you like to enter basic management setup?[yes/no]: yes

ステップ 4 ルータのホス ト名を入力します （例では myrouter）。

Configuring global parameters:
Enter host name [Router]: myrouter

ステップ 5 イネーブル シークレ ッ ト  パスワードを入力します。 このパスワードは暗号化される （安全性
が高い） ので、 設定を表示してもパスワードは表示されません。

The enable secret is a password used to protect access to
privileged EXEC and configuration modes.This password, after
entered, becomes encrypted in the configuration.
Enter enable secret: cisco

ステップ 6 イネーブル シークレッ ト  パスワード とは異なるイネーブル パスワードを入力します。 このパス
ワードは暗号化されない （安全性が低い） ので、 設定を表示する とパスワード も表示されます。

The enable password is used when you do not specify an
enable secret password, with some older software versions, and
some boot images.
Enter enable password: cisco123

ステップ 7 仮想端末パスワードを入力します。 このパスワードによって、 コンソール ポート以外のポート
からの不正アクセスを防止できます。

The virtual terminal password is used to protect
access to the router over a network interface.
Enter virtual terminal password: cisco

ステップ 8 次のプロンプ ト に対して、 使用するネッ ト ワークに適した応答を入力します。

Configure SNMP Network Management?[no]: yes
    Community string [public]:

使用可能なインターフェイスの要約が表示されます。

（注） インターフェイスの概要には、 インターフェイスのナンバ リ ングが含まれます。 これは
ルータ  モデルおよびインス トールされているモジュールと インターフェイス  カードに
よって変わり ます。
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Current interface summary

Interface                  IP-Address      OK?Method Status                Protocol
GigabitEthernet0/0         unassigned      YES NVRAM  administratively down down    
GigabitEthernet0/1         10.10.10.12     YES DHCP   up                    up      
GigabitEthernet0/2         unassigned      YES NVRAM  administratively down down    
SSLVPN-VIF0                unassigned      NO  unset  up 

Any interface listed with OK? value "NO" does not have a valid configuration

ステップ 9 管理ネッ ト ワークにルータを接続するために、 使用可能なインターフェイスの中から  1 つを選
択します。

Enter interface name used to connect to the
management network from the above interface summary: gigabitethernet0/1

ステップ 10 次のプロンプ ト に対して、 使用するネッ ト ワークに適した応答を入力します。

Configuring interface GigabitEthernet0/1:
  Configure IP on this interface?[yes]: yes
    IP address for this interface [10.10.10.12]: 
    Subnet mask for this interface [255.0.0.0] : 255.255.255.0
    Class A network is 10.0.0.0, 24 subnet bits; mask is /24

次のコンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド  ス ク リプ ト が作成されました。

hostname myrouter
enable secret 5 $1$t/Dj$yAeGKviLLZNOBX0b9eifO0 enable password cisco123 line vty 0 4 
password cisco snmp-server community public !
no ip routing

!
interface GigabitEthernet0/0

シャ ッ ト ダウン
no ip address
!
interface GigabitEthernet0/1
no shutdown
ip address 10.10.10.12 255.255.255.0
!
interface GigabitEthernet0/2

シャ ッ ト ダウン
no ip address
!
end

ステップ 11 次のプロンプ ト に応答します。 [2] を選択して初期設定を保存します。

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.
[1] Return back to the setup without saving this config.
[2] Save this configuration to nvram and exit.

Enter your selection [2]: 2
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.

Press RETURN to get started!RETURN

ユーザ プロンプ ト が表示されます。

myrouter>
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設定の完了

シスコ  setup を使用する と き、 および設備に必要なすべての情報を指定し終わる と、 終的な
設定が表示されます。 ルータ設定を完了するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 設定を保存する よ う にプロンプ ト が表示されます。

• no と答える と、 入力した設定情報は保存されません。 また、 ルータ  イネーブル プロンプ
ト に戻り ます （Router#）。 setup と入力する と、 System Configuration Dialog に戻り ます。

• yes と答える と、 設定は保存され、 ユーザ EXEC プロンプ ト （Router>） に戻り ます。

Use this configuration?{yes/no} : yes
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.

Press RETURN to get started!

%LINK-3-UPDOWN: Interface Ethernet0/0, changed state to up
%LINK-3-UPDOWN: Interface Ethernet0/1, changed state to up
%LINK-3-UPDOWN: Interface Serial0/0/0, changed state to up
%LINK-3-UPDOWN: Interface Serial0/0/1, changed state to down
%LINK-3-UPDOWN: Interface Serial0/2, changed state to down
%LINK-3-UPDOWN: Interface Serial1/0, changed state to up
%LINK-3-UPDOWN: Interface Serial1/1, changed state to down
%LINK-3-UPDOWN: Interface Serial1/2, changed state to down

<Additional messages omitted.>

ステップ 2 画面にメ ッセージの停止が表示されたら、 Return を押すと  Router> プロンプ ト が表示され
ます。

（注） 次のメ ッセージが表示される場合、 ポー ト に接続されているネッ ト ワーク上にその他の
ルータが見つからなかったこ とを意味します。

%AT-6-ONLYROUTER: Ethernet0/0: AppleTalk port enabled; no neighbors found

ステップ 3 Router> プロンプ トは、 コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） を実行中で、 ルータの初期
設定を完了したこ とを示します。 それでも、 これは設定の完了ではあ り ません。 この時点で 2 
つの選択肢があ り ます。

• も う一度 setup コマン ド機能を実行し、 別の設定を作成します。

Router> enable
Password: password
Router# setup

• CLI を使用して、 既存の設定を変更するか、 追加の機能を設定します。

Router> enable
Password: password
Router# configure terminal
Router(config)#
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Cisco Configuration Professional Express の使用

Cisco Configuration Professional Express Web ベース  アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、 ルータの初
期設定を指定します。 詳細な手順については、 Cisco.com の 『Cisco Configuration Professional 
Express User Guide』
（http://www.cisco.com/en/US/docs/net_mgmt/cisco_configuration_professional_express/version1_1/
online_help/CCPE11.pdf ） を参照して ください。

インターフェイスおよびポート のナンバ リ ングについては、 「スロ ッ ト 、 ポー ト 、 およびイン
ターフェイスの情報」 セクシ ョ ン （1-28 ページ） を参照して ください。

Cisco IOS CLI の使用 ：手動設定

こ こでは、 コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） にアクセスしてルータで初期設定を実行
する方法について説明します。

システム設定ダイアログ  メ ッセージが表示されない場合、 デフォル ト の設定ファ イルは出荷前
にルータにインス トールされています。 ルータの設定については、 「Cisco Configuration 
Professional Express の使用」 セクシ ョ ン （4-8 ページ） を参照して ください。

インターフェイスおよびポート のナンバ リ ングについては、 「スロ ッ ト 、 ポー ト 、 およびイン
ターフェイスの情報」 セクシ ョ ン （1-28 ページ） を参照して ください。

ステップ 1 システム  メ ッセージがルータに表示されたら、 次の答えを入力し ます。

--- System Configuration Dialog ---

At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

Would you like to enter the initial configuration dialog?[yes/no]: no

ステップ 2 Return を押して自動インス トールを終了し、 手動設定を続行します。

Would you like to terminate autoinstall?[yes] Return

いくつかのメ ッセージが表示され、 次のよ う な行で終わり ます。

...
Copyright (c) 1986-2004 by cisco Systems, Inc.
Compiled <date> <time> by <person>

ステップ 3 Return を押すと  Router> プロンプ ト が表示されます。

...
flashfs[4]: Initialization complete.
Router>

ステップ 4 enable と入力して特権 EXEC モードを開始します。

Router> enable 
Router#

• ルータのホス ト名の設定 （4-9 ページ） （任意）

• イネーブルおよびイネーブル シークレ ッ ト  パスワードの設定 （4-10 ページ） （必須）

• コンソールのアイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト の設定 （4-11 ページ） （任意）

• ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスの設定 （4-13 ページ） （必須）
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• デフォル ト  ルート またはラス ト  リ ゾー ト  ゲート ウェ イの指定 （4-15 ページ） （必須）

• IP ルーティ ングおよび IP プロ ト コルの設定 （4-15 ページ） （必須）

• リ モー ト  コンソール アクセスのための仮想端末回線の設定 （4-18 ページ） （必須）

• 補助回線の設定 （4-20 ページ） （任意）

• ネッ ト ワーク接続の確認 （4-21 ページ） （必須）

• ルータ設定の保存 （4-23 ページ） （必須）

• 設定およびシステム  イ メージのバッ クアップ コピーの保存 （4-23 ページ） （任意）

ルータのホスト名の設定

ホス ト名は CLI プロンプ ト とデフォル ト の設定ファ イル名に使用されます。 ルータのホス ト名
を設定しないと、 出荷時のデフォル ト  ホス ト名である 「Router」 が使用されます。

ホス ト名の大文字と小文字の区別が保持される こ とは期待しないでください。 多くのインター
ネッ ト  ソフ ト ウェア  アプ リ ケーシ ョ ンでは、 大文字と小文字は同一に扱われます。 通常実行
する と きに名前を大文字にする こ とは適切なこ と もあ り ますが、 表記法では、 コンピュータ名
はすべて小文字で表示されます。 詳細については、 RFC 1178 『Choosing a Name for Your 
Computer』 を参照して ください。

名前は、 Advanced Research Projects Agency Network （ARPANET） のホス ト名に関する規則に従
う必要があ り ます。 このルールではホス ト名は文字で始ま り、 文字または数字で終わり、 その
間には文字、 数字、 またはハイフンしか使用できません。 名前は 63 文字以下にする必要があ
り ます。 詳細については、 RFC 1035 『Domain Names—Implementation and Specification』 を参照
して ください。

手順の概要

1. イネーブル化

2. configure terminal

3. hostname name 

4. ルータ  プロンプ ト に新しいホス ト名が表示される こ と を確認します。

5. end 

手順の詳細

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。
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イネーブルおよびイネーブル シークレッ ト  パスワードの設定

セキュ リ テ ィのレイヤを追加するには、 特にネッ ト ワークを経由するパスワード または TFTP 
サーバに保存されるパスワードの場合、enable password コマン ド または enable secret コマン ド
を使用します。 どちらのコマン ド も同じ結果を達成します。 つま り、 特権 EXEC （イネーブル）
モードにアクセスするために入力する必要がある、 暗号化されたパスワードを設定できます。

よ り高度な暗号化アルゴ リ ズムが使用されるので、 enable secret コマン ドを使用する こ と を推
奨します。 enable password コマン ドを使用するのは、 enable secret コマン ドを認識しない古い
イ メージの Cisco IOS ソフ ト ウェアをブー トする場合、または古いブート  ROM をブートする場
合だけです。

詳細については、 『Cisco IOS Security Configuration Guide』 の 「Configuring Passwords and 
Privileges」 を参照して ください。 また、 『Cisco IOS Password Encryption Facts』 テクニカル ノー
ト と 『Improving Security on Cisco Routers』 テクニカル ノー ト も参照して ください。

[Restrictions （機能制限） ]

enable secret コマン ドを設定した場合、このコマン ドは enable password コマン ド よ り も優先さ
れます。 同時に 2 つのコマン ドを有効にはできません。

手順の概要

1. イネーブル化

2. configure terminal

3. enable password password 

4. enable secret password 

5. end 

6. イネーブル化 

7. end 

ステップ 3 hostname name 

例 ：
Router(config)# hostname myrouter 

ネッ ト ワーク  サーバのホス ト名を指定または修正し
ます。

ステップ 4 ルータ  プロンプ ト に新しいホス ト名が表示さ
れる こ と を確認します。

例 ：
myrouter(config)# 

—

ステップ 5 end 

例 ：
myrouter# end

（任意） 特権 EXEC モードに戻り ます。

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的
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手順の詳細

コンソールのアイドル特権 EXEC タイムアウトの設定

こ こでは、 コンソール回線のアイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を設定する方法について説明し
ます。 デフォル ト では、 特権 EXEC コマン ド  インタープ リ タは、 ユーザ入力の検出を  10 分間
待ってから タイムアウ ト します。

コンソール回線を設定する と き、 通信パラ メータの設定、 自動ボー接続の指定、 および使用し
ている端末の端末操作パラ メータの設定を行う こ と もできます。 コンソール回線の設定の詳細
については、 『Cisco IOS Configuration Fundamentals and Network Management Configuration 
Guide』 を参照して ください。 と くに 「Configuring Operating Characteristics for Terminals」 およ
び 「Troubleshooting and Fault Management」 の章を参照して ください。

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 3 enable password password 

例 ：
Router(config)# enable password pswd2

（任意） 多様な特権レベルに対して、 アクセスを制御
するローカル パスワードを設定します。

• この手順を実行するのは、 enable secret コマン ド
を認識しない古いイ メージの Cisco IOS ソフ ト
ウェアをブートする場合、または古いブー ト  ROM 
をブートする場合だけです。

ステップ 4 enable secret password 

例 ：
Router(config)# enable secret greentree

enable password コマン ド よ り も強化したセキュ リ
テ ィ  レイヤを指定します。

• ステップ 3 で入力したパスワード と同じパスワー
ドを使用しないでください。

ステップ 5 end 

例 ：
Router(config)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。

ステップ 6 イネーブル化 

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 新しいイネーブルまたはイネーブル シークレ ッ ト  
パスワードが機能している こ と を確認します。

ステップ 7 end 

例 ：
Router(config)# end

（任意） 特権 EXEC モードに戻り ます。
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手順の概要

1. イネーブル化

2. configure terminal

3. line console 0 

4. exec-timeout minutes [seconds] 

5. end 

6. show running-config 

手順の詳細

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 3 line console 0 

例 ：
Router(config)# line console 0 

コンソール回線を設定し、 回線コンフ ィギュレーシ ョ
ン  コマン ドのコレクシ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 4 exec-timeout minutes [seconds] 

例 ：
Router(config-line)# exec-timeout 0 0

アイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を設定します。 これ
は特権 EXEC コマン ド  インタープ リ タがユーザの入力
が検出されるまで待つ間隔です。

• 次に、 タ イムアウ ト なしを指定する例を示します。
exec-timeout 値を  0 に設定する と、ルータへのログ
イン後にタイムアウ ト でログアウ トする こ とがな
く な り ます。 この場合、 disable コマン ドを使用し
て手動でログアウ ト しないでコンソールを離れる
と、 セキュ リ テ ィ上の問題が発生する可能性があ
り ます。

ステップ 5 end 

例 ：
Router(config)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。

ステップ 6 show running-config 

例 ：
Router(config)# show running-config 

実行コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルを表示します。

• アイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を適切に設定し
たこ と を確認します。
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例 

次に、 コンソールのアイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を  2 分 30 秒に設定する例を示します。

line console
 exec-timeout 2 30

次に、 コンソールのアイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を  10 秒に設定する例を示します。

line console
 exec-timeout 0 10 

ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスの設定

こ こでは、 IP アド レスおよびインターフェイスの説明をルータのイーサネッ ト  インターフェイ
スに割り当てる方法について説明します。

ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスに関する総合的な設定情報については、 『Cisco IOS 
Interface and Hardware Component Configuration Guide』
（http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2/interface/configuration/guide/icflanin.html ） の
「Configuring LAN Interfaces」 を参照して ください。

インターフェイスのナンバ リ ングについては、ルータのソフ ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  
ガイ ドを参照して ください。

手順の概要

1. イネーブル化

2. show ip interface brief 

3. configure terminal

4. interface {fastethernet | gigabitethernet} 0/port 

5. description string 

6. ip address ip-address mask 

7. no shutdown 

8. end 

9. show ip interface brief 

手順の詳細

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 show ip interface brief 

例 ：
Router# show ip interface brief

IP に設定されているインターフェイスの簡単なステー
タスを表示します。

• ルータ上にあるイーサネッ ト  インターフェイスの
種類がわかり ます。
4-13
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2/interface/configuration/guide/icflanin.html


第 4 章      ルータの設定

  ルータの初期設定の実行
例 

ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスの設定 ： 例

! 
interface GigabitEthernet0/0 
 description GE int to HR group
 ip address 172.16.3.3 255.255.255.0
 duplex auto 
 speed auto 
 no shutdown
!

ステップ 3 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 4 interface {fastethernet | gigabitethernet} 
0/port 

例 ：
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0

イーサネッ ト  インターフェイスを指定し、 インター
フェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン モードを開始します。

注 インターフェイスのナンバ リ ングについては、
ソフ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド
を参照して ください。

ステップ 5 description string 

例 ：
Router(config-if)# description GE int to 2nd 
floor south wing 

（任意） インターフェイス設定に説明を追加します。

• 説明がある と、 そのインターフェイスに接続され
ている ものを思い出しやすくな り ます。 また、 ト
ラブルシューテ ィ ングのために役立つこ と もあ り
ます。

ステップ 6 ip address ip-address mask 

例 ：
Router(config-if)# ip address 172.16.74.3 
255.255.255.0

インターフェイスのプラ イマ リ  IP アド レスを設定し
ます。

ステップ 7 no shutdown 

例 ：
Router(config-if)# no shutdown 

インターフェイスをイネーブルにします。

ステップ 8 end 

例 ：
Router(config)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。

ステップ 9 show ip interface brief 

例 ：
Router# show ip interface brief 

IP に設定されているインターフェイスの簡単なステー
タスを表示します。

• イーサネッ ト  インターフェイスが起動し、 正し く
設定されている こ と を確認します。

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的
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show ip interface brief コマンドの出力例

Router# show ip interface brief 

Interface                  IP-Address      OK?Method Status                Protocol
GigabitEthernet0/0            172.16.3.3      YES NVRAM  up                    up
GigabitEthernet0/1            unassigned      YES NVRAM  administratively down down
Router#

デフォルト  ルートまたはラスト  リゾート  ゲートウェイの指定

こ こでは、 IP ルーテ ィ ングをイネーブルにしてデフォル ト  ルート を指定する方法について説明
します。デフォル ト  ルート の指定の代替手段については、『Configuring a Gateway of Last Resort 
Using IP Commands』 テクニカル ノー ト を参照して ください。

パケッ ト のよ り よいルート がない場合、 および宛先が接続されているネッ ト ワークではない場
合、 Cisco IOS ソフ ト ウェアはラス ト  リ ゾー ト  ゲー ト ウェイ （ルータ） を使用します。 こ こで
は、 デフォル ト  ルート （ラ ス ト  リ ゾー ト  ゲート ウェ イを計算するルート候補） と してネッ ト
ワークを選択する方法について説明します。 ルーテ ィ ング  プロ ト コルがデフォル ト  ルート情
報を伝播する方法は、 プロ ト コルによって異な り ます。

IP ルーティングおよび IP プロ ト コルの設定

IP ルーティ ングおよび IP ルーティ ング  プロ ト コルに関する総合的な設定情報については、
Cisco.com の 『Cisco IOS IP Routing Protocols Configuration Guide, Release 12.4T』
（http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/iproute/configuration/guide/12_4t/irp_12_4t_book.html ） を参
照して ください。 

IP ルーティング

ルータがルーテ ィ ングとブ リ ッジ処理を同時に実行するよ うに、 Integrated Routing and Bridging
（IRB） を設定できます。 ルーティ ングがイネーブルかど うかに関係な く、 ルータはネッ ト ワー
ク上の IP ホス ト と して動作します。 IRB の詳細については、 Cisco.com の 
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk389/tk815/tk855/tsd_technology_support_sub-protocol_home.html を参照
して ください。

IP ルーティ ングは Cisco IOS ソフ ト ウェアで自動的にイネーブルにされます。 IP ルーテ ィ ング
を設定する と、 設定済みのデフォル ト  ルート など、 パケッ ト の転送に設定済みまたは既存の
ルート が使用されます。

（注） このタス ク  セクシ ョ ンは、 IP ルーテ ィ ングをディセーブルにする と きは適用されません。 IP 
ルーテ ィ ングをディセーブルにする と きにデフォル ト  ルー ト を指定するには、 Cisco.com の
『Configuring a Gateway of Last Resort Using IP Commands』 テクニカル ノート を参照してください。

デフォルト  ルート

ルータは他のすべてのネッ ト ワークに対してルート を決定できないこ と もあ り ます。 ルーテ ィ
ング機能を実現するための一般的な方法は、 スマート  ルータ と して複数のルータを使用し、 残
りのルータのデフォル ト  ルータをスマート  ルータに設定します （スマー ト  ルータにはイン
ターネッ ト ワーク全体のルーテ ィ ング  テーブルに関する情報が格納されます）。 これらのデ
フォル ト  ルート をダイナ ミ ッ クに渡すこ とや、 個々のルータに設定する こ とができます。

ほとんどのダイナミ ッ クな内部ルーティング プロ ト コルには、 スマート  ルータがダイナミ ッ クな
デフォルト情報を生成し、 それを他のルータに渡す処理を発生させる メカニズムが含まれます。
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デフォルト  ネッ トワーク

指定したデフォル ト  ネッ ト ワークに直接接続されているインターフェイスがルータにある場
合、 ルータで実行されるダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  プロ ト コルによって、 デフォル ト  ルート
が生成されるか、 デフォル ト  ルート が調達されます。 RIP の場合、 ルータは疑似ネッ ト ワーク  
0.0.0.0 をアドバタ イズします。 IGRP の場合、 ネッ ト ワーク自体がアドバタ イズされ、 外部
ルート と してフラグが付けられます。

ネッ ト ワークのデフォル ト を生成するルータ も、 デフォル ト  ルータを必要とする場合があ り ま
す。 ルータが自身のデフォル ト  ルート を生成する方法の 1 つは、 適切なデバイスを経由して
ネッ ト ワーク  0.0.0.0 に至るスタテ ィ ッ ク  ルート を指定する こ とです。

ラスト  リゾート  ゲートウェイ

デフォル ト情報をダイナ ミ ッ ク  ルーテ ィ ング  プロ ト コルを介して渡している場合、 その他の
設定は不要です。 ルーテ ィ ング  テーブルは定期的にスキャンされ、 デフォル ト  ルート と して

適なデフォル ト  ネッ ト ワークが選択されます。 RIP の場合、 0.0.0.0 とい う唯一の選択肢しか
あ り ません。 IGRP の場合、 システム  デフォル ト の候補にする こ とができるネッ ト ワークが複
数存在する こ と もあ り ます。 Cisco IOS ソフ ト ウェアではアド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタン
スおよびメ ト リ ッ ク情報の両方を使用して、 デフォル ト  ルート （ラ ス ト  リ ゾー ト  ゲート ウェ
イ） を判断します。 選択したデフォル ト  ルートは、 show ip route EXEC コマン ドのラス ト  リ
ゾー ト  ゲート ウェイの表示に表示されます。

ダイナ ミ ッ クなデフォル ト情報がソフ ト ウェアに渡されない場合、デフォル ト  ルート の候補を  
ip default-network グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドで指定します。 この方法では、
ip default-network コマン ドは引数と して未接続ネッ ト ワークを使用します。 このネッ ト ワーク
が任意のソース （ダイナ ミ ッ ク またはスタテ ィ ッ ク） のルーテ ィ ング  テーブルに表示される場
合、 デフォル ト  ルート候補と してフラグが付けられ、 デフォル ト  ルート と して使用できる選
択肢にな り ます。

ルータのデフォル ト  ネッ ト ワークにインターフェイスがな く、 そのネッ ト ワークに対するルー
トはある場合、 そのネッ ト ワークはデフォル ト  パス候補と見なされます。 ルート候補は検査さ
れ、 アド ミ ニス ト レーテ ィブ ディ スタンスおよびメ ト リ ッ クに基づいて 適な候補が選択され
ます。 適なデフォル ト  パスに対するゲート ウェ イは、 ラス ト  リ ゾー ト  ゲート ウェ イにな り
ます。

手順の概要

1. イネーブル化

2. configure terminal

3. ip routing 

4. ip route dest-prefix mask next-hop-ip-address [admin-distance] [permanent] 

5. ip default-network network-number 
または
ip route dest-prefix mask next-hop-ip-address

6. end 

7. show ip route 
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  ルータの初期設定の実行
手順の詳細

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 3 ip routing 

例 ：
Router(config)# ip routing

IP ルーティ ングをイネーブルにします。

ステップ 4 ip route dest-prefix mask next-hop-ip-address 
[admin-distance] [permanent] 

例 ：
Router(config)# ip route 192.168.24.0 
255.255.255.0 172.28.99.2

スタテ ィ ッ ク  ルート を確立します。

ステップ 5 ip default-network network-number 

または
ip route dest-prefix mask next-hop-ip-address 

例 ：
Router(config)# ip default-network 
192.168.24.0 

例 ：
Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 
172.28.99.1 

ラス ト  リ ゾー ト  ゲー ト ウェイを計算するルー ト候補
と してネッ ト ワークを選択します。

ラス ト  リ ゾー ト  ゲート ウェ イを計算するために、
ネッ ト ワーク  0.0.0.0 0.0.0.0 に対するスタテ ィ ッ ク  
ルート を作成します。

ステップ 6 end 

例 ：
Router(config)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。

ステップ 7 show ip route 

例 ：
Router# show ip route 

現在のルーテ ィ ング  テーブル情報を表示します。

• ラス ト  リ ゾー ト  ゲート ウェ イが設定されている
こ と を確認します。
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例

デフォルト  ルートの指定 ： 例

!
ip routing
!
ip route 192.168.24.0 255.255.255.0 172.28.99.2
!
ip default-network 192.168.24.0
!

show ip route コマンドの出力例

Router# show ip route 

Codes: C - connected, S - static, I - IGRP, R - RIP, M - mobile, B - BGP
       D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
       E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
       i - IS-IS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2, * - candidate default
Gateway of last resort is 172.28.99.2 to network 192.168.24.0
 
     172.24.0.0 255.255.255.0 is subnetted, 1 subnets
C       172.24.192.0 is directly connected, FastEthernet0
S       172.24.0.0 255.255.0.0 [1/0] via 172.28.99.0 
S*    192.168.24.0 [1/0] via 172.28.99.2
     172.16.0.0 255.255.255.0 is subnetted, 1 subnets
C       172.16.99.0 is directly connected, FastEthernet1
Router#

リモート  コンソール アクセスのための仮想端末回線の設定

仮想端末 （VTY） 回線は、 ルータに対して リモー ト  アクセスするために使用されます。 こ こで
は、 電源があるユーザだけがルータを リモー ト  アクセスできるよ うに、 パスワードを使用して
仮想端末回線を設定する方法について説明します。

デフォルトで、 ルータには 5 個の仮想端末回線があ り ます。 ただし、 『Cisco IOS Terminal Services 
Configuration Guide, Release 12.4』 に従って、 追加の仮想端末回線を作成できます。 「 Configuring 
Terminal Operating Characteristics for Dial-In Sessions」 の項を参照して ください。

回線パスワードおよびパスワードの暗号化については、 『Cisco IOS Security Configuration Guide, 
Release 12.4』 を参照して ください。 「Security with Passwords, Privilege Levels, and Login Usernames 
for CLI Sessions on Networking Devices」 の項を参照して ください。 アクセス  リ ス ト で VTY 回線の
セキュ リ ティ を保護する場合、 『Access Control Lists: Overview and Guidelines』 を参照して くださ
い。 また、 『Cisco IOS Password Encryption Facts』 テクニカル ノート を参照して ください。

手順の概要

1. イネーブル化

2. configure terminal

3. line vty line-number [ending-line-number] 

4. password password 

5. login 

6. end 

7. show running-config 

8. 別のネッ ト ワーク  デバイスから、 ルータに対する  Telnet セッシ ョ ンの開始を試行します。
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  ルータの初期設定の実行
手順の詳細

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 3 line vty line-number [ending-line-number] 

例 ：
Router(config)# line vty 0 4

リ モー ト  コンソール アクセスために、 仮想端末回線
（VTY） の回線コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドのコ
レクシ ョ ン  モードを開始します。

• ルータ上のすべての VTY 回線を設定している こ と
を確認します。

注 ルータ上の VTY 回線の数を確認するには、line 
vty ? コマン ドを使用します。

ステップ 4 password password 

例 ：
Router(config-line)# password guessagain

回線のパスワードを指定します。

ステップ 5 login 

例 ：
Router(config-line)# login

ログイン時のパスワード  チェ ッ クをイネーブルにしま
す。

ステップ 6 end 

例 ：
Router(config-line)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。

ステップ 7 show running-config 

例 ：
Router# show running-config

実行コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルを表示します。

• リ モー ト  アクセスのために仮想端末回線を適切に
設定したこ と を確認します。

ステップ 8 別のネッ ト ワーク  デバイスから、 ルータに対
する  Telnet セッシ ョ ンの開始を試行します。

例 ：
Router# 172.16.74.3 
Password:

ルータに リモー ト  アクセスできる こ と、 および仮想端
末回線のパスワードが正し く設定されている こ と を確
認します。
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例 

次に、 パスワードを使用して仮想端末回線を設定する例を示します。

!
line vty 0 4 
password guessagain 
login 

!

次の作業

VTY 回線を設定したら、 次の手順を実行します。

• （任意） 仮想端末回線のパスワードを暗号化するには、 『Cisco IOS Security Configuration 
Guide』 の 「Configuring Passwords and Privileges」 の章を参照して ください。 また、 『Cisco 
IOS Password Encryption Facts』 テクニカル ノー ト を参照して ください。

• （任意） アクセス  リ ス ト を使用して VTY 回線のセキュ リ テ ィ を確保するには、 『Cisco IOS 
Security Configuration Guide』 の 「Part 3: Traffic Filtering and Firewalls」 を参照して ください。

補助回線の設定

こ こでは、 補助回線について回線コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始する方法について説明
します。 補助回線の設定方法は、 補助 （AUX） ポー ト の具体的な実装によって異な り ます。 補
助回線の設定については、 次のマニュアルを参照して ください。

『Configuring a Modem on the AUX Port for EXEC Dialin Connectivity』 （テクニカル ノー ト ）

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_tech_note09186a0080094bbc.shtml 

『Configuring Dialout Using a Modem on the AUX Port』 （設定例）

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_configuration_example09186a0080094579
.shtml 

『Configuring AUX-to-AUX Port Async Backup with Dialer Watch』 （設定例）

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_configuration_example09186a0080093d2b
.shtml 

『Modem-Router Connection Guide』 （テクニカル ノー ト ）

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_tech_note09186a008009428b.shtml 

手順の概要

1. イネーブル化

2. configure terminal

3. line aux 0 

4. AUX ポート の特定の実装に合わせて回線を設定するには、 テクニカル ノー ト と設定例を参
照して ください。
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  ネッ トワーク接続の確認
手順の詳細

ネッ トワーク接続の確認
こ こでは、 ルータのネッ ト ワーク接続を確認する方法について説明します。

前提条件

• このマニュアルで前述したすべての設定タス クを完了します。

• 適切に設定したネッ ト ワーク  ホス ト にルータを接続する必要があ り ます。

手順の概要

1. イネーブル化

2. ping [ip-address | hostname]

3. telnet {ip-address | hostname} 

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始し
ます。

ステップ 3 line aux 0 

例 ：
Router(config)# line aux 0

補助回線について回線コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマ
ン ドのコレ クシ ョ ン  モードを開始します。

ステップ 4 AUX ポート の特定の実装に合わせて回線を設定
するには、 テクニカル ノー ト と設定例を参照し
て ください。

—
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手順の詳細

例 

次の表示は、 IP アド レス  192.168.7.27 に対して ping を実行したと きの出力例です。

Router# ping 

Protocol [ip]:
Target IP address: 192.168.7.27 
Repeat count [5]:
Datagram size [100]:
Timeout in seconds [2]:
Extended commands [n]:
Sweep range of sizes [n]:
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 192.168.7.27, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent, round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

次の表示は、 IP ホス ト名 donald に対して ping を実行したと きの出力例です。

Router# ping donald 

Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 192.168.7.27, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent, round-trip min/avg/max = 1/3/4 ms 

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 ping [ip-address | hostname] 

例 ：
Router# ping 172.16.74.5

初期ネッ ト ワーク接続を診断します。

• 接続を確認するには、 ネクス ト  ホップのルータ、
または設定済みの各インターフェイスに接続して
いるホス ト に対して ping を実行します。

ステップ 3 telnet {ip-address | hostname} 

例 ：
Router# telnet 10.20.30.40 

Telnet をサポートするホス ト にログインします。

• VTY 回線パスワードをテス トする必要がある場合
には、 別のネッ ト ワーク  デバイスから この手順を
実行し、 ルータの IP アド レスを使用します。
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ルータ設定の保存

こ こでは、実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを  NVRAM のスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン
に保存する こ とで、 次のシステム  リ ロード時、 または電源の再投入時に設定を失わない方法に
ついて説明します。 NVRAM には、 ルータ上に 256KB のス ト レージがあ り ます。

手順の概要

1. イネーブル化

2. copy running-config startup-config 

手順の詳細

設定およびシステム イメージのバックアップ コピーの保存

ファ イルの破損時にファ イルの回復を補助し、 ダウンタ イムを 小限に抑えるために、 スター
ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルおよび Cisco IOS ソフ ト ウェア  システム  イ メージ 
ファ イルのバッ クアップ コピーをサーバに保存する こ とを推奨します。

手順の概要

1. イネーブル化

2. copy nvram:startup-config {ftp: | rcp: | tftp:} 

3. show {flash0|flash1}: 

4. copy {flash0|flash1}: {ftp: | rcp: | tftp:} 

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 copy running-config startup-config 

例 ：
Router# copy running-config startup-config 

実行中の設定をスター ト アップ コンフ ィギュレー
シ ョ ンに保存します。
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手順の詳細

例 

スタートアップ コンフ ィギュレーシ ョ ンの TFTP サーバへのコピー ： 例

次に、 スター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ンを  TFTP サーバにコピーする例を示します。

Router# copy nvram:startup-config tftp: 

Remote host[]?172.16.101.101 

Name of configuration file to write [rtr2-confg]?<cr> 
Write file rtr2-confg on host 172.16.101.101?[confirm] <cr> 
![OK] 

フラ ッシュ  メモリから  TFTP サーバへのコピー ： 例

次に、 特権 EXEC で show {flash0|flash1}: コマン ドを使用してシステム  イ メージ ファ イルの名
前を確認し、 copy {flash0|flash1}: tftp: 特権 EXEC コマン ドを使用して、 システム  イ メージ
（c3900-2is-mz） を  TFTP サーバにコピーする例を示します。 このルータはデフォル ト のユーザ
名とパスワードを使用しています。

Router# show {flash0|flash1}: 

System flash directory:
File Length Name/status
1 4137888 c3900-c2is-mz
[4137952 bytes used, 12639264 available, 16777216 total]
16384K bytes of processor board System flash (Read/Write)\

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 イネーブル化

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 copy nvram:startup-config {ftp: | rcp: | tftp:} 

例 ：
Router# copy nvram:startup-config ftp: 

スター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル
をサーバにコピーします。

• コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルのコピーは
バッ クアップ コピーと して使用できます。

• プロンプ ト が表示されたら、 コピー先の URL を
入力します。

ステップ 3 show {flash0|flash1}: 

例 ：
Router# show {flash0|flash1}:

フラ ッシュ  メモ リ  ファ イル システムのレイアウ ト
と コンテンツを表示します。

• システム  イ メージ  フ ァ イルの名前を確認し
ます。

ステップ 4 copy {flash0|flash1}: {ftp: | rcp: | tftp:} 

例 ：
Router# copy {flash0|flash1}: ftp:

フラ ッシュ  メモ リのファ イルをサーバにコピーし
ます。

• システム  イ メージ ファ イルをサーバにコピー
し、 バッ クアップ コピーと して使用します。

• プロンプ ト が表示されたら、 ファ イル名と コ
ピー先の URL を入力します。
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Router# copy {flash0|flash1}: tftp: 

IP address of remote host [255.255.255.255]?172.16.13.110 
filename to write on tftp host?c3900-c2is-mz 
writing c3900-c2is-mz !!!!...
successful ftp write. 

（注） 完了した作業内容を失わないために、 進行に合わせてと きどき設定を保存して ください。
copy running-config startup-config コマンドを使用して設定を NVRAM に保存します。

初期設定の確認
Cisco IOS で次のコマン ドを入力する と、 ルータの初期設定を確認できます。

• show version ： システムのハードウェア バージ ョ ン、 インス トールされているソフ ト ウェア 
バージ ョ ン、 コンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イルの名前と ソース、 ブート  イ メージ、 および使
用されている  DRAM、 NVRAM、 およびフラ ッシュ  メモ リの合計サイズを表示します。

• show diag ： インス トールされているコン ト ローラ、 インターフェイス  プロセッサ、 および
ポート  アダプタに関する診断情報を一覧表示します。

• show interfaces ： インターフェイスが正し く動作している こ と、 インターフェイスおよび
回線プロ ト コルが正しい状態 （アップまたはダウン） にある こ と を表示します。

• show ip interface brief ： IP プロ ト コルに設定されているインターフェイスのステータス概
要を表示します。

• show configuration ： 正しいホス ト名とパスワードを設定したこ と を確認します。

初期設定を完了および確認したら、 特定の特性と機能を設定できるよ うにな り ます。
Cisco 1900 シ リーズ、 2900 シ リーズ、 および 3900 シ リーズのソフ ト ウェア コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

（注） インターフェイスおよびポート のナンバ リ ングの詳細については、 「スロ ッ ト 、 ポー ト 、 およ
びインターフェイスの情報」 セクシ ョ ン （1-28 ページ） を参照して ください。
4-25
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



第 4 章      ルータの設定

  初期設定の確認
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Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリ
C H A P T E R 5

内部モジュールおよび FRU の装着とアップ
グレード

このマニュアルでは、 Cisco 2900 および Cisco 3900 シ リーズ サービス統合型ルータ （ISR） に
内部モジュールおよび現場交換可能ユニッ ト （FRU） を装着およびアップグレードする方法に
ついて説明します。 設置およびアップグレードの情報は、 次の項に含まれます。

内部モジュール

• 内部モジュールへのアクセス （5-4 ページ）

• 内部モジュールの位置 （5-7 ページ）

• DRAM DIMM の装着と取り外し （5-13 ページ）

• ISM の装着と取り外し （5-16 ページ）

• PVDM3 の取り付けと取り外し （5-21 ページ）

• PVDM2 の装着と取り外し （5-23 ページ）

• 電源と冗長電源の交換 （5-28 ページ）

• FIPS ルーバーの装着 （5-51 ページ）

FRU

• ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換 （5-44 ページ）

• 2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ （5-52 ページ）

• CompactFlash メモ リ  カードの取り外し と装着 （5-59 ページ）

• SFP モジュールの装着 （5-62 ページ）

注意 モジュールの交換の前に、 安全上の警告の項を熟読し、 電源を切断します。

内部コンポーネン ト の設置および交換の手順については、 「内部モジュールへのアクセス」
セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  安全上の警告
安全上の警告

警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。 ステート メン ト  1004

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

警告 この装置の設置および保守は、 保守担当者 （AS/NZS 3260 で定義） が行って く ださい。 この装
置を誤って汎用コンセン トに接続すると危険な場合があります。 主電源コネクタの電源を抜く
前、 ハウジングが開いている間、 または主電源コネクタの電源を抜く前でハウジングが開いて
いる間に、 通信回線を切断する必要があります。 ステート メン ト  1043 

警告 オン/オフ  スイッチのあるシステムで作業をするときは、 事前に電源をオフにし、 電源コード
を取り外して く ださい。 ステート メン ト  1

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028 

警告 この装置は、 アースさせる必要があります。 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が
正し く取り付けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かどうか
はっきり しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。 ステート メ
ン ト  1024

警告 ユニッ トの電源がオフかオンかに関係な く 、 WAN ポートには危険なネッ トワーク間電圧が
あります。 感電を防ぐため、 WAN ポートの近く で作業するときは注意して く ださい。 ケー
ブルの接続を外すときは、 ユニッ ト側ではない方から先に取り外して く ださい。 ステート メ
ン ト  1026

警告 TNV に接触しないように、 シャーシを開く前に電話線を取り外して く ださい。 ステート メン ト  
1041 

警告 電力系統に接続された装置で作業する場合は、 事前に、 指輪、 ネックレス、 腕時計などの装身
具を外して く ださい。 金属は電源やアースに接触すると、 過熱して重度のやけどを引き起こし
たり、 金属類が端子に焼き付いたりすることがあります。 ステート メン ト  43
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  安全上の警告
警告 バスタブ、 洗面台、 台所のシンク、 洗濯機の周辺や、 湿度の高い地下室、 スイ ミ ング プール
の近く など、 水のある場所の近く では、 この製品を使用しないで く ださい。 ステート メ ン ト  
1035

警告 防水設計されていない電話ジャックは、 湿気の多い場所に取り付けないで く ださい。 ステート
メン ト  1036 

警告 電話回線がネッ トワーク  インターフェイスから切り離されている場合以外、 絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、 触れないで く ださい。 ステート メン ト  1037 

警告 雷雨時には電話 （コードレス型を除く ） を使用しないで く ださい。 雷によって感電する危険性
があります。 ステート メン ト  1038 

警告 ガス漏れを報告するには、 ガス漏れの近くで電話を使用しないで ください。 ステート メン ト  1039 

警告 バッテリが適正に交換されなかった場合、 爆発の危険があります。 交換用バッテリは元のバッ
テリ と同じものか、 製造元が推奨する同等のタイプのものを使用して く ださい。 使用済みの
バッテリは、 製造元の指示に従って廃棄して く ださい。 ステート メン ト  1015 

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

警告 スイッチ内部にはユーザが保守できる部品はありません。 筐体を開けないで く ださい。 ステー
ト メン ト  1073

警告 装置が設置されている建物の外部に接続する場合は、 認定された回線保護機能内蔵のネッ ト
ワーク終端装置を介してポート を接続して く ださい。

T1 SFP ステート メン ト  1044
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  内部モジュールへのアクセス
内部モジュールへのアクセス
ルータ上の内部モジュールにアクセスする場合の手順については、 次の項を参照して くださ
い。

• Cisco 2900 シ リーズ ルータ ： シャーシ カバーの取り外しおよび再装着 （5-4 ページ）

• Cisco 3900 シ リーズ ルータ ： Services Performance Engine の取り外し と交換 （5-6 ページ）

シャーシ カバーの取り外しおよび再装着

Cisco 2900 シ リーズ ルータには着脱式のカバーがあ り ます。 Cisco 3900 シ リーズ ルータには着
脱式のカバーはあ り ません。 Cisco 3900 シ リーズの保守可能なコンポーネン トおよびアセンブ
リはすべて、 シャーシからスラ イ ドするだけで、 簡単に取り外せます。

警告 TNV に接触しないように、 シャーシを開く前に電話線を取り外して く ださい。 ステート メン ト  
1041

（注） 次の作業には、 No.2 プラス  ド ラ イバを使用します。

カバーの取り外し

カバーを取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ  1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） を熟読し、 電源を切断
し ます。

ステップ 2 ルータの電源がオフで、 電源から外されている こ と を確認します。 冗長電源を使用している
場合、 冗長電源の接続を外します。

ステップ 3 シャーシを平らな場所に置きます。

ステップ 4 ルータ  カバーの背面にある  3 個のカバーのネジを外します。 図 5-1 を参照して ください。

ステップ 5 背面の端から、 45 度の角度でカバーを開けます。

ステップ 6 シャーシの前面 （ベゼル） の端に沿ってカバーを手前に引き、 スロ ッ ト を開けます。 図 5-1 を
参照して ください。

カバーの再装着

シャーシ カバーを交換するには、 次の手順に従います。

ステップ  1 モジュールの交換の前に、 安全上の警告 （5-2 ページ） を熟読し、 電源を切断し ます。

ステップ 2 ルータの電源がオフで、 電源から外されている こ と を確認します。 冗長電源を使用している場
合、 冗長電源の接続を外します。

ステップ 3 シャーシを平らな場所に置きます。

ステップ 4 カバーを  45 度の角度で持ち、 シャーシの前面 （ベゼル） の端に沿って、 カバーのタブをス
ロ ッ ト に挿入します。 図 5-1 を参照して ください。
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  内部モジュールへのアクセス
ステップ 5 シャーシの中央に合わせてカバーを持ち、 シャーシに降ろします。

ステップ 6 3 個のカバーのネジを締めます。

図 5-1 Cisco 2900 シリーズ ルータのカバーの取り付け

1 カバーのタブ 2 カバーのネジ （3 個）

Cisco 2900 Series

25
09

06

1 

2 

SYS ACT POE RPS PS
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  内部モジュールへのアクセス
Services Performance Engine の取り外しと交換

Services Performance Engine （SPE） と も呼ばれるモジュラ  マザーボードは、 Cisco 3900 シ リーズ 
ISR の現場交換可能ユニッ ト （FRU） です。 ラ ッ クからシャーシを取り外さずに、 Cisco 3900 
シ リーズ ルータに SPE を装着および交換します。 SPE を取り外した後で、 交換またはアップグ
レードのために内部モジュールにアクセスできます。

（注） この作業には No.2 のプラス  ド ラ イバを使用します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） を熟読し、 電源を切断
し ます。

ステップ 2 SPE の両側にある  2 つの非脱落型取り付けネジを緩めます。 図 5-2 を参照して ください。

ステップ 3 SPE の両側にあるイジェ ク ト  レバーを外側に回転し、 慎重にルータからまっすぐスラ イ ド しま
す。 静電気防止用シート の上に置きます。

注意 SPE は静電気の影響を受けやすいコンポーネン ト です。 破損を防ぐために、 「安全上の警告」
セクシ ョ ン （5-2 ページ） に記載されているすべての静電気防止に関する注意事項をよ くお読
みください。

図 5-2 Cisco 3925 および 3945 ルータからの Services Performance Engine の取り外し

1 非脱落型取り付けネジ 2 イジェ ク ト  レバー

1
2

1

2
24

73
19
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  内部モジュールの位置
ステップ 4 DRAM、 DIMM、 ISM、 PVDM を設置または交換します。 ルータでのスロ ッ トの位置については、
「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して ください。

または

Services Performance Engine を設置または交換します。 SPE の交換の際には、 イジェ ク ト  レバー
が外側へ十分開いている こ と を確認します。 コネク タがはまるまで慎重に SPE をルータの ト レ
イにスラ イ ド し、 イジェ ク ト  レバーを締めて SPE をしっかり と装着します。

ステップ 5 マザーボードの両側にある  2 個の非脱落型取り付けネジを締めます。

内部モジュールの位置
次の図に、 ルータのマザー ボード上の内部モジュールの位置を示します。 Cisco 2900 シ リーズ 
ISR の内部モジュールには、 DIMM、 Internal Services Module （ISM; 内部サービス  モジュール）、
次世代 Packet Voice Data Module （PVDM3; パケッ ト音声データ  モジュール）、 および電源があ
り ます。

• Cisco 2901 ： 図 5-3

• Cisco 2911 ： 図 5-4

• Cisco 2921 および Cisco 2951 ： 図 5-5

• Cisco 3925 および Cisco 3945 ： 図 5-6

• Cisco 3925E および Cisco 3945E ： 図 5-7
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  内部モジュールの位置
図 5-3 Cisco 2901 ルータのモジュール位置

1 電源 （図は Cisco 2901 ルータ） 2 PVDM3 1

3 PVDM3 0 4 DIMM ソケッ ト

5 ISM
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5
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4
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  内部モジュールの位置
図 5-4 Cisco 2911 ルータのモジュール位置

1 着脱式ファン  ト レイ 2 PVDM3 1

3 PVDM3 0 4 DIMM ソケッ ト

5 ISM
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  内部モジュールの位置
図 5-5 Cisco 2921 および Cisco 2951 ルータのモジュール位置

1 PVDM3 0 2 PVDM3 1

3 PVDM3 2 4 DIMM 0 ソケッ ト  
（Cisco 2921 には、 DIMM0 ソケッ トは 1 
個だけです）

5 DIMM 1 （2951 だけ） 6 ISM
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  内部モジュールの位置
図 5-6 Cisco 3925 および Cisco 3945 ルータのモジュール位置

1 PVDM3 0 2 PVDM3 1

3 PVDM3 2 4 PVDM3 3

5 DIMM 0 ソケッ ト  6 DIMM 1 ソケッ ト  

7 ISM
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5-11
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  内部モジュールの位置
図 5-7 Cisco 3925E および Cisco 3945E のモジュール位置

1 PVDM-3 0 2 PVDM-3 1

3 PVDM-3 2 4 DIMM 0 ソケッ ト

5 DIMM 1 ソケッ ト  

1 2 345

2
4

7
1

3
1
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  DRAM DIMM の装着と取り外し
DRAM DIMM の装着と取り外し
「内部モジュールへのアクセス」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して、 シャーシ  カバーを取り
外すか、 SPE を取り外します。

注意 DIMM の取り外しまたは装着時には、 常に静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを肌に密着させて着
用して ください。 リ ス ト  ス ト ラ ップの装置側をシャーシの金属部分に接続します。

注意 DRAM DIMM は端だけを持ちます。 DIMM は静電気の影響を受けやすいコンポーネン ト なの
で、 扱いを誤る と損傷するおそれがあ り ます。

DRAM DIMM の位置と向き

Cisco 2901、 2911、 および 2921 ルータのシステム  ボードには、 単一の DRAM DIMM ソケッ ト
があ り ます。 Cisco 2951、 および 3900 シ リーズのシステム  ボードには 2 個の DRAM DIMM ソ
ケッ ト があ り、 DIMM 0 および DIMM 1 と名前が付けられています。 ルータの DIMM コネク タ
の位置については、 「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して ください。

DRAM DIMM の挿入側には、 挿入方向を間違えないよ うに方向ノ ッチがあ り ます。 図 5-8 は 
DRAM DIMM の方向ノ ッチの図です。

注意 DIMM および PVDM3 は同様のサイズのソケッ ト にプラグインします。 方向ノ ッチだけが異な
り ます。 ソケッ ト に DRAM DIMM を挿入する前に、 図 5-8 の方向ノ ッチを確認して ください。

図 5-8 DRAM DIMM と方向ノ ッチ

1 方向ノ ッチ
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1
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  DRAM DIMM の装着と取り外し
DRAM DIMM の取り外し

DRAM DIMM を取り外すには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 シャーシ カバーを取り外します。 Cisco 2900 シ リーズ ISR の場合、 「シャーシ カバーの取り外
しおよび再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。 Cisco 3900 シ リーズ ISR の場
合、 「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して くだ
さい。

ステップ 3 DRAM DIMM モジュールを探します。 ルータの DRAM DIMM ソケッ ト の位置については、
「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して ください。

ステップ 4 DRAM DIMM から両端のラ ッチを引いて外し、 DIMM を少し持ち上げます。 図 5-9 のよ うにソ
ケッ ト から  DIMM を引き出します。

図 5-9 DRAM DIMM の取り外し

ステップ 5 静電気防止用袋に DIMM を入れ、 静電破壊から保護します。

ステップ 6 シャーシ カバーを元に戻します。 Cisco 2900 シ リーズ ISR の場合、 「シャーシ カバーの取り外
しおよび再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。 Cisco 3900 シ リーズ  ISR の
場合、 「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して く
ださい。
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DRAM DIMM の装着

（注） Unregistered DIMM （UDIMM） と  Very Low Profile （VLP） RDIMM は交換できません。

DRAM DIMM を装着するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 シャーシ カバーを取り外します。 Cisco 2900 シ リーズ ISR の場合、 「シャーシ カバーの取り外
しおよび再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。 Cisco 3900 シ リーズ  ISR の
場合、 「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して く
ださい。

ステップ 3 DRAM DIMM モジュールを探します。 ルータの DRAM DIMM ソケッ ト の位置については、
「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して ください。

ステップ 4 DIMM コネク タの両方のラ ッチが開いている こ と を確認します。

ステップ 5 方向ノ ッチがコネク タの方向キーに合う よ うに DIMM の向きをそろえます。 図 5-10 を参照し
て ください。

注意 DIMM および PVDM3 は同様のサイズのソケッ ト にプラグインします。 方向ノ ッチだけが異な
り ます。 ソケッ ト に DRAM DIMM を挿入する前に、図 5-10 の方向ノ ッチを確認して ください。

図 5-10 DRAM DIMM と方向ノ ッチ

ステップ 6 DIMM をコネク タに挿入します。

ステップ 7 ラ ッチが DIMM にはまるまで、 DRAM DIMM をコネク タに慎重に押し込みます。 両方のラ ッ
チが  DIMM に対して閉じ る位置に回転している こ と を確認し ます。 図 5-11 を参照して く だ
さい。
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図 5-11 DRAM DIMM の装着

ステップ 8 シャーシ カバーを元に戻します。 Cisco 2900 シ リーズ ISR の場合、 「シャーシ カバーの取り外
しおよび再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。 Cisco 3900 シ リーズ  ISR の
場合、 「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して く
ださい。

ISM の装着と取り外し
Integrated Service Module （ISM; 総合サービス  モジュール） はマザーボードの ISM スロ ッ ト に
プラグインし ます。 ISM はスペア部品と して販売され、 ISM タ イプを識別する ラベルがあ り
ます。 ISM の装着作業については、 次の項を参照して ください。

• ISM のソフ ト ウェア要件 （5-17 ページ）

• ISM の位置 （5-17 ページ）

• ISM の取り外し （5-17 ページ）

• ISM の装着 （5-18 ページ）

• ISM 装着の確認 （5-20 ページ）

注意 ISM の取り外しまたは装着時には、 常に静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを肌に密着させて着用
して ください。 リ ス ト  ス ト ラ ップの装置側をシャーシの金属部分に接続します。

注意 ISM は端だけを持ちます。 ISM は静電気の影響を受けやすいコンポーネン ト なので、 扱いを誤
る と損傷するおそれがあ り ます。
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ISM のソフ トウェア要件

ISM を使用するには、 指定した リ リースまたは以降の リ リースの Cisco IOS ソフ ト ウェアが必
要です。

ルータで実行されている  Cisco IOS ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを判断するには、 ルータにログ
インし、 show version コマン ドを入力します。

Router> show version

Cisco Internetwork Operating System Software 
2900 Software (C2900-ADVENTERPRISEK9-M), Version 12.3(8.2)T, INTERIM SOFTWARE

ISM の位置

Services Performance Engine （SPE） の ISM スロ ッ トの位置については、 「内部モジュールの位置」
セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して ください。

ISM の取り外し

ISM を取り外すには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） を熟読し、 電源を切断
し ます。

ステップ 2 ISM ス ロ ッ ト にアクセス します。 Cisco 2900 シ リーズの場合、 「シャーシ  カバーの取り外し
および再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。 Cisco 3900 シ リーズの場合、
「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して くだ
さい。

ステップ 3 取り外す ISM を探します。 「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して くだ
さい。

ステップ 4 ISM から  4 個のネジを外します。 図 5-12 を参照して ください。

図 5-12 ISM からのネジの取り外し  

ステップ 5 コネク タおよびプラスチッ クの絶縁体ポス ト から  ISM を持ち上げます。 スロ ッ ト と絶縁体ポス
ト の破損を防ぐために、 ISM とマザーボードを平行に保ちます。

1 ISM ネジ （4 個）
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ステップ 6 静電気防止用袋に ISM を入れ、 静電破壊から保護します。

ステップ 7 シャーシ  カバーを元に戻します。 Cisco 2900 シ リーズの場合、 「シャーシ  カバーの取り外し
および再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。 Cisco 3900 シ リーズの場合、
「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して くだ
さい。

ISM の装着

ISM を装着するには、 No. 2 のプラス  ド ラ イバまたはマイナス  ド ラ イバ、 および 1/4 インチの
ナッ ト  ド ラ イバまたはレンチを使用します。Cisco 2900 および Cisco 3900 シ リーズ ルータのシ
ステム  ボードには 1 個の ISM コネク タがあ り ます。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） を熟読し、 電源を切断
し ます。

ステップ 2 ISM ス ロ ッ ト にアクセス します。 Cisco 2900 シ リーズの場合、 「シャーシ  カバーの取り外し
および再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して ください。 Cisco 3900 シ リーズの場合、
「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して くだ
さい。

ステップ 3 アクセサ リ  キッ ト から  4 個の絶縁体ポス ト を探します。 図 5-13 を参照して ください。

図 5-13 絶縁体ポスト

ステップ 4 図 5-14 のよ うに、 4 個の絶縁ポス ト を取り付け場所のシステム  ボードに装着します。 絶縁ポス
ト を締めるには、 1/4 インチのナッ ト  ド ラ イバを使用します。 ISM 絶縁ポス ト の位置には、 取
り付け穴の位置の周囲に白色のプラスチッ ク  グロ メ ッ ト があ り ます。
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図 5-14 ISM の Cisco 2900 および 3900 シリーズ システム ボードへの接続

注意 取り付け時には絶縁ポス ト がまっすぐである こ と を確認します。 少しずつしっかり と締めま
す。 ネジの頭がシステム  ボードに対してしっかり と付く よ うにします。

ステップ 5 ISM にコネク タを挿入し、 システム  ボードに取り付けます。 図 5-15 を参照して ください。

（注） ボードがコネク タに装着されるまで、 ISM をしっかり と押し込みます。

ステップ 6 ISM を通してアクセサ リ  キッ ト のネジを絶縁体に挿入します。 図 5-13 を参照して ください。
0.7 ～ 1.1 N-m （6 ～ 8 インチ ポンド） の トルクで、 プラス  ド ラ イバを使用してネジを慎重に締
めます。

ステップ 7 ISM がシステム  ボードに正し く装着されたこ とを確認します。 図 5-15 を参照して ください。

図 5-15 正し く装着された ISM

ステップ 8 Cisco 2900 の場合、 「内部モジュールへのアクセス」 セクシ ョ ン （5-4 ページ） を参照して くだ
さい。

または

Cisco 3900 の場合、 「Services Performance Engine の取り外し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ）
を参照して ください。

1 ISM 2 絶縁ポス ト （4）
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ISM 装着の確認

ISM が正し く装着されたこ とを確認するには、 show diag コマン ドを使用します。 次の例では、
1 つの ISM がシステムで認識されています。

Router# show diag

ISM Slot 0:
        Internal-Service-Module 
        Internal-Service-Module is analyzed 
        Internal-Service-Module insertion time 13:25:34 ago
        EEPROM contents at hardware discovery:
        Hardware Revision        : 1.0
        Part Number              : 73-11709-01
        Board Revision           : 01
        Deviation Number         : 0-0
        Fab Version              : 01
        PCB Serial Number        : FHH1228P02T
        RMA Number               : 0-0-0-0
        RMA History              : 00
        RMA Test History         : 00
        Top Assy.Part Number    : 800-30779-01
        Product (FRU) Number     : ISM-SRE-200-K9
        Version Identifier       : V01
        CLEI Code                : CLEITBDXXX
        EEPROM format version 4
        EEPROM contents (hex):
          0x00: 04 FF 40 06 31 41 01 00 82 49 2D BD 01 42 30 31
          0x10: 80 00 00 00 00 02 01 C1 8B 46 48 48 31 32 32 38
          0x20: 50 30 32 54 81 00 00 00 00 04 00 03 00 D9 03 40
          0x30: C1 CB C0 46 03 20 00 78 3B 01 CB 8E 49 53 4D 2D
          0x40: 53 52 45 2D 32 30 30 2D 4B 39 89 56 30 31 00 C6
          0x50: 8A 43 4C 45 49 54 42 44 58 58 58 FF FF FF FF FF
          0x60: FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
          0x70: FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF

スロ ッ ト  1 ：
        N2G SM Test Card 1GE Port adapter, 1 port
        Port adapter is analyzed 
        Port adapter insertion time 13:26:22 ago
        EEPROM contents at hardware discovery:
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PVDM3 の取り付けと取り外し
Cisco 2900 および 3900 シ リーズ ISR は、 強化されたデジタル信号プロセッサ （DSP） 用に次世
代パケッ ト音声データ  モジュール （PVDM3） をサポー ト しています。 各ルータのマザーボー
ドには異なる数の PVDM3 があ り ます。 詳細については、 表 5-1 を参照して ください。

PVDM は同一形式で使用する必要があ り ます。 つま り、 同じルータに PVDM2 と  PVDM3 を混
載する こ とはできません。

PVDM スロ ッ ト のナンバ リ ングは 「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） で定義
されています。 PVDM を  1 個だけ使用する場合、 モジュールがスロ ッ ト  0 に装着されている こ
と を確認します。

Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ISR の PVDM3 スロ ッ ト に PVDM2 を装着する
には、 PVDM II アダプタが必要です。 「PVDM2 の装着と取り外し」 セクシ ョ ン （5-23 ページ）
を参照して ください。

注意 PVDM の取り外しまたは装着時には、 常に静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを肌に密着させて着
用して ください。 リ ス ト  ス ト ラ ップの装置側をシャーシの金属部分に接続します。

注意 PVDM は端だけを持ちます。 PVDM は静電気の影響を受けやすいコンポーネン ト なので、 扱い
を誤る と損傷する可能性があ り ます。

PVDM3 の位置と向き

PVDM3 コネク タはマザーボードにあ り、 PVDM3 0 ～ 3 と名前が付けられています。 位置につ
いては 「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して ください。

PVDM3 挿入側には、 挿入方向を間違えないよ うに方向ノ ッチがあ り ます。

注意 PVDM3 と  DIMM は、 同様のサイズのコネク タにプラグインします。 方向ノ ッチだけが異な り
ます。 PVDM3 は必ず PVDM3 コネク タに挿入します。 DIMM の方向ノ ッチの例については、
図 5-10 を参照して ください。

表 5-1 PVDM3 のサポート

ルータ マザーボード サポート される  PVDM3 の数

Cisco 2921、 2951 デフォル ト 2

Cisco 2921、 2951 デフォル ト 3

Cisco 3925 Services Performance Engine 100 4

Cisco 3945 Services Performance Engine 150 4

Cisco 3925E Services Performance Engine 200 3

Cisco 3945E Services Performance Engine 250 3
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PVDM3 の取り外し

マザーボードから  PVDM3 を取り外すには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 マザーボードの PVDM3 を探します。 「内部モジュールの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参
照して ください。

ステップ 3 両方にある  PVDM3 の保持ク リ ップを  PVDM3 から外し、 コネク タからまっすぐ  PVDM3 を持
ち上げます。 図 5-16 を参照して ください。

図 5-16 PVDM3 の取り外し

ステップ 4 静電気防止用袋に PVDM3 を入れ、 静電破壊から保護します。

PVDM3 の装着

PVDM3 を装着するには、 次の手順を実行します。

（注） コネク タ  0 から、 PVDM3 スロ ッ ト を順番に使用します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 システム  ボード上の PVDM3 コネク タを探します。 PVDM3 の位置については、 「内部モジュー
ルの位置」 セクシ ョ ン （5-7 ページ） を参照して ください。

ステップ 3 方向ノ ッチがコネク タの方向キーに合う よ うに PVDM3 の向きをそろえます。 図 5-17 を参照し
て ください。

1 保持ク リ ップを外します 2 PVDM3 を引き出します 
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図 5-17 PVDM3 の装着

ステップ 4 PVDM3 が装着されるまでコネク タにしっかり と挿入します。

ステップ 5 シャーシ  カバーを元に戻し ます。 Cisco 2900 シ リ ーズ  ISR の場合、 カバーを取り外し ます。
を参照して ください 「シャーシ カバーの取り外しおよび再装着」 セクシ ョ ン （5-4 ページ）。
Cisco 3900 シ リーズ ISR の場合、 SPE を取り外します。 「Services Performance Engine の取り外
し と交換」 セクシ ョ ン （5-6 ページ） を参照して ください。

PVDM2 の装着と取り外し
PVDM3 スロ  ッ  ト  に  PVDM2 を挿入するには、 PVDM アダプタ を使用する必要があ り ます。 
PVDM アダプタはコネ ク タ と ク リ ッ プが付いた小さ な回路基板ボード で、 PVDM2 を安全に 
PVDM3 ス ロ ッ ト に取 り 付ける こ と ができ ます。 ク リ ッ プはアダプタの側面にあ り 、 モジ 
ュールを固定するには物理的な操作が必要です。 

• PVDM アダプタ ： 図 5-18 （ 5-24 ページ）

• ク リ ップおよびガイ ド  ポス ト ： 図 5-19 （ 5-25 ページ）

• 開いたク リ ップ ： 図 5-20 （ 5-26 ページ）

• 閉じたク リ ップ ： 図 5-21 （ 5-26 ページ）

1 PVDM3 をコネク タに挿入し
ます。

2 保持ク リ ップを留めます。
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  PVDM2 の装着と取り外し
図 5-18 PVDM アダプタ  コンポーネン ト

PVDM2 を  PVDM3 スロ ッ ト に装着するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 両方の保持ク リ ップが開いている こ と （上の位置） を確認します。 図 5-19、 図 5-20、 および
図 5-21 を参照して ください。

1 PVDM アダプタ 2 PVDM2

3 方向ノ ッチ 4 ガイ ド  ポス ト の穴

5 ガイ ド  ポス ト

5 5

4
3
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  PVDM2 の装着と取り外し
図 5-19 は、 アダプタ上の保持ク リ ップ、 コネク タ  ク リ ップ、 およびガイ ド  ポス ト の位置を示
しています。

図 5-19 アダプタの保持クリ ップ、 コネクタ  クリ ップ、 およびガイド  ポスト

1 保持ク リ ップ 2 コネク タ  ク リ ップ

3 ガイ ド  ポス ト
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  PVDM2 の装着と取り外し
図 5-20 は、 開いている保持ク リ ップを示しています。

図 5-20 開いている保持クリ ップ （上の位置）

図 5-21 は、 閉じている （下） 保持ク リ ップを示しています。

図 5-21 閉じている保持クリ ップ （下の位置）
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  PVDM2 の装着と取り外し
ステップ 3 キー ノ ッチに合わせる と きは、 アダプタに対して  45 度の角度で PVDM2 を挿入します。 コネ
ク タ全体が端から端までアダプタに装着されるよ うにし、 PVDM2 をアダプタにしっかり と押
し込みます。

図 5-22 PVDM2 の PVDM アダプタへの装着

ステップ 4 PVDM をガイ ド  ポス ト に押し込みます。 ガイ ド  ポス ト をガイ ドの穴を通します。 コネク タ  ク
リ ップは PVDM2 の上にあ り、 PVDM2 をアダプタに固定します。
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  電源と冗長電源の交換
ステップ 5 両方の保持ク リ ップをそれぞれの留め具に押し込みます。 保持ク リ ップは、 コネク タ  ク リ ップ
が PVDM2 から外れないよ うに防ぎます。 図 5-23 は、 正し く アダプタに装着された PVDM2 を
示しています。

図 5-23 アダプタへの PVDM2 の正しい装着

電源と冗長電源の交換
Cisco 2901 ルータを除き、 すべての Cisco 2900 シ リーズ ルータには交換可能な電源モジュール
と外部 Redundant Power Supply （RPS; 冗長電源） があ り ます。 Cisco 3900 シ リーズ ルータは、
外部 RPS を使用できません。 その代わりに、 1 個または 2 個の （任意の） 内部電源を使用しま
す。 2900 シ リーズおよび 3900 シ リーズのすべての内部電源はモジュール形式であ り、 内部
ケーブルはあ り ません。 これらのモジュ ラ電源は、 取り外しまたは装着がド ラ イバを使用する
だけでできます。

• Cisco 2901 ルータの電源の交換 （5-29 ページ） 

• Cisco 2911 ルータの電源の交換 （5-31 ページ） 

• Cisco 2911 ルータのオプシ ョ ンの DC 電源の取り付けと取り外し （5-32 ページ）

• Cisco 2911 ルータ電源ブランクの取り付け （5-33 ページ）

• Cisco 2911 ルータの冗長電源の交換 （5-35 ページ）

• Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シ リーズの電源の交換 （5-36 ページ） 

– イーサネッ ト  スイ ッチ ネッ ト ワーク  モジュールへの POE 電源の挿入 （5-38 ページ）

• Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シ リーズのオプシ ョ ンの DC 電源の取り付けと
取り外し （5-39 ページ）

• 冗長電源アダプタの装着と取り外し （5-41 ページ）
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  電源と冗長電源の交換
（注） 電源を表 1-9 に示す種類と交換します。

Cisco 2901 ルータの電源の交換

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

Cisco 2901 ルータの電源を交換するには、 次の手順を実行します。 Cisco 2901 ルータのコネク
タや他のコンポーネン ト の位置については、 図 5-3 を参照して ください。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 外部 AC 電源からルータを外します。

ステップ 3 シャーシからカバーを取り外します。 「シャーシ カバーの取り外しおよび再装着」 セクシ ョ ン
（5-4 ページ） を参照して ください。
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  電源と冗長電源の交換
ステップ 4 電源コードを主電源コネク タから外します。 図 5-24 を参照して ください。

図 5-24 Cisco 2901 電源コンポーネン ト

ステップ 5 主電源をシャーシに留めているネジを外します。

1 電源モジュール 2 電源取り付けネジ

3 電源コードのコネク タ
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  電源と冗長電源の交換
ステップ 6 シャーシから主電源を持ち上げます。 図 5-25 を参照して ください。

図 5-25 2901 の電源の装着または取り外し

ステップ 7 交換の電源をシャーシに挿入します。 図 5-25 を参照して ください。 電源をシャーシに留めるネ
ジを挿入します。 図 5-24 を参照して ください。

ステップ 8 電源コードを電源コネク タに接続します。 シャーシのカバーを元どおりに取り付け、 電源を
ルータに接続します。

Cisco 2911 ルータの電源の交換

Cisco 2911 ルータに使用できる電源オプシ ョ ンがいくつかあ り ます。 表 1-9 を参照して くださ
い。 すべての電源オプシ ョ ンには、 簡単に取り外し と交換を行う こ とができる同じモジュ ラ  
フォーム  ファ ク タがあ り ます。

2911 電源を交換するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

図 5-26 Cisco 2911 電源コンポーネン ト
.
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  電源と冗長電源の交換
ステップ 2 電源モジュールの 2 つの非脱落型ネジを緩めます。 図 5-26 を参照して ください。

ステップ 3 シャーシから電源モジュールを引き抜きます。

ステップ 4 交換の電源モジュールを挿入し、 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 5 電源モジュールをただちに交換しない場合は、 空のサプラ イ  スロ ッ ト にブランク  カバーを装
着します。 「Cisco 2911 ルータ電源ブランクの取り付け」 セクシ ョ ン （5-33 ページ） を参照して
ください。

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

Cisco 2911 ルータのオプションの DC 電源の取り付けと取り外し

Cisco 2911 ルータに使用できる電源オプシ ョ ンがいくつかあ り ます。 表 1-9 を参照して くださ
い。 すべての電源オプシ ョ ンには、 簡単に取り外し と交換を行う こ とができる同じモジュ ラ  
フォーム  ファ ク タがあ り ます。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

2911 DC 電源の取り付け

2911 DC または DC+POE 電源を取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換または取り付けの前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を
熟読し、 電源を切断し ます。

ステップ 2 No.1 プラス  ド ラ イバを使用して 2 個の非脱落型ネジを緩め、 システムから  AC 電源モジュール
を取り外し （図 5-26 を参照）、 シャーシの I/O 側から電源モジュールをゆっ く り と引き出しま
す （図 5-27 を参照）。

ステップ 3 シャーシから電源モジュールを引き抜きます。

ステップ 4 交換の  DC 電源モジュールを挿入し、 非脱落型ネジを締めます。 8 ～  10 イ ンチ  ポン ド
（0.9 ～  1.1 N-m） の ト ルクで締めます。
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  電源と冗長電源の交換
2911 DC 電源の取り外し

2911 DC 電源を取り外すには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換または取り付けの前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を
熟読し、 電源を切断し ます。

ステップ 2 No.1 プラス  ド ライバを使用して 2 個の非脱落型ネジを緩め、 システムから電源モジュールを外し
（図 5-26 を参照）、 シャーシの I/O 側から電源モジュールをゆっ く り と引き出します （図 5-27 
を参照）。

ステップ 3 シャーシから電源モジュールを引き抜きます。

ステップ 4 電源モジュールをただちに交換しない場合は、 空のサプラ イ  スロ ッ ト にブランク  カバーを装
着します。 「Cisco 2911 ルータ電源ブランクの取り付け」 セクシ ョ ン （5-33 ページ） を参照して
ください。

Cisco 2911 ルータ電源ブランクの取り付け

電源モジュールをシステムから取り外した後、 交換するまでの間にシステムが通電されたまま
であるか、 通電される可能性がある場合は、 安全のために電源ブランク  キャ ップおよびパネル
を取り付ける必要があ り ます。

（注） この手順は、 RPS モジュールを備えたシステムを維持する、 またはシステムに電源を供給する
顧客に適用されます。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 電源モジュールが存在する場合、 電源が切断され、 電源コードが抜かれている こ と を確認し
ます。

ステップ 3 No.1 プラス  ド ラ イバを使用して 2 個の非脱落型ネジを緩め、システムから電源モジュールを外
し、 シャーシの I/O 側から電源モジュールをゆっ く り と引き出します。 図 5-27 を参照して くだ
さい。
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  電源と冗長電源の交換
図 5-27 2911 ルータ電源ブランクの I/O 側の取り付け

ステップ 4 ルータの前面からベゼルを抜き出し、 ベゼル アセンブリ をルータのベゼル側から取り外します。
図 5-28 を参照して ください。

図 5-28 2911 電源ブランクのベゼル側の取り付け

I/O side
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ステップ 5 シャーシのベゼル側の電源開口部に電源スイ ッチ ブランク  キャ ップをゆっ く り押し込んで取
り付けます。 ブランク  キャ ップを取り付ける と き、 “THIS SIDE UP” ラベルが上になっている
こ と を確認します。 完全に収まる と、 ブランク  キャ ップがカチッ とはま り ます。 図 5-28 を参
照して ください。

ステップ 6 シャーシの穴とベゼルのコネク タを合わせて、 ベゼル アセンブ リ を交換します。 完全に収まる
まで、 ベゼル アセンブ リ をゆっ く り押し込みます。

ステップ 7 電源ブランク  パネルをシャーシの I/O 側の電源開口部に押し込んで取り付けます （図 5-27 を参
照）。 “THIS SIDE UP” とマーキングされたフランジが上を向いている こ と を確認します。

ステップ 8 電源ブランク  パネルを完全に収めた後、 No.1 プラス  ド ラ イバを使用して 2 個の非脱落型ネジ
を締めます。

Cisco 2911 ルータの冗長電源の交換

Cisco 2911 ルータの冗長電源 （RPS） は外部 RPS です。 外部 RPS はルータの前面のコネク タに取
り付けます。 RPS を取り付けるには、 Cisco 2911 に RPS アダプタを装着する必要があ り ます。
図 5-29 を参照して ください。 「冗長電源アダプタの装着と取り外し」 セクシ ョ ン （5-41 ページ）
を参照して ください。

図 5-29 Cisco 2911 冗長電源アダプタ
.

1 RPS アダプタ 2 RPS 取り付けネジ （2 個）
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  電源と冗長電源の交換
Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シリーズの電源の交換

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

Cisco 2921、 Cisco 2951、および Cisco 3900 シ リーズ ルータには使用できる電源オプシ ョ ンがい
くつかあ り ます。 表 1-9 を参照して ください。 すべての電源と  RPS オプシ ョ ンには、 簡単に取
り外し と交換を行う こ とができる同じモジュ ラ  フォーム  ファ ク タがあ り、 ケーブル配線があ
り ません。 RPS を取り付ける場合、 電源はホッ ト スワ ップ可能です。

（注） 3900 シ リーズ ルータは、 外部 RPS を使用しません。 その代わりに、 オプシ ョ ンのセカ
ンダ リ内部電源を使用します。

（注） ホッ ト スワ ップを実行する前に、 この手順を通読し、 すべての道具と交換の電源を用意
します。 ホッ ト スワ ップ手順では、 冷却ファンを取り外す必要があ り ます。 ファンの交
換を始めてルータの電源がオフになるまでは数分しかあ り ません。 ルータが上限温度に
達するためです。

Cisco 2921 および Cisco 2951 ルータの電源の交換

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を切
断します。

ステップ 2 ファン  ト レイおよびベゼル アセンブ リ をまっすぐ引き出し、 ファン  ト レイおよびベゼル アセ
ンブ リ を取り外します。 図 5-30 を参照して ください。

ステップ 3 電源モジュールの 2 つの非脱落型ネジを緩めます。 図 5-30 を参照して ください。

ステップ 4 コネク タから電源を利用するために 2 個の非脱落型の電源取り付けネジを取り付け、 シャーシ
から電源モジュールを引き出します。

ステップ 5 交換の電源モジュールを挿入し、 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 6 ファン  ト レイ とベゼル アセンブ リ を再装着します。
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  電源と冗長電源の交換
図 5-30 Cisco 2921 および 2951 の電源コンポーネン ト
.

Cisco 3900 シリーズ ルータの電源の交換

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を切
断します。

ステップ 2 ベゼルを取り外します。

ステップ 3 ファン  ト レイの四隅にある  4 本の非脱落型ネジを緩め、 ファン  ト レイを引き出します。
図 5-31 を参照して ください。

ステップ 4 電源モジュールの 2 つの非脱落型ネジを緩めます。 図 5-31 を参照して ください。

ステップ 5 コネク タから電源を利用するために 2 個の非脱落型の電源取り付けネジを取り付け、 シャーシ
から電源モジュールを引き出します。

ステップ 6 交換の電源モジュールを挿入し、 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 7 ファン  ト レイおよびベゼルを再装着します。

1 ファン  ト レイおよびベゼル アセンブ リ 2 電源モジュール

3 電源取り付けネジ （2） 4 （任意） RPS アダプタ

5 RPS またはセカンダ リ 電源の取り付け
ネジ （2）
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  電源と冗長電源の交換
図 5-31 Cisco 3900 シリーズの電源コンポーネン ト

イーサネッ ト  スイッチ ネッ トワーク  モジュールへの POE 電源の挿入

イーサネッ ト  スイ ッチ ネッ ト ワーク  モジュールの POE 電力は活性挿入機能をサポート しま
す。 POE 電力は活性状態での取り外しをサポート しません。

イーサネッ ト  スイ ッチ ネッ ト ワーク  モジュールのあるルータで POE 電源を リ ロード または挿
入しよ う とする と、 次のメ ッセージが表示されます。

Aug 10 18:29:40.331: %ILPM_FAULT-5-ILPM_NOTICE: Notice: Inline power supply is being 
started.
*Aug 10 18:29:40.331: %ILPM_FAULT-5-ILPM_WARNING: Warning: Ethernet Switch Network Modules 
with PoE Support need to be reloaded to function properly.
*Aug 10 18:29:40.691: %SYS-5-RESTART: System restarted -- Cisco IOS Software, C2900 
Software (C2900-UNIVERSALK9-M), Version 15.0(1)M2, RELEASE SOFTWARE (fc2)

この警告メ ッセージは、 システム  リ ロード または POE 電力復旧への警告で、 システムにエ
ラーがある こ と を示していません。

34
32

66

1

4

2 

3 

SYS ACT SYS
PWR1

AUX
PWR1

SYS
PWR2

AUX
PWR2

Cisco 2900 Series

1 ベゼル 2 電源モジュール

3 電源取り付けネジ （2） 4 ファン  ト レイ
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  電源と冗長電源の交換
POE 電源が挿入される と、 ルータでインラ イン電源装置が自動的に復元されます。 挿入した
ら、 POE 電源が正常に動作するために、 ルータのスイ ッチ モジュールの リ セッ ト が必要です。

2 つの POE 電源がある場合、 電源はブース ト  モード または リ ダンダン ト  モードで動作できま
す。 ブース ト  モードでは、 供給される合計電力は、 2 台の電源容量の合計です。 リ ダンダン ト  
モードでは、 POE 電源の 1 つがエラーになる と、 も う  1 つの POE が電力を供給します。

Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シリーズのオプショ ンの DC 
電源の取り付けと取り外し

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

警告 This equipment must be grounded. 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正し く取り付
けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かどうかはっきり しない
場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。 ステート メン ト  1024

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

Cisco 2921、 Cisco 2951、および Cisco 3900 シ リーズ ルータには使用できる電源オプシ ョ ンがい
くつかあ り ます。 表 1-9 を参照して ください。 すべての電源と  RPS オプシ ョ ンには、 簡単に取
り外し と交換を行う こ とができる同じモジュ ラ  フォーム  ファ ク タがあ り、 ケーブル配線があ
り ません。 RPS を取り付ける場合、 電源はホッ ト スワ ップ可能です。

（注） 3900 シ リーズ ルータは、 外部 RPS を使用しません。 その代わりに、 オプシ ョ ンのセカ
ンダ リ内部電源を使用します。

（注） ホッ ト スワ ップを実行する前に、 この手順を通読し、 すべての道具と交換の電源を用意
します。 ホッ ト スワ ップ手順では、 冷却ファンを取り外す必要があ り ます。 ファンの交
換を始めてルータの電源がオフになるまでは数分しかあ り ません。 ルータが上限温度に
達するためです。
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Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シリーズのオプショ ンの DC 電源の取り付け

Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シ リーズのオプシ ョ ンの DC 電源を取り付けるには、
次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を切
断します。

ステップ 2 ファン  ト レイおよびベゼル アセンブ リ を取り外します。

• Cisco 3900 シ リーズ ルータの場合、 ベゼルからファンをまっすぐ引き出し、 ファン  ト レイ  
アセンブ リ からオプシ ョ ンのエアー フ ィルタ と共に取り外します。

• 2900 シ リーズ ルータの場合、 ベゼル アセンブ リ を取り外し、 ファン  ト レイ  アセンブ リの
角にある  4 個の非脱落型ネジを緩め、 ファン  ト レイ  アセンブ リ を引き出します。 図 5-30 
を参照して ください。

ステップ 3 AC 電源モジュールの 2 つの非脱落型ネジを緩めます。 図 5-30 を参照して ください。

ステップ 4 コネク タから  AC 電源を利用するために 2 個の非脱落型の AC 電源取り付けネジを取り付け、
シャーシから電源モジュールをまっすぐ引き出します。

ステップ 5 DC 電源モジュールを挿入し、 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 6 ファン  ト レイ とベゼル アセンブ リ を再装着します。

Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シリーズのオプショ ンの DC 電源の取り外し

Cisco 2921、 Cisco 2951、 または Cisco 3900 シ リーズのオプシ ョ ンの DC 電源を取り外すには、
次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を切
断します。

ステップ 2 ファン  ト レイおよびベゼル アセンブ リ を取り外します。

• Cisco 3900 シ リーズ ルータの場合、 ベゼルからファンをまっすぐ引き出し、 ファン  ト レイ  
アセンブ リ からオプシ ョ ンのエアー フ ィルタ と共に取り外します。

• 2900 シ リーズ ルータの場合、 ベゼル アセンブ リ を取り外し、 ファン  ト レイ  アセンブ リの
角にある  4 個の非脱落型ネジを緩め、 ファン  ト レイ  アセンブ リ を引き出します。 図 5-30 
を参照して ください。

ステップ 3 DC 電源モジュールの 2 つの非脱落型ネジを完全に緩めます。 図 5-30 を参照して ください。

ステップ 4 コネク タから  AC 電源を利用するために、 2 個の非脱落型の DC 電源取り付けネジを引き抜き、
シャーシから電源モジュールをまっすぐ引き出します。

ステップ 5 ファン  ト レイ とベゼル アセンブ リ を再装着します。
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冗長電源アダプタの装着と取り外し

Cisco 2911、 2921、 または 2951 ルータの冗長電源 （RPS） は外部 Cisco RPS 2300 です。 RPS に
接続するには、 ルータに RPS を装着する必要があ り ます。 RPS アダプタを装着する前に、 ブラ
ンク  パネルを取り外す必要があ り ます。 外部 RPS はアダプタの前面のコネク タに取り付けま
す。 図 5-32 を参照して ください。

（注） RPS2300 に接続したら、 Cisco 2900 シ リーズ ルータを リブー トする必要があ り ます。

ヒン ト RPS 2300 の仕様については、次の URL から入手できる、『Cisco Redundant Power Supply System 
Hardware Installation Guide』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/power_supplies/rps2300/hardware/installation/guide/2300
hig.html

RPS の構成によっては、 複数のルータをバッ クアップできます。

注意 RPS の装着または取り外し手順どおりに操作しないと、 ルータ、 RPS アダプタ、 RPS ケーブ
ル、 または RPS が破損する可能性があ り ます。

図 5-32 Cisco 2911 冗長電源アダプタ
.

表 5-2 に、 Cisco 2900 シ リーズ  ISR と組み合わせた場合の RPS 2300 バッ クアップ機能を示し
ます。

1 RPS アダプタ 2 RPS 取り付けネジ （2 個）

25
09

80

1

2

2

表 5-2 RPS 2300 のバックアップ機能

電源モード

数と  RPS 2300 FRU の種類 

1 個、
C3K-PWR-750WAC

2 個、
C3K-PWR-750WAC

1 個、
C3K-PWR-1150WAC

2 個
C3K-PWR-1150WAC

RPS に 2911 1 2 1 2

RPS に 2921、
2951

0 1 0 1
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RPS アダプタの装着

RPS アダプタを装着するには、 次の手順を実行します。

注意 RPS アダプタをルータのシャーシに装着してから、 RPS に接続する必要があ り ます。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 AC または DC 電源がルータの電源から外されている こ と を確認します。

ステップ 3 接続されている場合、 RPS 2300 をスタンバイ  モードにします。 RPS 2300 の操作については、
『Cisco Redundant Power System 2300 Hardware Installation Guide』 を参照して ください。

ステップ 4 RPS アダプタが装着されていない場合、 ブランク  パネルがその場所にあ り ます。 RPS アダプタ
のブランク  パネルを取り外します。

ステップ 5 RPS アダプタをルータに挿入し （図 5-29 または図 5-30）、 ネジを締めます。

ステップ 6 RPS 2300 ケーブルを  RPS アダプタ  コネク タに接続します。

ステップ 7 RPS 2300 ケーブルの反対側を  RPS 2300 に接続します。

ステップ 8 ルータの電源を投入します。

ステップ 9 RPS をアクテ ィブ モードにします。

RPS アダプタの取り外し

RPS アダプタを取り外すには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 安全上の警告の項を熟読し、 電源を切断し ます。

ステップ 2 接続されている場合、 RPS 2300 をスタンバイ  モードにします。 RPS 2300 の操作については、
『Cisco Redundant Power System 2300 Hardware Installation Guide』 を参照して ください。

ステップ 3 AC または DC 電源をオフにし、 ルータ電源から外します。

ステップ 4 RPS 2300 から  RPS ケーブルを外します。

ステップ 5 RPS アダプタから  RPS 2300 ケーブルの反対側を外します。

ステップ 6 RPS アダプタを取り外します。

ステップ 7 RPS ブランク  パネルを取り付けます。

POE ブース ト
に 2911

0 1 1 2

POE ブース ト
に 2921、 2951

0 1 0 1

表 5-2 RPS 2300 のバックアップ機能 （続き）

電源モード

数と  RPS 2300 FRU の種類 

1 個、
C3K-PWR-750WAC

2 個、
C3K-PWR-750WAC

1 個、
C3K-PWR-1150WAC

2 個
C3K-PWR-1150WAC
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Cisco 2911、 2921、 および 2951 電源と  RPS のエラー メ ッセージ

Cisco 2911、 2921、 および 2951 ルータに固有の RPS エラー メ ッセージが多数あ り ます。 メ ッ
セージはルータのコン ソール端末に表示されます。 表 5-3 はメ ッセージ とその意味の リ ス ト
です。

表 5-3 Cisco 2911、 2921、 および 2951 電源と  RPS のエラー メ ッセージ

メ ッセージ Condition

An unsupported RPS is connected or cable is not 
inserted properly

リ ロード中に、 IOS から  RPS2300 PID を読み
取る こ とができませんでした。 または 
RPS2300 PID が一致しません。 RPS2300 PID 
は、 ルータ と  RPS2300 間の I2C リ ンクで読み
取られます。 このエラーは、 ケーブル接続に
問題がある可能性も示しています。

Power supplies inserted in RPS are incompatible 互換性のない RPS 2300 FRU です。 使用でき
る  FRU は 1150W または 750W です。 RPS は
異なる  FRU をサポー ト していません。 表 1-9 
を参照して ください。

RPS has a critical fault リ ロード中に、 RPS2300 が過電流、 過熱、 ま
たは低電圧の状態にな り ました。

RPS is not ready for configuration RPS2300 は、 接続されている  LU1 からの制御
コマン ド またはコンフ ィギュレーシ ョ ン  コマ
ン ドを処理中です。 また、 ルータはコマン ド
を  RPS2300 に送信しよ う と しています。

RPS is not available for backup RPS2300 は他の LU をバッ クアップしており、
現在のルータをバッ クアップできません。

One critical RPS fault has occurred or RPS power 
supply is not good

実行中に、 RPS2300 が過電流、 過熱、 または
低電圧の状態になったか、 電源に障害が発生
しました。

RPS is disconnected or powered off RPS2300 の接続が外れているか、 電源がオフ
です。

An unsupported RPS is connected. リ ロード または実行中に、 サポー ト されない 
RPS2300 がルータに接続されています。

RPS OIR insertion is not supported.Reload the 
router for power redundancy.

実行時に、 サポー ト される  RPS2300 がルータ
に接続されています。

Chassis power is not good in PSU 1 実行中に、 入力電源が内部電源から外されま
した。

Input source is removed from PSU 1 実行中に、 入力電源が内部電源から外されま
した。

PSU's PoE power is not good in slot 1 実行中に、 内部電源からの PoE 電力の供給に
失敗しました。

PSU is removed in slot 1 内部電源が外されました。

1. LU=負荷装置。
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  ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
ファン ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
Cisco 2900 シ リーズおよび 3900 シ リーズ ルータには、 現場交換可能ユニッ ト （FRU） である
ホッ ト スワ ップ可能なファン  ト レイ とエアー フ ィルタがあ り ます。 ファン  ト レイは 1 つのア
センブ リにすべてのルータ  ファンが含まれます。 ファンに障害がある場合、 マイナス  ド ラ イ
バまたはプラス  ド ラ イバを使用して ト レイを交換します。

（注） ファン  フ ィルタを、 6 か月ごと または汚れたと きのいずれか早い時期に交換する こ と を推奨し
ます。

ファン ト レイをホッ トスワップする前に

ファン  ト レイをホッ ト スワ ップする前に、 次の安全注意を読んでください。

• 手順全体を読み、 必要な道具を手元に用意します。

• 32 °C （90 °F） を超える室温では、 ホッ ト スワ ップを実行しないでください。

• 1,829 メー トル （6,000 フ ィー ト ） を超える高度では、 ホッ ト スワ ップを実行しないでくだ
さい。

• ルータが動作中の場合、 ルータが加熱しないよ うに、 次の時間内でファンを交換する こ と
を推奨します。

– Cisco 2911 は 2 分以内

– Cisco 2921 または 2951 は 2 分以内

– Cisco 3900 シ リーズは 1.5 分以内 

Cisco 2911 

• Cisco 2911 のファン  ト レイの交換 （5-44 ページ）

• Cisco 2911 のエアー フ ィルタの交換 （5-46 ページ）

Cisco 2921 および Cisco 2951

• Cisco 2921 または 2951 のファン  ト レイの交換 （5-47 ページ）

Cisco 2900 および Cisco 3900 シリーズ

• Cisco 3900 シ リーズのファン  ト レイの交換 （5-48 ページ）

• Cisco 3900 シ リーズのエアー フ ィルタの交換 （5-49 ページ）

Cisco 2911 のファン ト レイの交換

ファン  ト レイをホッ ト スワ ップするには、 次の手順を実行します。

（注） ファン  ト レイをホッ ト スワ ップする場合、 ルータを動作温度以下に保つために、 2 分以内で操
作を完了する こ と を推奨します。
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 ベゼルのスナップを外し、 シャーシからまっすぐ引き出します。 図 5-33 を参照して ください。

図 5-33 Cisco 2911 のファン ト レイの交換

ステップ 3 ファン  ト レイの 2 個の非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 4 ファン  ト レイを引き出します。

ステップ 5 交換のファン  ト レイを挿入し、 2 個の非脱落型ネジを締めます。

ステップ 6 ベゼルを元どおりに取り付けます。

1 ファン  ト レイの非脱落型ネジ （2） 2 ベゼル

25
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1 2
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
Cisco 2911 のエアー フ ィルタの交換

エアー フ ィルタを交換するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 ベゼルのスナップを外し、 シャーシからまっすぐ引き出します。 図 5-34 を参照して ください。

図 5-34 Cisco 2911 のフ ィルタの交換

ステップ 3 エアー フ ィルタ  カバーからネジを外し、 フ ィルタを取り外します。

ステップ 4 交換のエアー フ ィルタ、 エアー フ ィルタ  カバー、 およびベゼルを取り付けます。

1 フ ィルタ 2 フ ィルタ  カバー

3 ベゼル

Cisco 2900 Series 

1 3 2
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  ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
Cisco 2921 または 2951 のファン ト レイの交換

ファン  ト レイを交換するには、 次の手順を実行します。

（注） ファン  ト レイをホッ ト スワ ップする場合、 ルータを動作温度以下に保つために、 2 分以内で操
作を完了する こ と を推奨します。 図 5-35 を参照して ください。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 ファン  ト レイの 4 個の非脱落型ネジの上にあるファン  ト レイのネジ カバーを開けます。

ステップ 3 ファン  ト レイの 4 個の非脱落型ネジを完全に緩めます。

ステップ 4 ファン  ト レイを引き出します。

ステップ 5 交換のファン  ト レイを挿入し、 4 個の非脱落型ネジを締めます。

ステップ 6 ネジ カバーを元どおりに取り付けます。

図 5-35 Cisco 2921 および 2951 のファン ト レイの交換

1 ファン  ト レイおよびベゼル アセンブ リ
25
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  ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
Cisco 3900 シリーズのファン ト レイの交換

Cisco 3900 シ リーズ ルータ  ファン  ト レイをホッ ト スワ ップするには、 次の手順を実行します。

（注） ファン  ト レイをホッ ト スワ ップする場合、 ルータを動作温度以下に保つために、 1.5 分以内で
操作を完了する こ と を推奨します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 ベゼルのスナップを外し、 シャーシからまっすぐ引き出します。 まず、 ベゼルはかな り しっか
り と装着されています。 図 5-36 を参照して ください。

図 5-36 Cisco 3900 シリーズ ルータのベゼルの取り外し

ステップ 3 ファン  ト レイの 4 個の非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 4 ファン  ト レイを引き出します。

1 ベゼル
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
ステップ 5 図 5-37 のよ うに、 交換のファン  ト レイを挿入し、 4 個の非脱落型ネジを締めます。

図 5-37 Cisco 3900 シリーズのファン ト レイの交換

ステップ 6 ベゼルを元どおりに取り付けます。

Cisco 3900 シリーズのエアー フ ィルタの交換

エアー フ ィルタを交換するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 ベゼルのスナップを外し、 シャーシからまっすぐ引き出します。 図 5-38 を参照して ください。

図 5-38 Cisco 3900 シリーズ ルータのベゼルの取り外し
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  ファン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換
ステップ 3 ベゼル内に取り付けられたフ ィルタを探します。

ステップ 4 フ ィルタを取り外し、 交換のフ ィルタをベゼル内に挿入します。

ステップ 5 ベゼルを元どおりに取り付けます。 図 5-39 を参照して ください。

図 5-39 Cisco 3900 シリーズのエアー フ ィルタの交換

1 ベゼル 2 スナップ （固定）

3 エアー フ ィルタ
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  FIPS ルーバーの装着
FIPS ルーバーの装着
Cisco 2911 システムを  FIPS 140-2 準拠にするには、 Federal Information Processing Standard
（FIPS; 連邦情報処理標準） のルーバーを装着できます。 ルーバーを装着するには、 次の手順を
実行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 ネジを外して、 ルータの側面にアクセスできるよ うにします （図 5-40 を参照）。

ステップ 3 4 個の 8-32 ネジを  FIPS ルーバーのプレート に通し、 ネジに FIPS スペーサを合わせます。
図 5-40 を参照して ください。

図 5-40 FIPS ルーバー コンポーネン ト と装着

ステップ 4 ルータのルーバーと スペーサにネジをしっかり と留めます。

図 5-41 正し く装着された FIPS ルーバー 

1 ネジ 2 FIPS ルーバー

3 FIPS ルーバーのスペーサ
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  2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
2911 エアー コンバータを使用する と、 ルータの前面 （ベゼル） （図 5-42） から空気を取り込み
（吸気）、 背面 （ベゼル） （図 5-43） から送り出す （排気） こ とができるよ うにな り ます。 2911 
前面から背面へのエアー コンバータを装着しても、 ルータは引き続き動作温度の範囲内で動作
します。 2911 エアー コンバータの部品は対称的に作られているため、 必要に応じて、 デフォ
ル ト の 2911 の側から反対側への排気方向とは逆に、 背面から前面へのエアー フローを発生さ
せる こ とができます。 2911 前面から背面へのエアー コンバータを装着した 2911 は、 ルータの
幅が大き く なるため、 EIA 23 インチ ラ ッ クのみに設置する必要があ り ます。 要件に基づいて、
ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト を前面、 中央、 内部、 または外部に配置できます。

（注） 2911 エアー コンバータの装着には、2 つのラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト のみが必要です。

図 5-42 2911 エアー コンバータを装着した Cisco 2911 ルータの前面図

（注） この 2911 ルータの図では、 ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト が装着可能なすべての場所に取
り付けられています。 これらの 4 箇所から  1 箇所を選択して、 ラ ッ ク  マウン ト  ブラ
ケッ ト を取り付けて ください。

Cisco 2900 Series

1 36
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1 ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
図 5-43 2911 エアー コンバータを装着した Cisco 2911 ルータの背面図

図 5-44 前面から背面への強制エアー フロー スキームを示している Cisco 2911 ルータの前面図

2911 エアー コンバータを装着するには、 次の手順を実行します。
36
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
ステップ 1 2911 エアー コンバータのネジ （上面と底面にそれぞれ 3 本ずつ） を取 り外し ます。 図 5-45 
を参照して く ださい。

（注） ステップ 4 で内部パーツ と外部パーツを取り付けるために、 これらの 6 本のネジを取っ
ておきます。

図 5-45 2911 エアー コンバータ
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1

1 8-32 X 0.63 cm （0.25 インチ） 長の皿ネジ
（48-0965-01）
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  2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
ステップ 2 内部パーツ と外部パーツをスラ イ ド して分離します。 図 5-46 を参照して ください。

図 5-46 2911 エアー コンバータの内部および外部パーツ
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1 内部パーツ 2 外部パーツ
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  2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
ステップ 3 12 本のなべネジを使用して、 2911 エアー コンバータの内部パーツをシャーシに取り付けます。
図 5-47 を参照して ください。

（注） なべネジはすべて 15 インチ ポンドの 小トルクで締めます。

図 5-47 2911 エアー コンバータの内部パーツのシャーシへの取り付け
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1

1 8-32 X 0.79 cm(0.31 インチ)長のなべネジ
(48-1970-01)
5-56
Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド



第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
ステップ 4 外部パーツを、 装着済みのラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト に沿ってスラ イ ド して、 内部パーツに
はめ込みます。 ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト の取り付けについては、 「Cisco 2911、 Cisco 2921、
および Cisco 2951 ルータへのラ ッ ク取り付け金具の取り付け」 セクシ ョ ン （3-7 ページ） を参
照して ください。 皿ネジ （上面と底面にそれぞれ 3 本ずつ） を差し込んで締めます。 図 5-48 を
参照して ください。

図 5-48 シャーシへの外部パーツのはめ込み

ステップ 5 同じ手順を繰り返して、 ルータの反対側に 2911 エアー コンバータを装着します。 ラ ッ ク  マウ
ン ト  ブラケッ トは示されている場所にそのまま配置するか、 または示されている任意の場所に
移動する こ とができます。 図 5-49 を参照して ください。

（注） 各エアー コンバータ  アセンブ リの六角形の通気パターンは、 前面から背面、 または背
面から前面へのエアー フローを促進するために、 ルータの反対側に取り付ける と きは
異なる方向に向ける必要があ り ます。
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1 皿ネジ （48-0965-01）
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  2911 前面から背面へのエアー フロー コンバータ
（注） 両方の 2911 エアー コンバータがルータの反対側に接続され、 コンバータのパーツを接
続するのに使用されるすべてのネジを  15 インチ ポンドの 小トルクで締めたら、 エ
アー コンバータを装着した 2911 を  EIA 23 インチ ラ ッ クに設置する こ とができます。
ラ ッ クへのルータの設置方法の詳細については、 「ラ ッ クへのルータの設置」 セクシ ョ ン
（3-10 ページ） を参照して ください。

図 5-49 2911 エアー コンバータを装着した後の Cisco 2911 ルータ
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1 ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト 2 ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト を取り付け可
能なその他の位置
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第 5 章      内部モジュールおよび FRU の装着とアップグレード

  CompactFlash メモリ  カードの取り外し と装着
CompactFlash メモリ  カードの取り外しと装着
こ こでは、 Cisco 2900 および 3900 シ リーズ サービス統合型ルータで CompactFlash （CF） メモ
リ  カードを装着および交換する方法について説明します。 こ こで説明する内容は、 次のとおり
です。

• 静電破壊の防止 （5-59 ページ）

• CompactFlash メモ リ  カードの取り外し （5-59 ページ）

• CompactFlash メモ リ  カードの装着 （5-61 ページ）

静電破壊の防止

CF メモ リ  カードは静電放電 （ESD） によって破損しやすいコンポーネン ト です。 静電破壊は、
電子カード またはコンポーネン ト の取り扱いが不適切な場合に発生します。 ESD は故障または
間欠的な障害を引き起こす可能性があ り ます。

静電破壊を防ぐために、 次の注意事項に従って ください。

• 常に静電気防止用リ ス ト またはアンクル ス ト ラ ップを肌に密着させて着用して ください。

• ス ト ラ ップの装置側を塗装されていないシャーシの面に接続します。

• CF メモ リは、 静電気防止用シート に置くか、 静電気防止用袋に収めます。 カードを返却す
る場合には、 ただちに静電気防止用袋に入れて ください。

• カード と衣服が接触しないよ うに注意して ください。 リ ス ト  ス ト ラ ップは身体の静電気か
らカードを保護するだけです。 衣服の静電気が、 静電破壊の原因になる こ とがあ り ます。

• 装着が完了するまで リ ス ト  ス ト ラ ップは外さないでください。

注意 安全のために、 静電気防止用ス ト ラ ップの抵抗値を定期的にチェ ッ ク して ください。 抵抗値は 
1 ～ 10 M Ω （ メガオーム） でなければな り ません。

CompactFlash メモリ  カードの取り外し

シャーシから  CF メモ リ  カードを取り外すには、 次の手順を実行します。 図 5-52 を参照して く
ださい。

注意 CF メモ リ  カードにアクセス中は、 シャーシからカードを取り外さないでください。 フラ ッ
シュ  メモ リにアクセス中は、 CF LED が点滅します。 フラ ッシュ  メモ リにアクセス中にルータ
から  CF メモ リ  カードを取り外すと、 データの破損や動作不良の原因にな り ます。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。
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ステップ 2 CF のカバーを外すには、 スロ ッ ト にマイナス  ド ラ イバを差し入れ、 テンシ ョナに逆らって横
方向に押し、 カバー ドアを開けます （図 5-50 および図 5-51 を参照）。

図 5-50 CompactFlash カバーへのドライバの差し込み

図 5-51 CompactFlash カバーの取り外し

ステップ 3 CompactFlash メモ リ  カードの横にあるイジェ ク タ  ボタンを押します。 パネルから外れるよ う
に、 イジェ ク タ  ボタンを外側に動かします。

CF 1

CF 0
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図 5-52 Cisco 2900 シリーズ ルータの CompactFlash メモリ  カード  スロッ ト

ステップ 4 も う一度イジェ ク タ  ボタンを押します。 図 5-52 を参照して ください。 これによ り、
CompactFlash メモ リ  カードが一部スロ ッ ト からはみ出した状態にな り ます。

ステップ 5 スロ ッ ト から  CF メモ リ  カードを引き出します。

ステップ 6 ボタンがベゼルと同じ高さになるまでイジェ ク タ  ボタンを押します。

注意 イジェク タのメカニズムを損傷しないよ うに、 CompactFlash メモ リ  カードを抜く と き以外は、 イ
ジェク タ  ボタンを完全に押された状態にしておく （ベゼルと同じ高さにする） 必要があ り ます。

CompactFlash メモリ  カードの装着

CompactFlash メモ リ  カードを装着するには、 次の手順を実行します （図 5-52 を参照）。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） を熟読し、 電源を切断
し ます。

ステップ 2 ベゼルと同じ高さになるまでイジェ ク タ  ボタンを押します。

（注） イジェクタ ボタンがパネルから突き出ている場合、 ベゼルと同じ高さになるまで押します。

ステップ 3 CompactFlash メモ リ  カードがしっかり と装着されるまでスロ ッ ト に挿入します。 イジェ ク タ  
ボタンはパネルと同じ高さのままです。

（注） CompactFlash メモ リ  カードを挿入した後に、 イジェ ク タ  ボタンがパネルから突き出て
いる場合、 CompactFlash メモ リ  カードを取り外し、 カチッ と音がするまでイジェ ク タ  
ボタンを押してから、 CompactFlash メモ リ  カードを装着し直します。

注意 イジェ ク タのメカニズムを損傷しないよ うに、 CompactFlash メモ リ  カードを抜く と き以外は、
イジェ ク タ  ボタンを完全に押された状態にしておく必要があ り ます。

ステップ 4 カバーの リ ップをシャーシに挿入してから元の位置に押し込んで、 CompactFlash カバーを元に
戻します。
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SFP モジュールの装着
こ こでは、 オプシ ョ ンの Small Form-Factor Pluggable （SFP） モジュールを  Cisco 2900 および 
Cisco 3900 シ リーズ サービス統合型ルータに装着して、 光ファ イバ ギガビッ ト  イーサネッ ト
接続を実現する方法について説明します。

SFP モジュールはルータの背面パネルのスロ ッ ト に装着します。 Cisco IOS ソフ ト ウェアで選択
する場合、 ポー ト  gigabitethernet 0/0 に割り当てられます。 デフォル トは組み込みの RJ-45 
1000Base-T コネク タで、 このポー ト でイネーブルにされています。

Cisco 2900 シ リーズおよび Cisco 3900 シ リーズ ルータでサポート されているのは、 シスコが認
定している  SFP モジュールだけです。 表 5-4 は、 Cisco 2900 および 3900 ISR でサポート されて
いる  SFP の リ ス ト です。

互換性の問題については、 『Cisco Transceiver Modules Compatibility Information』 を参照して く
ださい。

表 5-4 Cisco 2900 および 3900 シリーズ ルータでサポート される SFP

シスコの型番 SFP ト ランシーバ
ファイバの直径
（マイクロメートル）

波長
（nm） モード

最大ディ
スタンス

GLC-SX-MM= 1000Base-SX 50 850 マルチ 550 m

GLC-LH-SM= 1000Base-LX/LH 9/125 1310 シングル 10 km

GLC-ZX-SM= 1000Base-ZX 9/125 1550 シングル 100 km

CWDM-SFP-1470= 1000Base-CWDM 50 1470 シングル 100 km

CWDM-SFP-1490= 1490

CWDM-SFP-1510= 1510

CWDM-SFP-1530= 1530

CWDM-SFP-1550= 1550

CWDM-SFP-1570= 1570

CWDM-SFP-1590= 1590

CWDM-SFP-1610= 1610

DWDM-SFP-3033 1000BASE-DWDM — 1530.33 — —

DWDM-SFP-3112 1000BASE-DWDM — 1531.12 — —

DWDM-SFP-3190 1000BASE-DWDM — 1531.90 — —

DWDM-SFP-3268 1000BASE-DWDM — 1532.68 — —

DWDM-SFP-3425 1000BASE-DWDM — 1534.25 — —

DWDM-SFP-3504 1000BASE-DWDM — 1535.04 — —

DWDM-SFP-3582 1000BASE-DWDM — 1535.82 — —

DWDM-SFP-3661 1000BASE-DWDM — 1536.61 — —

DWDM-SFP-3819 1000BASE-DWDM — 1538.19 — —

DWDM-SFP-3898 1000BASE-DWDM — 1539.77 — —

DWDM-SFP-3977 1000BASE-DWDM — 1539.98 — —

DWDM-SFP-4056 1000BASE-DWDM — 1540.56 — —

DWDM-SFP-4214 1000BASE-DWDM — 1542.14 — —
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ヒン ト シスコ認定の SFP を使用しているかど うかを判断するには、 Cisco IOS プロンプ ト で show 
controller コマン ドを使用します。

DWDM-SFP-4294 1000BASE-DWDM — 1542.94 — —

DWDM-SFP-4373 1000BASE-DWDM — 1543.73 — —

DWDM-SFP-4453 1000BASE-DWDM — 1544.53 — —

DWDM-SFP-4612 1000BASE-DWDM — 1546.12 — —

DWDM-SFP-4692 1000BASE-DWDM — 1546.92 — —

DWDM-SFP-4772 1000BASE-DWDM — 1547.72 — —

DWDM-SFP-4851 1000BASE-DWDM — 1548.51 — —

DWDM-SFP-5012 1000BASE-DWDM — 1550.12 — —

DWDM-SFP-5092 1000BASE-DWDM — 1550.92 — —

DWDM-SFP-5172 1000BASE-DWDM — 1551.72 — —

DWDM-SFP-5252 1000BASE-DWDM — 1552.52 — —

DWDM-SFP-5413 1000BASE-DWDM — 1554.13 — —

DWDM-SFP-5494 1000BASE-DWDM — 1554.94 — —

DWDM-SFP-5575 1000BASE-DWDM — 1555.75 — —

DWDM-SFP-5655 1000BASE-DWDM — 1556.55 — —

DWDM-SFP-5817 1000BASE-DWDM — 1558.17 — —

DWDM-SFP-5898 1000BASE-DWDM — 1558.98 — —

DWDM-SFP-5979 1000BASE-DWDM — 1559.79 — —

DWDM-SFP-6061 1000BASE-DWDM — 1560.61 — —

GLC-BX-D 1490 TX — —

1310 RX — —

GLC-BX-U 1310 TX — —

1490 RX — —

GLC-FE-100FX — — 1310 マルチ 2 km

GLC-FE-100LX — — 1310 シングル 10 km

GLC-FE-100EX 100BASE-FX — 1310 シングル 40 km

GLC-FE-100ZX 100BASE-ZX — 1550 シングル 80 km

GLC-FE-100BX-U 1310 TX シングル 10 km

1550 RX 

GLC-FE-100BX-D 1550 TX シングル 10 km

1310 RX

GLC-GE-100FX — — 1310 マルチ 2 km

表 5-4 Cisco 2900 および 3900 シリーズ ルータでサポート される SFP （続き）

シスコの型番 SFP ト ランシーバ
ファイバの直径
（マイクロメートル）

波長
（nm） モード

最大ディ
スタンス
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レーザーの安全に関する推奨事項

光 SFP は光ファ イバ信号を生成するために少量のレーザー光を使用します。 ケーブルがポート
に接続されていない場合は常に、 光の伝送を保ち、 対象のポート を受信します。

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され
ている可能性があります。 レーザー光を直視したり、 光学機器を使用して直接見たり しないで
く ださい。 ステート メン ト  1051

警告 本製品の最終処分は、 各国のすべての法律および規制に従って行って く ださい。
ステート メン ト  1040

Cisco 2900 または 3900 シ リーズ ルータに SFP モジュールを装着するには、 次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 ルータ  コネク タに SFP をス ラ イ ド し、 所定の位置に固定されるまで挿入します （図 5-53 を
参照）。

ヒン ト SFP が留め具式ラ ッチを使用している場合 （図 5-53 を参照）、 SFP モジュールの上にハンドル
がある必要があ り ます。

図 5-53 SFP モジュールの装着

注意 ケーブル接続の準備ができていない場合、 SFP から光ポート のプラグを外さないでください。

ステップ 3 ネッ ト ワーク  ケーブルを  SFP モジュールに接続します。

94
12

6
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SFP モジュールの取り外し

Cisco 2900 シ リーズまたは Cisco 3900 シ リーズ ルータから  SFP を取り外すには、次の手順を実
行します。

ステップ 1 モジュールの交換の前に、 「安全上の警告」 セクシ ョ ン （5-2 ページ） の項を熟読し、 電源を
切断し ます。

ステップ 2 SFP からすべてのケーブルの接続を外します。

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され
ている可能性があります。 レーザー光を直視したり、 光学機器を使用して直接見たり しないで
く ださい。 ステート メン ト  1051

注意 多くの SFP に使用されているラ ッチ メ カニズムでは、 ケーブルが接続されている と きは SFP 
は所定の位置でロ ッ ク されます。 SFP を取り外すと きに、 ケーブル接続を引っ張らないでくだ
さい。

ステップ 3 SFP ラ ッチの接続を外します。 図 5-54 を参照して ください。

（注） SFP ポート のモジュールのセキュ リ テ ィ を保護するために、 SFP モジュールは多様なラ ッチ デ
ザインを使用しています。 ラ ッチ デザインは SFP のモデルまたはテク ノ ロジーの種類に関係あ
り ません。 SFP のテク ノ ロジーの種類とモデルについては、 SFP の側面にあるラベルを参照し
て ください。

図 5-54 SFP ラッチ メカニズムの接続解除

1 スラ イ ド式ラ ッチ 3 留め具式ラ ッチ

2 スイング  & スラ イ ド式ラ ッチ 4 プラスチッ ク  カラー式ラ ッチ

11
77

22

1 2 3 4

A

B
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ヒン ト 指が届かない場合、 ペン、 ド ラ イバ、 または他のまっすぐな道具を使用して、 留め具のハンド
ルを慎重に外します。

ステップ 4 SFP の両端を持ち、 ルータから取り外します。
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Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリ
C H A P T E R 6

ルータのソフ トウェア ライセンスの取得

サービス統合型ルータ第 2 世代 （ISR G2） プラ ッ ト フォームには、 新しい Universal 
Cisco Internet Operating System （IOS） ソ フ ト ウェア  イ メージが付属しています。 Universal イ
メージとそのラ イセンス条件は柔軟で、 新しい機能を展開する一方で、 ネッ ト ワーク内にある
ルータ上の既存のラ イセンスの可視性と管理性を改善できます。

新しい ISR G2 を注文する と、 指定したパッケージおよび機能のソフ ト ウェア  イ メージとそれ
に対応する永続的ラ イセンスがプ リ インス トールされた状態で出荷されます。 使用する前にソ
フ ト ウェアをアクテ ィベーシ ョ ンまたは登録する必要はあ り ません。

Cisco License Manager （CLM） などのシスコ管理アプ リ ケーシ ョ ンを使用するか、 Cisco IOS の 
show license コマン ドを使用して、 システムでアクテ ィベーシ ョ ンされているラ イセンスを判
断できます。 CLM は http://www.cisco.com/go/clm で入手できる無料のソフ ト ウェア  アプ リ ケー
シ ョ ンです。

このルータには、 ルータでサポート されているほとんどのパッケージおよび機能について、 評
価ラ イセンス （一時ラ イセンス と も呼ばれます） が付属しています。 新しいソフ ト ウェア  パッ
ケージまたは機能を試すには、 そのパッケージまたは機能の評価ラ イセンスをアクテ ィベー
シ ョ ンして ください。

新しいソフ トウェア パッケージまたは機能のアクティ
ベーショ ン

ルータ上のソフ ト ウェア  パッケージまたは機能を永続的にアクテ ィベーシ ョ ンするには、 次の
手順を実行します。

ステップ 1 インス ト ールする ソ フ ト ウ ェア  パッケージまたは機能を購入し ます。 購入する と、 Product 
Activation Key （PAK; 製品アクテ ィベーシ ョ ン  キー） を受信し ます。

ステップ 2 Cisco.com のユーザ名およびパスワードを取得していない場合は、 次の URL でアカウン ト の登
録を行って ください。

https://tools.cisco.com/RPF/register/register.do. 

ステップ 3 次のいずれかのオプシ ョ ンを使用してラ イセンス  ファ イルを入手します。

（注） ラ イセンスをインス トールするルータの Serial Number （SN; シ リ アル番号） および Product ID
（PID; 製品 ID） が必要にな り ます。 SN と  PID の位置については、図 1-13 を参照して ください。
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• Cisco License Manager （CLM） ： CLM は、 次の URL で入手できる無料のソフ ト ウェア  ア
プ リ ケーシ ョ ンです。

http://www.cisco.com/go/clm.

• Cisco License Registration Portal ：Cisco License Registration Portal は、個々のソフ ト ウェア  
ラ イセンスの取得および登録を行う  Web ベースのポータルで、 次の URL でアクセスでき
ます。

http://www.cisco.com/go/license

• Cisco License Call Home ： Cisco Product License Registration Portal と直接操作するには、
ルータ上で Cisco License Call Home インターフェイスを使用します。

ステップ 4 次のいずれかのオプシ ョ ンを使用してラ イセンス  ファ イルをインス トールします。

• CLM ： CLM は http://www.cisco.com/go/clm で入手できる無料のソフ ト ウェア  アプ リ ケー
シ ョ ンです。

• Cisco License Call Home ： Cisco Product License Registration Portal と直接操作するには、
ルータ上で Cisco License Call Home インターフェイスを使用します。

• Cisco IOS CLI ： ラ イセンスをインス トールおよび管理するには、 Cisco IOS コマン ド ラ イ
ン  インターフェイスを使用します。

• 簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） ： ソ フ ト ウェア  ラ イセンスのインス トールおよ
び管理には SNMP を使用します。

図 6-1 ソフ トウェア アクテ ィベーシ ョ ンの手順

1

2

3

Purchase a Package or Feature

Receive a PAK

Obtain a License.
A PAK and UDI is required

Cisco License Manager
Option 1

Option 2

Option 3

Cisco License Portal
Http://www.cisco.com

Cisco Call Home

Receive
License File

Install License
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RMA ライセンスの転送
問題のあるデバイスから新しいデバイスにソフ ト ウェア  ラ イセンスを転送するには、 以下の 
Cisco License Registration Portal にアクセスして ください。

http://www.cisco.com/go/license

（注） 問題のあるデバイスの SN および PID と、 RMA 置換ラ イセンスを開始する  RMA ルータが必要
です。

その他の情報
Cisco ISR G2 プラ ッ ト フォームでのソフ ト ウェア アクテ ィベーシ ョ ンの詳細については、
Cisco.com の『Software Activation on Cisco Integrated Services Routers and Cisco Integrated Service 
Routers Generation 2』 を参照して ください。
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Cisco 2900 シリーズおよび 3900 シリーズ ハ

A
 P P E N D I X A

活性挿抜およびホッ トスワップ

活性挿抜 （OIR） によって、 システムの動作に影響を与える こ とな く、 問題のあるモジュール
を交換できます。 これはホッ ト スワ ップと似た機能です。 OIR コマン ドは、 モジュールを取り
外す前、 およびモジュールを装着した後に発行されます。 OIR を実行する場合、 同じモジュー
ルを使用して、 元のモジュールを交換する必要があ り ます。 ルータ内の複数のモジュールで 
OIR を実行する場合、 同時に 1 つのモジュールで OIR を実行します。

要件

モジュールは、 発行する  OIR コマン ドについて、 エネルギーの全出力モードにする必要があ り
ます。 モジュールがエネルギーの省力モード またはシャ ッ ト ダウン  モードの場合、 OIR コマン
ドを発行できないため、 モジュールを取り外すこ とはできません。

（注） OIR は Cisco 3925、 3925E、 3945、 および Cisco 3945E ISR だけでサポート されます。

ホッ ト スワ ップと  OIR の違いは、OIR は OIR の前後に IOS コマン ドを実行する必要がある点で
す。 ホッ ト スワ ップは、 厳密にはハード ウェアの機能で、 コマン ドは必要あ り ません。 すべて
のルータ  コンポーネン ト またはモジュールが OIR を使用するか、ホッ ト スワ ップ可能な訳では
あ り ません。

次のアイテムは Cisco 3925、 3925E、 3945、 および 3945E ISR で OIR を使用します。

• サービス  モジュール

• ネッ ト ワーク  モジュール

（注） ネッ ト ワーク  モジュールはネッ ト ワーク  モジュール アダプタに挿入する必要があ り ま
す。 ネッ ト ワーク  モジュール アダプタおよびネッ ト ワーク  モジュールは、 常にセッ ト
で使用する必要があ り ます。 これらは 1 つのユニッ ト と して機能します。

• 外部 CompactFlash メモ リ

• SFP

• USB デバイス

次の項目はホッ ト スワ ップ可能です。

• ファン  ト レイ

• 電源 （ルータを  RPS でバッ クアップする場合だけ）
A-1
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  OIR 手順
OIR 手順
次の手順では、 OIR プロセスを使用して、 データおよび音声モジュールを取り外し、 交換する
方法について説明しています。

モジュールの取り外し

コンソール端末から  hw-module sm {slot} oir-stop コマン ドを発行します。サービス  モジュール 
アダプタ  LED が点滅した後消灯し、 コンソールにはモジュールを取り外すこ とができる とい
うプロンプ ト  シグナ リ ングが表示されます。 次の出力を参照して ください。

Router# hw-module sm 4 oir-stop
*Nov 11 22:40:53.299: %ATMOC3POM-6-SFP_OUT: Interface ATM4/0 SFP has been removed.
*Nov 11 22:40:54.299: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface ATM4/0, changed 
state to down
SM Hardware slot 4 can be removed

音声モジュールの取り外し

（注） すべての音声ポート 、 コン ト ローラ、 ト ランスコーディ ング、 会議、 および MTP dspfarm プロ
ファ イルをシャ ッ ト ダウンしてから、 音声モジュールを取り外す必要があ り ます。

コンソール端末から  hw-module sm {slot} oir-stop コマン ドを発行します。サービス  モジュール 
アダプタ  LED が点滅した後消灯し、 コンソールにはモジュールを取り外すこ とができる とい
うプロンプ ト  シグナ リ ングが表示されます。 次の出力を参照して ください。

Router# hw-module sm 4 oir-stop
*Nov 11 22:40:53.299: %ATMOC3POM-6-SFP_OUT: Interface ATM4/0 SFP has been removed.
*Nov 11 22:40:54.299: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface ATM4/0, changed 
state to down
SM Hardware slot 4 can be removed

データまたは音声モジュールの挿入

この手順が必要なのは、 oir-stop コマン ドを発行し、 モジュールがスロ ッ ト から物理的に取り
外されていない場合だけです。 モジュールが物理的に取り外された場合、 このコマン ドは不要
です。

コンソール端末から  hw-module sm {slot} oir-start コマン ドを発行します。 コンソールにはモ
ジュールの変更ステート を示す出力が表示されます。 次の出力を参照して ください。

Router# hw-module sm 2 oir-start
Router#
*Nov 11 21:06:17.546: %ATMOC3POM-6-SFP_IN: Interface ATM2/0 OC3 MM SFP has been inserted.
Router#
*Nov 11 21:06:19.442: %LINK-3-UPDOWN: Interface ATM2/0, changed state to up
*Nov 11 21:06:20.442: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface ATM2/0, changed 
state to up
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  ホッ トスワップ手順
ホッ トスワップ手順
次のアイテムはホッ ト スワ ップ可能です。

• ファン  ト レイ

• 電源 （ルータを  RPS でバッ クアップする場合だけ）

「フ ァン  ト レイまたはエアー フ ィルタの交換」 セクシ ョ ン （5-44 ページ） および 「電源と冗長
電源の交換」 セクシ ョ ン （5-28 ページ） を参照して ください。
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  ホッ トスワップ手順
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